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    　放課後。東とう鈴りん中学校の校舎の片かた隅すみ。トイレの鏡の前。


    「髪の毛は……寝グセ直った、ＯＫ。一昨日おととい、体育の授業で転んだほっぺたの傷も……ほとんど見えない。よし。ブレザーも、シャツも、ボタンは全部ついてる……ＯＫ。あとは──」


    　独り言をぶつぶつつぶやくのは──僕だ。


    　見た目が洋館風の校舎というところをのぞけば、びっくりするくらい特徴がない中学校。まぁ、全国の公立中学校の平均がうちみたいなところかも。


    　ただ、ほとんどの人は知らないけど、この学校にはちょっとした秘密がある。


    「あとは……」


    　僕は舌の先で、もごもごと犬歯をまさぐった。


    「牙きば、ＯＫ。出てない、出てないぞ」


    　ここの生徒の中にひとり、人間と吸血鬼のハーフがいるのだ……というか僕なんだけど。


    　人間社会で安全に暮らしていくためには、半分悪魔であることがバレてはいけない。しかし先週、ちょっとしたトラブルで悪魔の力を解放してしまった僕は、油断しているとすぐ、吸血鬼になる──どうも悪魔化しやすくなったみたいだ。


    「よし……そ、それでは、参まいりますか」


    　僕はトイレから出ると、廊下の先にある一室へと向かった。


    　そこにあるのは部室。僕が所属している「映画部」のものだ。


    　現在の部員数は、四人。二か月後に控えている生徒総会までに、五人以上にしないと廃部になる我が部である。


    「は、入るよ」


    　どきどきしながら、僕は部室のドアを開ける。


    　どうしてこんなに緊張しているのか──それは、


    「デモンくん、遅いっ。待ってたよー」


    　部室にいるひとりの女の子。


    　映画部の部長にして、生徒会の書記も務めている七なな竈かまどあかりちゃん。


    　豊かな黒髪を、二つのリボンで留めている。まつげがとても長くて、その奥には人なつっこい瞳ひとみ。女子の制服はブラウスとスカート、それにニーソックスだけれど──これが！　あかりちゃんが着ると超似合っているのだ。他の女子とは仕立てが違うんじゃないかって疑っちゃうくらい。いやぁ、あかりちゃんが着たらなんでも似合っちゃうんだろうけどね！


    「デモンくん、どしたの？　トリップした人みたくへらへらしてるよ」


    「だ、大丈夫！　……えっ？　トリップ!?」


    「ふふっ、冗じよう談だんだよー。ささ、座って、座って」


    　あかりちゃんは僕に、部室の中央にあるイスを勧めた。


    　僕が幼なじみじゃなければ、こんなにもあかりちゃんと仲良くすることなんてできなかったんだろうな。……と思うと、妙な血を半分ほど仕込んだ純正吸血鬼である父には、恨うらみもあるけど、あかりちゃんの幼なじみとしてこの町で育ててくれたことだけは感謝してる。


    「ね、ねぇ、あかりちゃん」


    　イスに座りながら僕はたずねる。


    「ビスコ、来てないよね？」


    「うん、大事な用があるって先に帰っちゃった」


    「エリスも来てないよね？」


    「うん、なんだか運動部のヘルプに呼ばれたみたいー」


    　映画部の残りメンバーの不在を確認。僕は机の陰でガッツポーズを決める。


    　よし、今日はあかりちゃんとふたりっきりだ！


    　ふふ……うふふ。


    　うふふひふほほほへははは。


    「……デモンくん？　だ、大丈夫？」


    「ハッ」


    　危ない！　興奮して悪魔化するところだった。


    「あかりちゃんが可愛かわいすぎるから、ふたりっきりになれるのがうれしくて……」


    　なんて言えればよかったんだけど、そんな度胸があるわけもなくて、


    「違うよ……ってか、別に平気だし……」


    　とか、ごにょごにょ言うくらいが関せきの山やま。


    　くそう、弱気な僕、がんばれ！


    「デモンくん、顔が真っ赤だけど……熱でもあるのかな」


    「えっ、あ、あの、顔が赤いのは──」


    　と、そこまでしか言えなかった。


    　あかりちゃんが、ぐい、と身を乗り出して僕の額ひたいに手のひらを当てたのだ。


    「────」


    　柔やわらかいあかりちゃんの手のひら。


    　脳みそは瞬間沸ふつ騰とう。


    「うーん、ちょっと熱っぽい、かなぁ？」


    「我が輩、幸せなりぃ……」


    「──デモンくん？」


    　しまった、変なキャラクターが出てきた！


    「どうしよ、具合悪いなら今日はもう帰る？」


    「超健康体だよ！　ほら、平気平気！」


    　僕はあわてて両手で胸板をばんばん叩たたいた。あかりちゃんと一緒にいられるせっかくのチャンスを失うわけにはいかないっ。


    　ここはなにがなんでも元気なアピールをしなくちゃ！


    「いやぁ、爽快爽快！　元気いっぱい！　フンッ、フンッ！」


    「そ、そう？　なんだかデモンくん楽しそうだねっ」


    「フハハハハ、我が輩は愉ゆ快かいである！」


    「……デモンくん？」


    　しまった！　こっちの「我が輩」は悪魔的にダメだ！


    「いや！　これはその!!」


    「デモンくん、なんだか口の中に……」


    「ふぁっ！」


    　僕は両手で口を閉じる。


    「牙きば、みたいな……」


    　ぶんぶんぶんぶんっ、と首を猛烈に振る。


    　見つめ合う僕とあかりちゃん。


    「…………」


    「………………」


    「……牙、のわけないかっ」


    　にっこりと、あかりちゃんは微笑ほほえんだ。


    　──あ……危ぬぁい──バレるところだった──!!


    「それで今日はね──」


    　動揺する僕をよそに、バッグをごそごそやるあかりちゃん。


    　あかりちゃんには、僕が吸血鬼とのハーフであることを知られたくなかった。


    　第一に、幼なじみが半分悪魔だった……なんて知られたら、嫌われかねないし。ただでさえ僕、人並み未満の魅力しか備えていないことには自信があるし！


    　それにもうひとつ──大きな理由がある。


    　僕の父は吸血鬼だ。そして、大悪魔の右腕とも言われていたほどの悪魔だった。なのに人間である母と恋に落ちて、魔界を捨てた。


    　つまり、「魔界の裏切り者」。


    　父は、悪魔から命を狙ねらわれるようになった。


    　その裏切り者の息子だとバレれば、僕だって危ない。


    　僕や父の存在を悪魔に知られちゃいけない。人間に知られれば、そこから伝わって悪魔の耳に入ることもある。


    　あかりちゃんを、危険に巻き込むわけにはいかない。


    　だから僕は──秘密を隠し続けなくちゃいけないのだ。


    「ねね、デモンくん。今日話したいのは……途中のままになってる映画撮影のことなの」


    　映画部の部員を増やすために、あかりちゃんが計画した自主制作映画。


    「ま、まだ撮る気だったんだ……」


    　僕が主人公で、役柄は「退魔士エクソシスト」。そして吸血鬼を倒す──なんていう笑えないジョークみたいな映画。


    「吸血映画の撮影に必要な情報が、足りないかなぁってことで……いろいろ調べてみたの」


    　どすん、と机の上に置かれる、紙の束。学校で使っている英和辞典より余裕で分厚い。


    「こ、これ、全部あかりちゃんが？」


    「徹夜しちゃった」


    　あかりちゃんはぺろりと舌を出した。


    　可愛かわいい、可愛すぎる！


    　でも、一番上の紙に書いてある「吸血鬼の嫌いなものリスト（デモンくんが使用して吸血鬼と戦う）」ってなんですか？　半分吸血鬼の僕が、吸血鬼の嫌いなものを握りしめて戦うんですか？
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    「目を通してもらえるとうれしいなぁ」


    「う、うん……でもちょっと量が……」


    　厚さ十センチ近くあるよ……これ読むのにどれくらいかかるんだろ……。


    「デモンくんにも中身を知っててほしいの」


    「う、うん、えーっと、でも……」


    「だってデモンくん、映画部の幹部だし」


    「いやあ、こういう資料読みたかったんだ！」


    　幹部だって！　僕、幹部だって！


    「大変かもだけど、お願いねっ」


    「もちろん！　幹部としては、フフッ、当然のことさ」


    「多いから、時間かかっちゃったらごめんね。他の幹部にも読んでもらわなくちゃ」


    「いやいや時間くらいちっとも問題──他の幹部？」


    「ビスコちゃんとか、エリスちゃんとか」


    　それ映画部全員じゃないか！　我が家の使い魔ビスコに至っては幹部じゃなくて患部だよ！


    「……にしても、すごい量」


    　ぱらぱらとめくる。昔の絵画のコピーや、映画の一場面、それにいろんな文ぶん献けんの引用に……これ、この数日であかりちゃんが全部作ったのだろうか？


    「へへ、さすがにちょっと疲れちゃった」


    「あかりちゃん？」


    「ごめん、ちょっとだけ、休ませて……」


    　あかりちゃんは机の上に両手を載のせると、そこに頭を横たえた。そしてあっという間に寝息を立てはじめてしまう。


    「あかりちゃん……」


    　よっぽど疲れていたんだろうな。生徒会の書記としても忙いそがしいって聞いてるのに、映画部のためにこんなに一いつ生しよう懸けん命めいになってる。


    　それだけ、あかりちゃんは映画が好きなのだ。ただ好きなだけじゃなくて、みんなと一緒に映画のすばらしさを分かち合いたいと思ってる。


    　映画の撮影をしたい、というのもその気持ちの表われなのだ。


    「でも──」


    　それだけは避けたほうがよさそうだ。


    　なぜなら、あかりちゃんには、あかりちゃん自身の知らない秘密があるから。


    「……風か邪ぜひかないでね」


    　僕はブレザーを脱いで、あかりちゃんの背中にかけた。


    　あかりちゃんは、特別な力を持っている。


    　それはこの世界と、悪魔の住む魔界をつなげる扉を、無意識に開いてしまう力。


    　その力のせいで、あかりちゃんがビデオカメラで撮影すると悪魔が映り込むことがあるのだ。


    　映画の撮影を続けていたら、いつかはあかりちゃんも悪魔の存在に気づく。悪魔のことなんてあかりちゃんに知ってほしくない。知られてしまえばいずれ、僕が吸血鬼と人間とのハーフであることにも気づかれてしまいそうだし、第一、半分悪魔である僕自身だって、ビデオに撮られたら変なものが映ってしまうかもしれない。


    「……あかりちゃんとふたりきり、ってすごく久しぶりだなぁ」


    　今年はじめ、映画部には僕とあかりちゃんしか在ざい籍せきしていなかった。そこへ、なんだかまぁほんとうに厄やつ介かいないろいろがあって、ビスコ──我が家の使い魔（淫魔サキユバス）──と、エリス──退魔士エクソシスト──が加入することになった。


    　ビスコとエリスはことあるごとに反目し合っていて、ふたりが入部してからというもの、部活の時間はふたりのバトルに大半が費ついやされていた。あかりちゃんは人がいいものだから、ふたりは仲良しでじゃれ合っているのだと勘違いしている。かくいう僕はふたりの正体を知っているものだから、退魔士エクソシスト[image: ]サキュバスという、人類と悪魔の代理戦争みたいなことを仲ちゆう裁さいしなくちゃいけない役割。


    　で、大体なぜだか僕が殴なぐられて決着がつくという……ほんと、なんで!?


    「悪魔も人間もそんなに違わないんだけどね」


    　僕はあかりちゃんから受け取った資料を机に置いて、眺めていた。


    　ハーフである自分の境遇を、僕は今、受け入れようとしてる。人間には人間の、悪魔には悪魔の、ハーフにはハーフの生き方がある……というか、嘆いたところで自分の境遇は変えようがないというか。


    　悪魔と人間が結婚できるのだから（うちの両親だけど）、吸血鬼のハーフと人間だって結婚できるはず──そんなことを思ってあかりちゃんの寝顔をちらりと見る。


    「むにゃ……シュークリームには……生クリーム載のせだよねぇ……」


    　かわいい！　ああ、ＩＣレコーダーでこの寝言を録音しておくべきだったよ僕！　ほんっと、食べちゃいたいくらい──ってそういうこと僕が言うとシャレにならないのがイヤだ！


    　僕が人間になって、人間としてあかりちゃんとつきあえたらそれが一番なのはわかってるけどさー。血を半分抜いて人間になれるわけでもあるまいし。


    「でも……あかりちゃんはどうして魔界へつながる扉を開けられるんだろ……」


    　謎だった。


    「それに魔界へつながる扉って、どんなんなの？」


    　悪魔が人間界から魔界へ、強制的に送り返されるのを僕は見たことがある。そのときは、黒い空間が発生してそこに悪魔が吸い込まれていった。


    「同じような感じかなぁ……それとも本当に扉の形だったりね。たとえば──あ、そうそう、ここにある扉みたいなの」


    　僕は机のそばにあった扉を見つめた。重じゆう厚こうな木製の扉で、金色のノブがついていて、いかにも古い洋館にあるよう──あるぇ？


    　こんな扉、ここにあったっけ？


    「うーん、むにゃむにゃ、誰かが来るよう……」


    　あかりちゃんの寝言。


    　僕の目の前には、ついさっきまで存在すらしなかった、扉。


    「まさか」


    　背中を、冷たい汗が流れる。


    「これは──」


    　そして扉が、開いた。
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    　　　　　　　１


    



    　隙すき間まから噴ふき出す紫し煙えん。


    　こぼれる闇やみ。


    　部室内に立ち込める、まがまがしい空気。


    　開いた……開いてしまった。こんなにも簡単に。魔界へとつながる扉が。


    　扉の向こう。暗い影が、立っていた。


    「──この身を喚よび出したのは」


    　少女の声。


    「お前たち──きゃっ!?」


    　僕は猛ダッシュで扉を閉じた。見なかった。僕はなにも見なかった！　ああ、そうだ、こんな扉、燃やしてしまえばいい。木製だし、乾いているからきっとよく燃える。


    「くっ」


    　けれど扉を閉じる瞬間、なにかが挟まっていた。


    　少女の履はいているらしき黒いブーツの先っぽ。


    「……そ、そんな、ことして、扉が閉まると思ったら大間違い……です……う、い、痛い、今ので鼻の先ぶつけた、ぶつけた、痛いっ」


    「…………」


    「……あ、ああ、無言で靴くつを蹴けるなですっ。このブーツ高かったです！」


    　知ったことか、悪魔の事情なんて。


    「こらぁ！」


    　げしげし、げしげし──蹴り続け、がくっ、と先っぽを押し込んだ、そのとき。


    「ん……ぅ？」


    　あかりちゃんが目を覚ました。


    　まずい、まずいまずいまずいまずい！　あかりちゃんがこの異様な事態に気づいてしまう。とりあえず扉を始末しないと──。


    「あっ」


    　その瞬間、少女がするりと扉を押し開けすり抜けてくる。


    　途端に、魔界へとつながる扉は空気のように消え失うせた。少女は部室から廊下へと出て行く。


    「ま、待て！」


    　僕もそのあとを追いかける。部室から出る直前、寝ぼけ眼まなこのあかりちゃんがぼんやりと正面を見つめている姿が見えた。


    



    



    　廊下に飛び出した僕。


    　あの扉から出てきたのは──悪魔だ！　捕まえなきゃ、騒ぎを起こされる前に！


    　どっちだ、どっちへ行った──。


    「……ううぅ」


    　いた。超近く。ていうか僕の足下。


    　びしゃっ、とバラエティ番組で泥のプールに自みずから飛び込んでいったお笑い芸人ですらこれほど無ぶ様ざまにはならないだろう、というくらいの格好でぶっ倒れてた。


    「痛い、痛い痛い痛いです……でも転んだのは……別に、カルラのブーツのせいとかそういうことじゃないです」


    　見ると、黒のブーツは底がずいぶん厚い。五センチくらいはあるだろうか。


    「人間どもの狡こう猾かつなトラップに……カルラ、引っかかってしまったです」


    　悪魔か、これ……？　自信がなくなってきた。


    「……汚い……人間は汚い……！」


    「スカートめくれて、あと少しでパンツが見えそうだけど……」


    「ヒッ!!」

  


  [image: ]


  
    　悪魔──少女は、ハッとしてスカートを戻し、立ち上がる。


    　ネコっぽい耳のついたフードつきのパーカー。髪はウェーブのかかった長髪のようだけれど、フードをかぶっているので、こぼれた髪の毛だけが前に落ちている。背中には大きくネコの髑どく髏ろのプリント。文字もプリントされてあったけれど、人間界の文字じゃなさそうだ。


    　左手には大きめの人形を抱かかえ……刈り終わった稲いねを干したものを素材として作られた呪じゆ術じゆつ用の人形──っていうかワラ人形だけど、やたらでかい。人形には目があった。意思でも持っているみたいにこっちを見つめてて……軽く不気味。


    　肩からは細いチェーンでポーチがぶら下がっている。黒のミニスカートには色とりどりの鉱石の装飾。膝ひざまでの黒いソックスはフリルがついていて、足下は黒のブーツ。


    　で、まぁ、僕よりも背が低いことからわかるとおり、顔は幼い。目はアメジストのような美しい紫で、眠そう。もうちょっとがんばればフランス人形みたいかもしれないけれど、ほおがふっくらしているのでやっぱり小学生にしか見えない。


    「君、悪魔だろ。魔界に帰ったほうが──」


    「死ぬがいいです!!」


    「ふがっ！」


    　少女が手に持っていたなにかで、思いっきり横っ面つらを張られた。小さいとは言え悪魔なのだ。僕よりもパワーがあるということをすっかり忘れていた──とか後悔しようとしたけれど、実際のところ全然痛くなかった。


    　ぺちん、とクラスメイトに戯たわむれにツッコまれた程度の衝撃しかない。


    「デモンくん、どこ？」


    　部室の中からあかりちゃんの声が聞こえた。


    　そうだった、このままじゃ見つかっちゃう！　この少女をどうにかしないと──。


    「に、人間のくせに、カルラの一撃が効かないなんて……さてはお前──ふゅぅっ!?」


    　僕はカルラの襟えり首くびをつかむ。


    　少女が軽くて助かった。筋肉については全国男子中学生の平均未満の僕だから。


    　彼女をつかんだまま僕は走る。


    「ふゅぅぅっ!?」


    　三つ先の部室は、空き部屋だ。そこに少女を放り込む。僕も続いて部屋に入り、そのドアを閉めるとき、映画部のドアが開かれた。


    



    　　　　　　　２


    



    　息を殺して廊下の様子をうかがう。……静かだ。あかりちゃんは出てこない。


    　セーフ、ぎりぎりセーフ。


    　少女はその場にへたり込んでいた。


    「はぁ、はぁ……」


    「ご、ごめん、手荒なことはしたくなかったんだけど……はぁ、はぁ」


    　少女はスカートの裾すそをはたきながら、よろよろと立ち上がる。


    「……これが」


    　少女は言った。


    「これが人間界のワイドショーを時折騒がせる、『未成年者略りやく取しゆ』……」


    「違うから。誘ゆう拐かいとかじゃないから」


    「少女にハァハァする男、と……」


    「してないよ!?　息が切れたのは走ったせいだよ！」


    「カルラにこんなことして……許されると思ってるですか」


    　声が低くなり、少女の眠そうな目がさらに細められる。


    　カルラ──それがこの少女の名前なのか。


    　ひょっとしたら……とてつもない魔力を持っている、とか……？


    「こう見えてもカルラ、魔界における六大四し天てん王のうがひとりにして、才能ある……」


    「待って、なんか変」


    　思わずツッコんでしまう。


    　ぽん、と手を叩たたくカルラ。


    「よく気がついたです。第六四天王でした」


    「いや変だから。変だからね。四天王なのに六人いたら定員オーバーだからね」


    「…………」


    　ぶつぶつつぶやきながらカルラは唇くちびるをとがらせる。


    「……この男、ウゼェです」


    「そこに関しては僕悪くないよ!?」


    「お前がウザイと、森もり崎さきジョセフも申しております」


    「誰!?」


    　カルラは、すぅと前に人形を突き出した。


    「……見た目はテ●ィベアのように愛らしく、しかしてその実態は、相手の写真を貼り付けて、釘くぎを打てば相手が苦しむという」


    「まんまワラ人形だよ！　見た目も効果も!!」


    「ところでカルラ、とある悪魔を捜さがしてるです」


    　カルラはワラ人形──森崎ジョセフを両手で抱かかえ直して言った。この森崎、額ひたいに数か所穴が空いている。すでに使用済みなのか？　そのせいか、森崎の瞳ひとみは悲しげでもある。


    「捜してる……って、どんな悪魔？　人間界にその悪魔はいるの？　その悪魔を見つければおとなしく魔界に帰ってくれる？」


    「……質問は一回につきひとつにしろよボケが」


    「あ……は、はい」


    「と、森もり崎さきジョセフが申しております」


    　ウソだ！　絶対自分の本音だ！


    「カルラはその悪魔がとても大事です。人間なんてどうでもいいです。滅ほろびればいいです」


    「滅びてもらうとちょっと困るんだけど……とにかく、特徴とか、外見とか、名前とか教えてもらえるかな」


    　我が家にもひとり、使い魔がいる。彼女──ビスコは悪魔同士の情報網を持っているみたいだから、聞けばなにかわかるかもしれない。


    「そうですね」


    　カルラは、うーん、とうなりながら考える。考えながら、ぶち、ぶち、と音がするからなにかと思えば──ああ、森崎ジョセフが！　森崎ジョセフの腕の一部がちぎられている！　かわいそうな森崎ジョセフ。瞳ひとみがうつろだ！


    「その悪魔は一輪のバラのように美しく、しかしトゲがあるので容よう易いに人を近づけないです。夜を好み闇やみに跋ばつ扈こし、一目見たら忘れられないほどの美び貌ぼうを持っているです」


    「へぇ……」


    　すごい美人悪魔……という言い方は変かもしれないけれど、超美形なのだろうか。スタイル抜群で。うちの使い魔とは大違いだね。


    　人間界にいるなら、女優になって映画に出てたりして……ちょっと会ってみたいかも。


    「その悪魔は、カルラのお姉ちゃんで、カルラにだけはとーっても優しかったです。……なのに、それなのに……ある日突然、人間界に行ってしまったです。カルラを魔界に置いて……」


    「そうなのか……」


    　僕は少しだけカルラに同情した。


    「名前はビスコというです」


    「ぶふぅ──!!」


    　同情が消えた！


    　その悪魔に会ってみたいどころか毎日会ってるよ!!


    「どうしたですか？」


    「い、いや、なんでも……」


    　待って、落ち着いて僕。きっと間違いだ。同名の別悪魔だ。


    　あのビスコが一輪のバラのように美しいわけがないし、一目見たら忘れられないほどの美貌でもない。もちろん映画にも出てない。


    「種族はサキュバスで、黒くろ羽ばという吸血鬼の家にいるらしいです」


    　本人でした──!!　しかもうちにいることまでバレてる!!


    　カルラの目が黒い炎に燃える。


    「黒くろ羽ばの連中が……お姉ちゃんをたぶらかしたです……」


    　違うよ！　勘違いもいいところだよ!!


    「……ここ、東とう鈴りん中学校というですね？」


    　さっきまでの眠そうだった目をいっぱいに開いて、カルラが僕を見る。


    「!?」


    　答えたくない。僕が黒羽家の人間だと知られたら……なんと思われるか。


    「……お前、黒羽弟で門もんという男を知ってるですか」


    　見てる、カルラがこっち見てる！


    「し、知らないな……」


    　目線を逸そらす僕。


    「……同じ学校の生徒なのに知らない……？」


    「え、えーっと……」


    　カルラがごそごそとポーチからなにかを取り出していた。インスタントカメラだ。そんなもの、いったいなにに……っと、そんなことどうでもよくて、この場を切り抜けるための言い訳を、言い訳を、言い訳を……。


    　そうだ！


    「学年が違ったら全然わからないもんだよ」


    　これだ！　我われながらグッドな言い訳だ！


    「……そう。それじゃしょうがないです」


    　カルラはふう、とため息をついた。


    　よかった──僕乗り切ったよ！　最近ピンチが続いてたから、言い訳スキルとか危険回避スキルとかそんなものが磨かれてたんだよ！　ちっともうれしくないけど！


    「ところでデモン」


    「ん、なに？」


    　聞かれて、上じよう機き嫌げんで答える僕。


    「…………」


    「ん？」


    「…………」


    「………………ハッ」


    　しまったァァァァァ!!


    「お前が……やっぱり……デモンですか……」


    「ま、待って、ズルいよ！　今のズルだよ！」


    「悪魔はズルいものと相場が決まってるです」


    「そりゃたしかに──じゃなくて、わっ!?」


    　ぱしゃっ、と目の前が明るくなった。


    　インスタントカメラだ。そこから吐き出されるのは──写真。


    「写真が、いったい……あ」


    　僕と、森もり崎さきジョセフの視線が交こう錯さくする。


    「こうするです！」


    　カルラがぺたりと写真をワラ人形に貼り付け、


    「こぉぉのぉぉうぅぅらぁぁみぃぃぃぃ!!」


    「やめてェ──!!」


    　コーン。


    　釘くぎが写真を貫つらぬいて、ワラ人形の頭に打ちつけられる。


    　同時に、僕の額ひたいに電流でも走ったかのような衝撃。


    「う……く……」


    　がく、と僕はその場に膝ひざをついた。


    「最初から、素直に言えばいいものを……と、森崎ジョセフが申しております」


    　痛みのあまり、目の前がかすむ。


    「く……森崎、め……」


    　僕はその場に倒れた。
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    　頭の中心が重い。なんだか、額からまっすぐ後頭部まで、根でも生えたような妙な感覚。


    　どうしたんだっけ、僕は……ああ、そう、だ。カルラという少女に……。


    「ん？」


    　僕は額に手を当てて、気がつく。なにかが指先に当たる。額のど真ん中に固いもの。一円玉より小さいくらいで、丸い──なんだ、なんだこれ!?


    「目が覚めたですか」


    　前に立っていたのは、やっぱりカルラ。その手には小さい鏡。映っていた僕の姿は──。


    「って、なんか、おでこにくっついてる？」


    「これですか」


    　カルラが小さい手を、僕に差し出した。そこに載のっていたのは、


    「そうそう。鈍にぶい金色で、平べったく丸くて、真ん中に針がある──画が鋲びようゥッ！」


    「ガビョーン」


    「なにその笑えないギャグ！」


    「刺したです」


    「刺したの!?」


    　僕はあわてて額ひたいに手を当てる。


    　画が鋲びようが刺さってる──なんて、なんて、なんてっ。


    「なんてマヌケな姿……!!」


    「……痛みとか肉体の異変とかそういうことを気にしないですか」


    「こんなんじゃ人前を歩けないよ！」


    「吸血鬼のハーフのくせに、細かいこと気にするなです」


    「!?」


    　吸血鬼のことがこの子にバレてしまっている。そんな、どうして。


    「カルラ、魔界にいてもこっちの世界を少しだけのぞくことができたです」


    　疑問に答えるようにカルラは言った。


    「カルラ、発明家です。テレビ番組を見るように、お姉ちゃんの姿を見られる遠眼鏡とおめがねを発明したです。まぁ、見ることはできても……こっちの世界に来ることはできなかったですけど。カルラには魔力がほとんどないですから」


    「そうなんだ……」


    「お前の秘密も、カルラは元々知ってたです。誰かに言おうとも思わないから安心しろです」


    「そ、そう、よかった……」


    　少しだけ安心した。


    「それはそうとこの画鋲……全然外れる気配がないんだけど」


    「画鋲じゃないです。発明品です。相手を使い魔にできる『ポイポイ使い魔くん』です」


    「なんか使い捨てっぽいよ!?」


    「この画びょ……『ポイポイ使い魔』くんは、相手に刺すだけで相手を意のままに操あやつれるという優れものです」


    　今言った。画鋲、って言った！


    「それではデモン、行くですよ」


    「行く、って？」


    「お姉ちゃんを捜さがすに決まってるです。お姉ちゃんのことだから、今ごろ人間界を闇やみの混こん沌とんに叩たたき落とすために暗躍しているか、人間界を代表する退魔士エクソシストどもとバトっているはずです」


    「えっと誰が」


    「ビスコお姉ちゃんに決まってるです！」


    　ほんとうにカルラは、こっちの世界にいるビスコのことを見ていたのだろうか……。


    「……なにをぼさっとしてるです。行くです」


    　意い気き揚よう々ようと歩き出すカルラ。


    「え、で、でも」


    「おやおや、カルラさんの唇くちびるがむずむずするですよ？　今ならハーフの吸血鬼の秘密を誰かにさえずってしまいそうですよ？　ぴよぴよ」


    「わ、わかった！　わかったよ！」


    　ついていく僕──というか、「ポイポイ使い魔くん」のせいで身体の自由が奪われていた。


    「カ、カルラっ、今日はビスコ、学校にいないんだよ！」


    「ウソも休み休み言うです」


    「ほんとうだって！　だって、ビスコは──」


    　言いかけた僕を、くるりとカルラが振り返る。


    「デモン。今、この場で決定権を持っているのは誰ですか？」


    「いや、ていうか、あの──」


    「だ、れ、で、す、か」


    「……わかった、わかりました。ついていきます……」


    　ううう、これじゃ、本当のこと言っても信じてくれないんだろうな……。今日ビスコは──安売りお菓子ショップのセールに行っているなんてこと……。
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    　そして僕は女子更衣室の前にいた。


    「か、勘違いしないでほしいんだけど、女子更衣室の中がどうなってるのかとか、全然興味なんてないんだからね！　中に入ろうなんて一度も思ったことがないんだからね！　だから僕が望んで、今ここにいるんじゃないんだ！　画が鋲びようの力で、身体を操あやつられて、しかたなく──」


    『誰に向かって言い訳してるですか。独り言キモイです』


    　カルラの声が直接脳へ響くように聞こえている。カルラ自身は校舎の外で、「ポイポイ使い魔くん」を遠えん隔かく操作しているらしい。


    「ねぇ、君、止やめてよ！」


    『君じゃないです。カルラはカルラです』


    「カルラ、いいから、こんなことは止やめよう」


    『お姉ちゃんがバスケ部に入っているというネタはあがってるんです』


    「ついこの間まではそうだったよ！　でも今はビスコ、映画部なんだよ！」


    『いいから始めるです。バスケットボールで汗をかいてお腹なかを空すかせたお姉ちゃんは、大好物のにおいに誘われて更衣室にやってくるです。そこを、お前が羽は交がい締じめにしてお姉ちゃんを捕ほ獲かくするです』


    「無理。絶対無理。そんなことやったらビスコに殺されるかもしれない、僕」


    『いいからやるです！』


    　ぽちり、と画が鋲びようになにかスイッチが入ったように感じられた。


    　僕の右手が、僕の意志とは関係なく動き始める。


    「ぬうううう」


    　渾こん身しんの力であらがう僕──でも、一ミリも僕の思いどおりには動かない。


    　あれよあれよという間まにドアを開けると、軽い千ち鳥どり足あしステップで僕は女子更衣室に吸い込まれていく。


    「い、イヤすぎる！　こんなマヌケなステップで人生初の女子更衣室に入るなんてっ」


    『……どんなステップだったらよかったのか微妙に気になるです』


    　中に窓はなく、換かん気き扇せんが回っていた。グレーのロッカーが並ぶ、無機質な部屋。


    　明かりは点ついている。そしてなんだか──いいにおいがした。せ、制せい汗かん剤ざいというのだろうか、鼻をくすぐるような柑かん橘きつ系のにおいが……。


    『……僕は、落ちていたパンティを拾い上げると、思わずそれにむしゃぶりつくように』


    「なに言ってるの!?　やってないよ!!」


    『興奮してるらしいのがカルラに伝わったです。さあ、そこでビニール袋を広げるです』


    　僕は左手に、白のビニール袋を持たされていた。中は見えないけれど、結構重い。なんともイヤなことには、さっきから袋の中でもぞもぞと動いている気配がする。大きさで言うとラグビーボールくらいだろうか。


    「……とっても開けたくないんだけど」


    『わかったです』


    　この「わかった」は、しかたないな、という意味じゃなくて「わかったわかった」という、あしらいの意味である。


    　僕は、自みずからの意志とはまったく関係なくビニール袋を両手で広げた。


    　瞬間。


    



    　突・き・抜・け・たァ──────────。


    



    　暴力的なニオイ！


    　ヘビー級のアッパーカットを食らったように僕の顔が思いっきりのけぞる。


    　夏の暑い盛り、回収を忘れられた生ゴミのニオイ──を八倍増しくらいにしたようだ。ニオイというか、染しみるのだ。目に、鼻に、肌に。


    「はふっ、はふはふっ、はふっ！」


    　涙があふれてきた。


    　僕は見てしまったのだ。袋の中身を。


    　これは……これは、正確にお伝えすることができなくてほんとうにごめんなさい。


    　これは……これは、モザイクをかけなければ出版できないようなシロモノだ。


    　一瞬「昆虫？」と思うけれど、地球上のどこを探してもこれ以上に凶悪な昆虫はいないはず。夢に見そう。こいつが出演する夢なんてもちろん悪夢。


    　ていうかこんなものをカルラはポーチに入れて持ち歩いているのか（この際ポーチのサイズを考えたら明らかに入りきらないだろとかそういう小さい疑問はどうでもいい）。


    　ヤバイ。


    　なにがヤバイって。


    　今にも、僕、吐きそうだ……！


    『……デモン？』


    　僕の不調を察したようなカルラの声。


    『食ったら許さないです』


    「食うかァ、こんなものォ!!」


    『光栄に思うがいいです。その「メタコロギリス」は、お祝いのときにしか悪魔の食卓に並ばない、とっても美び味みなるムシなのですよ？』


    「悪魔がお祝いするな！」


    『おぉぅ、その発想はなかったでーす』


    　なんなんだ、その欧米人的なノリ！


    　そのとき、だった。


    　廊下から物音──足音が聞こえた。


    「だ、誰か来た」


    『早速お姉ちゃんが釣られたですね？』


    「違うって！　ビスコは今、学校にいない……んだし……っていうか」


    　これ……まずくない？　僕、ただでさえ女子更衣室にいるのに、メタコロギリスなんていう軽度のトラウマ製造昆虫を所持してるんですよ？


    「か、カルラ、お願い。一瞬この操あやつり人形状態を解除して……！」


    『そんなこと言って「メタコロギリス」を試食するつもりですね』


    「だから食うかァ!?　──はっ」


    　足音が、止まった。


    　女子更衣室の前で。


    　ど、どうしようどうしよう。もう廊下に逃げる手段はない。このままだとほぼ間違いなく見つかってしまう!!


    　がちゃり。


    　扉が開かれる──。


    



    



    「…………」


    　無言。


    「…………」


    　キュッ、キュッ、と体育用シューズが床を踏む。周囲をうかがうように。


    　女の子の気配がこちらへ近づいてくる。


    　足音が、近い。


    　手を伸ばせば届くくらいの距離だ。


    　人の気配が、近い。


    　僕の身体中から汗が噴ふき出る。


    「…………」


    　僕は、息を殺していた。ほとんど呼吸もしていなかった──わずかな明かりだけが頼りの、暗くら闇やみの中で。


    　つまり、ロッカーの中で。


    『……デモン、ウソついたです』


    「……ごめん、ほんと、緊急回避だったんだよ……！」


    　ギリギリのタイミングだった。僕は「カルラの後ろに誰かいる！」と叫んだのだ。


    　カルラが「ポイポイ使い魔くん」の持ち主なのだから、気を逸そらせば拘こう束そくから逃のがれられるんじゃないか──という予想は当たった。それからすぐに空っぽのロッカーに飛び込んだ。


    　それにしても……入ってきた女子は誰だろ。ビスコでないことはたしかだけど。


    　男子は全部女子の敵だと考えてる隣のクラスのあの子とか、耳にしたことを翌日には学年中に伝えずにはいられないうちのクラスのあの子とか、空から手てを習ってて県大会で三位に入るあの子とかじゃないといいけど！　いや、なんかもうバレたら終わりだよね、結局!?


    『お姉ちゃんだったですか』


    「……違うって」


    『確認してからそういうことは言うです！』


    「……わ、わかったよ……」


    　ロッカーのカギは、すべてカギ穴ごと外されているので、一センチほどの穴が空いている。


    　僕は指示どおり相手を確認することとする。穴から外を、そうっと。


    「────!?」


    　アアアアアゥゥゥッ！　いや、むしろセーフ！


    　声を上げそうになった。ちょうど目の前にあったのだ──ヘソが!!　ヘソだよ、雷かみなり様が持って行くというヘソだよ！


    　少女は両腕で体操着をまくり上げていた。驚くほどに白い肌。その中央に、ヘラでもすぅっと差し込んだような形状のヘソがある。あまりの形の美しさに、僕はつばを呑のみ込んだ。


    『どうだったです』


    「……ヘソ」


    『なんですか、それ。「へぇ、そう」を高速化したですか』


    「…………」


    『どうしてスルーするですか！』


    　僕はヘソに見とれていた。


    　世の中、ヘソにまつわる様々なものがある。


    　でべそ、ヘソ（縦たて）、ヘソ（横）、へその緒お、へそくり、へそ曲がり……だけれど、このヘソは完かん璧ぺきだった。ああ、すばらしきヘソ！


    「…………」


    　体操着をまくり上げる少女の手が、止まった。


    　そしてヘソが消えた。あ、いや、実際に消失したわけではなくて、体操着がふわりと下りてきたのだ。ちょうど今着替えるところだったのだろうか。くそ、惜しい──じゃなかった！


    『……変態がいるです』


    　僕はそこにいるのが誰か確認したいだけだから！　ほんとうに、ほんとうだよ！


    　目の前の少女は、腰に手を当てている。なにか考え事でも……？


    　はっ。


    　におい──そう、「メタコロギリス」！　ロッカーに入るタイミングで袋の口を握ったから、においはもう漏もれていない。だけれど異臭は室内に満ちている。


    　一個ずつロッカーを開けたり……しないよね？


    　そんな探たん偵ていごっこみたいなことしないよね？


    「……ふむ」


    　僕の目の前に立っていた少女がつぶやいた。


    　それは──聞き覚えのある声で。


    「間違いありません……悪魔のニオイですわ！」


    　退魔士エクソシスト、エリス＝ブリュンヒルドだった。
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    　終わった──!!　よりによってこのタイミングでエリスが来るなんて！　そういえば、今日はエリス、運動部のヘルプとかなんとか言ってたっけ!?


    『……デモン、こいつがあの退魔士エクソシストエリスですか』


    「……そ、そうだけど？」


    『悪魔の天敵がここにいたですか！　ふふ、うふひ、ふふふほ……』


    　壊れた!?


    『行け、我がしもべ、デモン！　「ポイポイ使い魔くん」出力マックスで憎き退魔士エクソシストを◎※△してやるです!!』


    　放送コードに引っかかる言葉を叫ばないで──!!


    　僕の心の叫びなんてお構いなしに、「ポイポイ使い魔くん」から七色の光が発せられる。


    　ちょっとぉぉぉお！　僕の額ひたいでなにするんですか!?


    『退魔士エクソシストをぶちのめすです！』


    　カッ──!!


    　画が鋲びようが、弾丸のように射出された。


    



    



    「今なにか……悪魔の力を感じましたわ」


    　エリスが怪け訝げんな声でつぶやく。


    「～～～～～～～～～～～～～～～～」
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    　僕はと言えば──つかんだ。つかんじゃった。射出された画が鋲びようを。燃えるように熱い画鋲を。じじじじとか言って手のひらが焼けてるように感じられるし焦こげたようなニオイもするし──っていうか痛いんだけど!!　超痛い!!


    『……ザザ……デモン今……ザザザ……』


    　カルラの声はノイズ混じりになる。「ポイポイ使い魔くん」が僕の額ひたいから外れたせいだろう、身体も自由に動くようになっていた。


    　僕はひとつため息をつき、


    「ふ……手こずらせやがって」


    　なんてカッコつけたいところだけれどこの状況（女子更衣室のロッカーの中、手には壊れた画鋲、袋にはメタコロギリス）は相変わらずで、声なんて出すわけにはいかない。とりあえずおでこに穴とか空あいてなきゃいいけど！


    「やはりあの人も悪魔……？」


    　エリスがぽつりとつぶやいたのを僕は聞き逃のがさなかった。


    　あの人も悪魔？　あの人──って、うちの学校の生徒!?　他にもいるの!?


    　ごくり、とつばを呑のみ込む僕。エリスが続けてつぶやく。


    「卓球部の宮みや沢ざわ──」


    　三年生だ、知ってる。宮沢先輩。ちょっとなよっとした感じの男子。全然ふつうの人だと思ってたのに……悪魔なの？　マジですか。初めて聞く、そんな話。


    「一年生が言っていたのはほんとうでしたわね……『宮沢先輩マジ悪魔なんだけど』と」


    「ブッ」


    　違う、違うよエリス。それは悪魔のような人、って意味なんだよ！


    「──今の音は？」


    　しまった！　聞かれた！


    「このロッカーですわ！」


    　エリスが背後に退しりぞく。バレた──バレたよ!?　どうする、どうしたらいい！　ま、待てよ、エリスは友達（たぶん）だし、なんとか見逃してくれるんじゃない!?


    「ふふ……悪魔はもちろん、のぞきでも成せい敗ばいしてくれますわ」


    　イヤアアアアア！　両方該がい当とうする黒くろ羽ば弟で門もんは完全にアウトですか!?


    「さあ、姿を見せなさい！」


    　どうしよう、どうしよう！


    　もう、ここまできたら覚悟して──エリスがドアを開く直前にこちらも飛び出して、一気に走り抜けるしか──。


    「出る度胸もなし……ですか。さもなくばこちらから参まいりますわ」


    　エリスが、じり、じりと近づいてくる。


    　よし、行くぞ──と思ったそのとき、妙な声が聞こえてきた。


    『デモンの旦だん那な、こらえてくだせえ』


    「!?」


    　声が、頭に響いてくる──袋の中からの声が。


    「……お前、まさか……メタコロギリス、なのか……？」


    『へい。ここはあっしに任せてくだせえ』


    「ま、任せる？」


    『あっしはね……カルラ嬢に捕まったとき「もはやこれまで」と思いやした。それが、デモンの旦那が連れ出してくださったでしょう』


    「違う、それはカルラが勝手に僕に持たせただけで──」


    『ええ。ええ。事情は、よぉくわかっておりやす。だが、あっしにとっちゃ結果オーライ。旦那にひとつ借りができちまった』


    　メタコロギリスは語る。


    『あっしにはね、子供がいるんですよ……小さい、小さいね。だが本当の父親はあっしじゃねえ、もう逝いっちまったあっしの親友──』


    　かつてひとりの女を、親友と争ったメタコロギリス。結局その女と結ばれたのは、彼ではなく親友だった。メタコロギリスはふたりの前から姿を消した。


    　それからしばらくして起きた、魔界の大戦争──親友の命が奪われ、あとには女が残された。女のお腹なかには、赤ん坊がいた。


    　メタコロギリスは迷わなかった。


    　女を自分の妻とし、赤ん坊を自分の子として育てることを申し出た──。


    『大戦争を生き延びた……生き延びちまったあっしが、悪魔の食卓を飾って果てました──なんて、それじゃぁお話にならねぇ。デモンの旦那。一度は死んだこの身でさぁ。最後に一花咲かせてもらうわけには、いきませんか』


    「……メタコロギリス、お前」


    　声が震ふるえた……いや、震えたのは、心だ。


    　メタコロギリスの心意気に僕は震えていた。


    　でも、ダメだ、こんなところでメタコロギリスを死なせるわけにはいかない……！


    「……デモン、そろそろその独り言は終わりますの？」


    「待って、もうちょっと……」


    　あれ？


    　顔を上げた僕。開かれたロッカー。


    「覚悟はおできかしら？」


    　にこにこと微笑ほほえみながら、指をばきばきと鳴らすエリスさんは、きっと、どんな悪魔よりも怖いのです。


    「い、いや、これには、ナイアガラフォールよりも深いわけが──」


    　その瞬間、僕の手が緩ゆるんだ。


    　やつは──メタコロギリスは一瞬を逃のがす男じゃなかった。


    　バァンッ。


    　袋の口が、内側からの力により一気に開かれる。


    　それはメタコロギリスの飛翔のとき。


    　かつて魔界の空を飛んでいたときと同じ、あの放物線で──。


    　ああ……ひどい、ひどい見た目は相変わらずだ！　だけれど大丈夫。もう、僕の目はメタコロギリスをとらえても自動的に認識しないようになっている。というか、そうでもないと目が死ぬ。僕から見るとモザイクの塊かたまりだ。メタコロモザイクが飛んでいく。


    「──殺気！」


    　けれど運動神経抜群の、エリスの反応は速かった。


    　エリスは屈かがみ、その上をメタコロギリスが飛んでいく。


    「アアアアアアアアアアアアアッ！」


    　エリスは立ち上がりざま身体を回転。握り拳こぶしが固められ、回転の力を得てメタコロギリスに放たれ──。


    「!?」


    　なかった。エリスは、やつを目まの当あたりにして、ぴたりと動きを止めた。止めた、っていうか凍りついた。


    　べちゃ。


    　メタコロギリスはそのまま更衣室のドアにぶつかって、ずるりと床に落ちた。


    　着地、とは言えない。明らかにおかしな体勢だった。


    「まさか……」


    　僕はふらりとロッカーから這はい出る。


    「メタコロギリス……？」


    　床に落ちたモザイクの塊から、返事は聞こえない。


    「ウソだろ……？　おい……お前、あっちにかわいい奥さんと赤ん坊がいるんだろォォ!!」


    　もはや動くことはない彼に向かって、僕は叫ぶ。


    　メタコロギリスは満足げに笑っていた。モザイク越しでも僕にはわかる。


    　彼のそばに膝ひざをついた。彼のために冥めい福ふくを祈った──僕にできることなんて、それくらいしかなかった。袋を裏返しにして、手を突っ込み、彼をつかみ、袋を元通りにする。埋まい葬そうしてやらなくちゃ……せめて、魂たましいくらいは魔界に帰れるように。


    　僕は泣きながら廊下へ出た。


    「で。これはどういうことですの？」


    　──ところで、肩をつかまれた。


    「そのまま逃げられると思っていらっしゃるの？」


    　そうですね、説明義務がありますよね。


    「聞いてよエリス、聞くも涙、語るも涙のメタコロギリスの恋のものがぼろびゅっ！」


    　言い訳をする前に思いっきり殴なぐられた。グーで。
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    　お説教をするときは相手を正座させる、というのはなんとなくお約束的なことなのかもしれないけど、ドイツ出身のエリスまでが僕を正座させるというのはどういうことだろうか。


    　誰もいない放課後の教室。正座をさせられている僕。横には白いビニール袋、中にはもちろんメタコロギリス。純銀のチェーンでぐるぐる巻きにされている。


    　制服に着替えたエリスは僕の前でイスに座っていた。長くすらりとした脚を組んで。


    　見事な金髪をツインテールにして、肌は白く、目は深い湖みずうみのように澄んだブルー。膝ひざの上でほおづえをついている姿は、雑誌の表紙を飾ってもおかしくないくらい絵になっている。


    「……それでビスコさんを捜さがすために女子更衣室に来た、と」


    　僕がひととおり事情を説明したあと、エリスはそう言った。


    「う、うん、『ポイポイ使い魔くん』で簡かん易い使い魔にさせられて……」


    「これがその『ポイポイ使い魔くん』ですのね」


    　エリスは、僕の額ひたいから射出された「ポイポイ使い魔くん」を見つめていた。すでに輝きも失い、熱もない。ついでに言うと僕のおでこはなんともなく、右手のケガも治っている。僕の身体は人一倍頑がん丈じようで、かつ、治ち癒ゆ能力も高いのだ──吸血鬼の血の力のせいで。


    「デモン」


    「な……なに」


    「これは画が鋲びようですわ」


    　ですよねー。そうとしか見えないですよねー。


    「つまらない言い訳は止やめていただきたいですわ」


    「い、言い訳じゃ……」


    　と言いかけて、僕は口を閉じた。エリスが僕から目を逸そらしたからだ。すると──彼女はなぜか、ほおを赤くした。


    「こ、更衣室に潜ひそんでいたのは、わ、わたくしの裸が見たかったからでしょう」


    　違うから──────!!　大いなる勘違いだから──────!!


    「それなら、ま、まぁしょうがないですわね。わたくしが魅力的すぎることが問題なのですものね」


    「違うよ!?　僕の名めい誉よのために言うけど!!」


    「ところでどうしてこんな低級悪魔をデモンが持っていますの？」


    　スルーされた！　僕の抗議がスルーされた！


    「あ、ああ……メタコロギリスは悪魔の大好物らしくて……」


    「大好物？」


    　エリスが反応した。


    「デモン、これを食べるつもりでしたの？」


    「食うかァ!?　こんなくさいもの!!」


    「くさやと同じで、においが癖くせになるものじゃありませんこと？」


    「くさやとかどうして知ってるの!?」


    「……ふむ、大好物……？」


    　エリスは考えるように唇くちびるに人差し指を当てると、


    「低級とはいえ悪魔は悪魔、野放しにはできませんわね！」


    　なにを思いついたのか、パァッと明るい笑顔でメタコロギリスの入った袋をつかんだ。絶対妙なこと思いついちゃったよこの人！


    「それではごきげんよう」


    　そして嬉き々きとして部屋を出て行った。


    　……え、いいの？　もう怒ってないの？　エリスさん？


    　エリスが戻ってくる気配は、とりあえずなかった。


    「女子更衣室に潜ひそんでいた変態……というレッテルは貼られずに済んだみたいだから、よしとしようか」


    　立ち上がろうとして、僕はその場に尻しり餅もちをついてしまった。


    「い、たたた……正座してたから痺しびれてる」


    「それは大変です。このイスに座るです」


    「あ、ありがとう──え？」


    　イスに座った僕が見たのは、邪じや悪あくな笑みを浮かべるカルラだった。


    



    



    「ふうん……それで全部ですか。あそこにお姉ちゃんは来なかったですか」


    「……はい」


    「ほんとうにほんとうの真実に相違ないですね？」


    「……はい」


    「返事はもっとはきはきと」


    「…………」


    　縛られました。イスに。工事用の黄色と黒のナイロンロープで。ていうかこんなものどこから持ってきたんだ。


    「メタコロギリスを持って行かれるとは、不覚です。敵ながらあっぱれと言うべきですか」


    「まだメタコロギリスをなにかに使う気だったの？」


    「お姉ちゃんを無事発見したあかつきには、一緒に食べるつもりでした」


    　本気か、本気なのか。あの直視すらできないブッタイを。ていうかビスコなんて、ブルーベリーのジャムパンをよく食べてるんだけど、味とか似てたりするの？


    　もしもビスコがあのブッタイを食べたりしたら、数日間は家に入れないようにしよう。絶対においとかうつるよ。


    「あの、さ、カルラ。メタコロギリス……死んじゃったのかな」


    「どうしてそんなこと気にするですか」


    「別に気にしてるとかそういうんじゃないんだけど、なんとなく……」


    「ははぁ……メタコロギリスのウソにだまされたですね」


    「……ウソ!?」


    「あれは捕ほ獲かくされると相手の脳に直接働きかけ、慈じ悲ひを請こうような魔力を持っているです。相手のお涙ちょうだいポイントを的確に突いてくるです」


    　親友と女の子を取り合うようなのが、僕のお涙ちょうだいポイントだったのか……。


    「まぁ……死んだかもですね。カルラが捕まえた時点で弱ってましたから……まさに」


    「虫の息、ってわけか」


    　僕がぽつりと言うと、


    「……クソデモンが」


    「どうして怒るの!?　まさかかぶった？　かぶっちゃった!?」


    「……この程度でカルラを出し抜いただなんて思ってないですかね……ですかね……！」


    「い、痛い痛い、止やめて、止やめて、見てるとなんか痛い」


    　カルラは手にしていたワラ人形のはしっこをぶちぶちとちぎり始めた。ワラ人形が悲しげにうつむいている。ああ、痛い、痛いんだね！


    「それじゃ……お姉ちゃんの探索を再開するです！」


    「だからビスコなら家にいれば夜には戻ってくるって」


    「一刻も早く会いたいですから！　ちゃんと次の手も考えてあるですよ？」


    　カルラは邪じや悪あくに笑うと、じりじりと近寄ってきた。


    「な、なに……止やめて、止やめてぇー!!」


    　叫ぼうとした僕の口に、丸めたティッシュがつっこまれた。
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    「さて、お姉ちゃんはサキュバス──淫いん魔まとも呼ばれているです。サキュバスが生きていくにあたって必要なものは、なにかわかるですか、デモン」


    　僕が座る目の前には机が並べられていた。その上にはカルラが仁に王おう立だち。ポーチとワラ人形はイスに置かれ、僕に無遠慮な視線を投げていた。


    「わ、わかんない」


    　と言おうとしたけれど、僕の口には丸められたティッシュがつっこまれているので、


    「モ、モガモゴゴ」


    　なんて言ったに過ぎなかった。


    「それは簡単なことです」


    　僕は自分の目を疑った。僕の目の前、カルラがとった行動、それは──。


    　パーカーを脱いだ。


    　カルラの、ウェーブのかかった黒髪がふわりと流れる。パーカーの下はショッキングピンクのキャミソール。カルラの二の腕は細く、白かった。


    「お姉ちゃんはサキュバス……お姉ちゃんは、えっちな夢とか妄もう想そうが大好きなのです」


    「……モ、モガガ？」


    「お前を誘ゆう惑わくしてやるです」


    「モガァ!?」


    「さてここに取り出したるは──」


    　カルラは右手に、小振りのビンを持っていた。中身は透明な液体。


    「モ、モガ──ブシャッ!?」


    　ビンの中身をカルラがぶちまけた。それはもろに僕の顔面に直撃したわけで。


    　どろりと……感触はなんか「あんかけチャーハン」に載のってる「あん」……っていうか。


    「ローションですっ」


    　効果音でもつけたら「バーン」とか鳴りそうなくらいに胸を張ってローション自慢をされましても。


    「デモンを悶もん々もんさせるシロモンだもん！」


    　そういうダジャレをちょいちょい入れるの止やめてくれる!?


    「……なんですかその目は。デモンが必死に笑いをこらえると、カルラがだだ滑りっぽくて嫌いやみな感じです」


    　イスに縛りつけてローションぶっかけてくるほうが嫌みじゃないの!?


    「ほう、動じないですか」


    　動じるもなにも、かけられたローションが顔からどろどろ垂たれて、上半身がびしょびしょで、途方に暮れてるよ……無臭なのが救いというか。


    「ほう、カルラのやり方が手ぬるいと？」


    「モガァ！」


    　言ってないでしょ明らかに！


    「そうやって余裕こいていられるのも今のうちですから！」


    　ブーツを脱ぐと、カルラはさらに小さくなってしまった。靴くつ下したもぽいぽいと脱いでしまう。裸足はだしで机の上に立つと、


    「ゆ、ゆ、ゆ、誘ゆう惑わく、するです。そうすれば、デモンのえっちぃエネルギーが増ぞう幅ふくされて、地上にあまねく生物どもに伝わり、お姉ちゃんは来るです」


    　なんだそれ!?


    　な、なにをするんだ!?　目が本気だ！　悪魔が本気で誘惑してきたら──。


    「さあ、カルラの色香に惑まどうがいいです！」


    「モガガガッ！」


    　カルラは両手でスカートの裾すそをつかむと、


    「えいっ！」


    　ちょびっと。ほんの二センチくらい持ち上げた。


    「…………」


    「さ、さあ、見るがいいです！」


    「…………」


    「なぜ、なぜ反応しないです！」


    　見るがいいと言われましても。


    「モガモガガ」


    「もがもがじゃわからないです！」


    　ティッシュつっこんだの君でしょ!?　と言おうとしたところでカルラが机から降りた。


    　僕の前に立ち──。


    　パァン！


    　……あれ、あれ？　視界が今回転したよ？　あれ、殴なぐられたの僕？


    「ほら、吐き出したです」


    　見ると、丸まったティッシュが教室の床に転がっていた。


    「──って吐き出させるために殴ったの!?」


    「お前の唾だ液えきとローションにまみれたティッシュに触れたくないです。あ、ローション手についたです」


    「さすがにひどいよね!?　って僕のズボンの裾で手を拭ふかないでよ！」


    「なんでお前は誘惑されないですか？　カルラを見て、もっと、悶もん々もんとするがいいです」


    「い、いや、あんなふうにスカートをほんの少し持ち上げられても……」


    　カルラは、じり、と後ずさった。


    「こ、これ以上の刺激を望むですか……変態……」


    「そんなに蔑さげすんだ目で見ないで！」


    「悪魔!!」


    「悪魔は君でしょ!?」


    　カルラは両手で自分を抱きしめるようにして、うつろに笑い出した。


    「……っふ、ふふ、うふふ、そうですか、悪魔のカルラがこれくらいでギブアップすると踏んでるですね。半魔のデモンが、悪魔のカルラをバカにするですね」


    「なにかとてつもない誤解を生んだ気がする」


    「カルラにだって、もっとすっごいことができるですから！」


    　身動きできない僕に近寄り、僕の肩をがっつりとつかむカルラ。


    「デ、デ、デモン、こ、後悔しても知らないですぞ」


    「ですぞ!?」


    　カルラは自分の左足をぐいと上げて、僕の膝ひざの上に馬乗りになった。


    「ちょっと──!?」


    「……こ、こ……こ」


    　カルラの太もものぬくもりが、ズボン越しに僕の膝に伝わってくる。ローションのせいか、触れ合っている部分にぬるりとした感触があって……。


    「……こ……？」


    　アメジストのような瞳ひとみが僕を見つめている。


    　ほおも耳も、真っ赤になっていた。
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    「……こ、これから考えるです」


    　なんという無計画！


    「あ、あのさ、こういうのよくないから、ほんとうに」


    「どうしてですか！　ははぁ……カルラに誘ゆう惑わくされかかっているから焦あせっているですね」


    「違うよ！　──って言いながらシャツのボタン外さないで!?」


    　僕が動けないのをいいことに、カルラは僕の制服、シャツのボタンをどんどん外していく。ええい、ローションついているのにぬめったりもしないのか！　そういうところだけ、やたらと器用だ！　僕は──シャツの下は裸だった。


    　これ以上はまずい！


    　僕の貧相な肉体がさらされてしまう!!


    「────」


    　けれど、カルラは半分以上ボタンを外したところで硬直していた。


    「……これが男の人の胸ですか……」


    「え？」


    「ハッ──な、なな、なんでもないです！　別にカルラは男の裸とか見慣れてるですからね、二日に一回は男の鑑賞会開いているくらいの男好きですからね」


    「なんの自慢にもなってないよ!?　っていうか、もしかして……」


    　パァン。


    「もしかもカモシカもないです！」


    「なんで僕を殴なぐるの!?」


    　ほおがヒリヒリするよ！


    「そ、それじゃ、お前はカルラの裸を見たら興奮するですか」


    「はいぃ!?」


    「そうすればお姉ちゃんは来るですか！」


    「知らないよ!?」


    　カルラは両手で、自分のキャミソールの裾すそをつかんだ。


    「ま、待って、ストップ──!!」


    　勢いよくキャミソールを脱ぎ捨てる──。


    　はずが、途中で止まった。ちょうどお腹なかがほとんど見えたくらいのところだと思う。エリスとは違ってかわいらしいヘソ。ああ、いや、もうヘソはどうでもよくて！


    　というか、ヘソ以前に──僕はもうカルラを見ていなかった。


    　僕の目は違うものを見ていたからだ。


    　視線の先は──教室の入り口。


    「……デモンくん、なにしてるの？」


    　あかりちゃんが立っていた。
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    　正座、です。はい。本日二度目。


    　あかりちゃんから返されたブレザーを着て。


    「……それじゃデモンくんは、ビスコちゃんの妹のカルラちゃんが学校に来たのを知って、部室を出て行ったってこと？」


    「は、はい」


    「カルラちゃんがお医者さんごっこしたいって言うから、今、やってた、と」


    「は、はい」


    「……ほんとう？　カルラちゃん」


    　僕の横で、なぜか正座ではなくイスに座っているカルラは、唇くちびるをとがらせてそっぽを向いていた。


    「ねえ、カルラ、そうだよね」


    「…………」


    　カルラはふてくされて一言も答えない。


    「むう」


    　あかりちゃんが眉まゆ根ねを寄せて首をひねる。それもそうだろう。僕が部室から消え、しばらく捜さがし回ってようやく見つけたと思えば、見知らぬ女の子と教室にいて、ローションまみれで半はん裸らになっていたのだから。


    「デモンくん」


    　毅き然ぜんとしたあかりちゃんの声。


    「は、はいっ」


    　う、うわ、あかりちゃんを怒らせちゃった!?　ていうかあかりちゃんが怒ったところなんて、僕いまだかつて見たことないよ！　どうしよう、どうしようこんなことで嫌われちゃったら……。


    「自分のしたこと、わかってますか？」


    「は……はい……」


    　情けない……ローションが滴したたってぽたりと膝ひざに落ちる。


    　あかりちゃんがため息をついた。


    「こんなに……」


    　謝らなきゃ。ちゃんと謝らなきゃ！　あ、あかりちゃんが怒ってるのは、見た目完全に小学生のカルラにいやらしいことしてるっぽいからだよね!?　でも、それって誤解だし！　ちゃんと謝れば許してもらえるはずだよ！


    「こんなに教室を汚して！」


    「ご、ごめんなさい！　カルラとは全然いやらしいこととか──え？」


    「教室の床がぬるぬるしちゃってるもの！　みんなが、せっかくお掃除したあとなのにっ」


    「あ、う、ほ？」


    　聞き返した僕だけど、我われながらサルかゴリラだ。


    「えっと……あかりちゃんが怒っているのは、僕が教室を汚したから……？」


    「お、怒ってるんじゃないもん！　デモンくん、そういう他人ひとに迷惑かかるようなこととか、しない人だって思ってたのに……」


    「────」


    　よ、よかった！　よかった！　あかりちゃんが壮絶に勘違いしている！　ていうかちゃんと理解されてない！


    「あ、あの、これから掃除するから！　ほんとに！」


    「……ほんとう？」


    　ちらりとこちらを見るあかりちゃん。僕はぶんぶんぶんと首を縦たてに振った。


    「じゃあ、許してあげるっ」


    　よかった──！　ああ、ていうか、今のあかりちゃんの笑顔が可愛かわいすぎる！　見られてよかった。ケガの功こう名みようっていうのかな、こういうの。


    　ほっとして横のカルラを見ると、


    「…………」


    　黙ってそっぽを向いていた。


    



    



    「……さて、これでおしまいっ。今日はもう帰らなくちゃだね」


    　床を拭ふいたり、机に飛び散ったローションを拭いたりした。そしてあかりちゃんに言われて気がついた。もう部活の時間も終わりで、下校時間だ。窓の外には夕日が見える。


    「それじゃデモンくん、帰ろっ」


    　うなずいた僕の背後、


    「……帰らないです。カルラ、お姉ちゃんを捜さがすです」


    「捜す？」


    　怪け訝げんな顔で聞き返すあかりちゃんに、あわてて僕がフォローを入れる。


    「あ、そ、その、ビスコ今、用事で出かけてるから迎えに行くってことだよ」


    「デモン、早く準備するです。さっさと行くです」


    「いや、ていうかビスコは」


    「ぴよぴよ。カルラさん、唇くちびるがむずむずするですよ」


    　こいつ！　秘密をバラすぞ、なんて脅おどしてくるとは！　しかもよりによってあかりちゃんに！


    　ううううううう。


    　カルラはさっさと教室を出て行ってしまった。


    「えっと……ご、ごめん、あかりちゃん」


    　きょとんとしているあかりちゃんに、僕は謝った。


    「今日は一緒に帰れないんだ……あの子ひとりにしておくと危ないから」


    　これは、ほんとうのことだった。


    　カルラをひとりにしたら危ない。周りの人が……。


    「そっかぁ……うん、私も映画雑誌買いに行ったりしなくちゃだから、平気だよっ」


    「ほんとにごめんね。それじゃ──」


    「あ、デモンくん！」


    「なに？」


    「あの……」


    「ん？」


    「……う、ううん、やっぱりいい。ちゃんとビスコちゃんに会わせてあげてね」


    「？　わかった」


    　僕は先に行ってしまったカルラを追いかけて、校舎を出た。


    



    



    　校門を出たところでカルラに追いついた。カルラは肩を怒いからせて──たぶん怒らせてるように見える。背が低いからひょこひょこ歩いているようにしか見えないんだけど。


    「カルラ！　待ってよ、ねぇ、ビスコなら家にいれば戻ってくるから」


    「……デモンは違うです」


    「ん？　なにが違うの？」


    「魔界でこっちの様子を見ていたときからわかっていたですが、デモン、あの女への態度が他の人間とは明らかに違うです」


    　う……それは、まぁ、なんというか、ほら、僕が、あかりちゃんのことを……。


    「デモン、お前はあの女のことを」


    　ぎくり。


    「す──」


    「い、言わないで！　ビスコにはバレちゃってるけど……一応、これも秘密にしてるんだ」


    「……やっぱりそうですか」


    　ふう、とカルラはため息をついた。


    「吸いたくてしょうがないんですね、あの女の血を」


    「違うよ!?　そっちじゃないよ!!」


    「……カルラからすればあの女をお前が手て籠ごめにしようと、しもべにしようとどうでもいいです。ただ、あの女のためにお姉ちゃんの扱いがぞんざいなのが気に入らないです」


    「え……ビスコに対する扱いが、ぞんざい？」


    　むしろぞんざいに扱ってくるのってビスコのほうじゃない？


    「半分しか悪魔じゃないくせに！」


    「ぼ、僕だって半分の自分がイヤだったこともあるんだよ」


    「……ほう、全部悪魔がよかったと、夜な夜な枕まくらを濡ぬらしていたですか」


    　逆。全部人間のほう。あと毎晩泣いたりしてないから。


    「全部悪魔になれるとしたら、どうするです」


    「……え？」


    「悪魔になれる手段があるとしたらどうするですか」


    「え、そんなこと……考えてみたこともなかったけど……なれるの？　ほんとうに？　ということは純粋な人間にもなれるの？」


    「仮定の話にそこまで食いつかれるとドン引きです」


    　……からかわれただけか！


    「さ、行くです。お姉ちゃんに会って、魔界に連れ戻すですよ」


    「はい、はい……」


    「返事は一回です！」


    　カルラは、ビスコを魔界へ連れ帰りたい。その気持ちはなんとなくわかるし、ビスコが望むならそれもいいと思う。ていうか、どうしてビスコがカルラを置いて人間界に来たのか、その理由がよくわからないけど……。


    　ビスコがいなくなるのはちょっと寂しい──ちょっと？　う、うん、あんなにうるさくて暴力的なビスコでも、いなくなるとちょっとくらいは寂しくなる。


    「……ねぇ、カルラ。ビスコを魔界に連れ帰ったらなにをしたいの」


    「ふたりで暮らすです」


    「簡単に魔界に帰れるのかな」


    「たぶん大丈夫です。魔界から人間界に来る扉は最近閉じられまくってるらしいですが、人間界からは簡単に開くみたいです」


    「そうなの!?」


    「現に日本では最近よく開くです」


    「…………」


    　ち、違う、それ、あかりちゃんが開けてるだけだ、きっと。


    　退魔士エクソシストが悪魔を魔界に送り返すのとはまた違うだろうし。ん、魔界から人間界に来る扉が閉じられてる、ってなんだろ？


    「……まぁ、それにしたところで、カルラからすればどうでもいいことです。カルラにとってはお姉ちゃんがすべてですから」


    「とにかくビスコに会わないと、だね」


    「……物わかりがやけにいいですね」


    「ビスコに妹がいるなんて知らなかったけど、ビスコもカルラに会いたいはずだよ」


    　僕が言うと、カルラはうつむいた。


    「ん？」


    　すると、カルラはなにかを決意したように、いきなりこちらを見た。


    「……デモン、ちょっと目を閉じてほしいです」


    「目？」


    「さっきのこと……謝りたいですから」


    「ん？　う、うん」


    　僕は目を閉じた。さっきのことを謝るって、目を閉じないといけないことなんだろうか？


    　──待てよ。


    　マンガでこういう展開があると──。


    　謝りたい→恥ずかしいから目を閉じて→そこに待っている──き、キス？


    　い、いや、まさか、まさかまさか、さすがにそんなことはないよ、うん……。だって僕ら、今日初めて会ったんだし。


    　でも──その、まさかが訪れようとしていた。目を閉じている僕は唇くちびるのすぐそばに、なにかが迫るのを感じた。


    　え!?　だ、ダメだよ、カルラ！　ていうか僕、そういうのやったことないし、ほら！


    「────」


    　唇に、押しつけられる柔やわらかな感触──。


    　僕が目を開くと、そこには、


    「……目を閉じててほしいって、言ったです」


    　カルラが恥ずかしそうにうつむいていて、


    「……カルラ、これ……！」


    　僕の唇──口から、クチバシが生えていた。


    「なんですかこれ──!?」


    「カルラが発明した、魔界拡声器『クウキモヨマズニドナール』です」


    　空気も読まずに怒鳴る!?


    「なんか！　これ！　ドナールっていうかアヒルっていうかドナ●ドダ●クみたいで！」


    　ああ、ああ……なんか怒鳴りまくってるよ僕！


    「デモン……」


    　愁うれいを帯びた眉まゆ根ねを寄せて、カルラがつぶやく。


    「千葉にあるネズミ関係のことを言うと、あとあと大変だからその辺にしておくです」


    「なんの話!?」


    「さあ、カルラのお姉ちゃん捜索作戦第三弾の始まり始まりですよ。作戦名『砂漠の嵐──にも負けずに声を張り上げる』」


    「地道だよ！　迷子を捜さがしてるわけじゃないんだよ！」


    「さあお姉ちゃんを呼ぶです！」


    　意い気き揚よう々ようと歩き出したカルラに、僕は提案する──商店街に行ってはどうだろうか、と。


    　ちょっと考えた末、カルラはその提案を呑のんでくれた。ほっ。


    　商店街にこそビスコが行っているはずのお菓子ショップがあるのだ。早くふたりを会わせないと、僕の身体が持たないよ……。


    



    



    「お姉ちゃーん、どこにいるですかー」


    　商店街の真ん中を歩く僕たち。恥ずかしい。恥ずかしすぎる。カルラは口に手を当てて迷子捜しみたいなことやってるし、その横では僕が、クチバシつけてるし。


    「ほら、デモンも呼ぶです」


    「…………」


    「デモン！」


    「…………」


    「……ほう、そういう態度をとるですか。カルラさんにも考えがあるですよ。カルラさん、誰かの秘密をさえずっちゃうですよ。ぴよぴよ」


    「わ……わかったよ！」


    「ビスコお姉ちゃーん」


    「…………ビスコォ!!　どこにいるのかな!?」


    「早く出てくるですー。とって食ったりしないですー」


    「早く出てきてください!!　食ったりしないからねェ!!」


    　精肉店の赤ら顔の店主が、生花店のおばさんが、通行人の若いお兄さんが、僕らをじろじろと見ている。


    「カルラはここですよー。かわいいかわいい妹が捜してるですよー」


    「妹が来てる!!　迷惑な妹が!!」


    「……迷惑なのはデモンの声のほうです」


    「君だからね!?　こんなのつけたの！」


    「もうちょっと空気読むです」


    「そういう発明なんでしょ!!」


    　商店街を通り抜けるころには、僕ののどはカラカラだった。拡声器は本来ボリュームを増ぞう幅ふくさせる機械のはずだけれど、この発明品は無理矢理怒鳴らせているだけなのだ。


    「ハァ、ハァ、ハァ……！　疲れた!!」


    「そうは見えないですけどねぇ」


    「声は大きいけどさ!?　ゴフゥッ!!　ハァ、ハァ、ハァ……！」


    「ここでカルラに欲情してハァハァされても困るです」


    「欲情なんてしてないよ!!」


    「おや、あんなところに紺色の制服を着た大人ふたりが、こちらを見ているですね」


    「ポリスメン!!」


    　たしかに、こんなクチバシをつけて、カルラみたいな小さい子を連れて怒鳴りながら歩いていたら不審過ぎる。


    「おや、こっちに向かって歩いて──ひゃっ!?」


    　僕はカルラを小こ脇わきに抱かかえてダッシュした。


    



    



    　家の近くの公園までなんとか走りきった。ちょうど日も沈んだくらいで涼しくなり始め、ベンチに腰を下ろすと、疲労がどっと襲ってきた。


    「まったく、ちょっと走ったくらいで情けないです」


    「あ……あのね……！　君、抱えて走ったんだよ……！　ケホケホ！」


    「そんなふうに病弱アピールされるとウザイし、別にお前がどうなろうと同情もしないです」


    「ひどくない!?」


    「……と、森もり崎さきジョセフも申しております」


    「森崎のせいにして好き勝手言うよね!?」


    　僕はのろのろと立ち上がった。今日一日、ほんとうにひどい目に遭あった。


    「……くそ！　それもこれも全部ビスコのせいだ!!」


    「そうやって悪魔のせいにするのがよくないです」


    「ビスコは今日、お菓子買いに行ってるんだよ！　安いからって！　僕のことなんてほっといて、自分のことしか考えないワガママ悪魔だから!!」


    「…………」


    　カルラは、ぽかんと口を開けて僕を見ていた。


    　ちょっと──言い過ぎたかもしれない。カルラにとっては大好きなお姉ちゃんなのだ。


    　でも……でも！　これはひどい目に遭あいすぎだよ！


    「なんで僕が、家の使い魔のせいでこんな目に遭わなくちゃいけないの!!」


    「……使い魔は、主人の息子にもぺこぺこしなくちゃいけないの？」


    「ぺこぺことまでは言わないけど、僕をおもちゃ代わりにしないでほしい!!　あんなにお菓子ばっかり食べて、ぶくぶく太ったらいいんだよ!!」


    「へぇー、なるほど、デモンはそんなふうにあたしのこと思ってたんだ」


    「そうだよ！　僕はビスコを──」


    　凍り、ついた。


    　凍りついたよ、僕。


    「あたしのことを……なに？」


    　振り返ったそこには、ショートカットの少女。黒のインナーにプリントＴシャツを重ね着。ホットパンツに、ニーソックス、ハイカットのスニーカー。


    　いたずらっ子のような両目は、なにか今、とってもおもしろいことを見つけたようで。


    　右手と左手、それぞれお菓子でパンパンにしたビニール袋をさげているけれども、軽々と振り上げると前に立っている僕に向かって……。


    「ふぐォッ!?」


    　ビスコにぶん殴なぐられて、僕の身体は数メートル飛んだ。

  


  
    [image: ]
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    　大好きだった姉に会うことができて、大喜びで抱きついては泣きじゃくって、ああ、やっぱりカルラにも子供らしいというか無む邪じや気きなところがあるんだなぁ……なんていう展開をちょっと思っていたのだけれど、違った。


    　家に戻ってきた僕ら。


    「……えっと、お茶」


    　こと、こと、とテーブルに僕はお茶を出す。


    　ビスコはソファにだらんと座ると、買ってきたお菓子に手を突っ込んではわしづかみにして食べていた。チョコ系で、食感はクリスピータイプがビスコの大好物。ブルーベリーの次くらいに好き。そんなものばかり二袋。見ているだけで僕なんかは胸焼けしそうだけれど。


    　その向かいには、カルラが座っていた。ちょこんと。膝ひざの上で手を握りしめて。


    「えーっと……」


    　ふたりの間に立って、僕は軽く途方に暮れていた。なにこれ？　感動の再会とかそういうのはないの？　なんかむしろ、険悪というか。


    　あ、ちなみにクチバシはさっきビスコに殴なぐられたときに外れた。のどはしばらく痛かったけど、もうすっかり治ってしまった。治ち癒ゆ力だけはあるんだよね、ほんと……。


    「……デモン、こっち来るです」


    　カルラに服の袖そでをつかまれ、ソファに座らせられる。カルラの右手には──なんだろうね、細くて、金色で、先っぽがとがっていて、


    「って針刺さないでよ!?」


    「魔界発明『タチドコロニカイラーイ』です」


    「たちどころに傀かい儡らい!?」


    「これを刺せばカルラの言うとおりに動かせますし、カルラを代弁して話すことも……」


    「カルラ」


    　ビスコの声で、カルラの手がぴたりと止まった。


    「カルラ、話したいことがあるなら、自分の口で話しな」


    「…………」


    　手の力が緩ゆるんで、僕は解放された。


    　また沈黙。


    「ね、ねぇ、ビスコも、カルラも、ふたりともさ。せっかく再会したんだから、もっとなんていうか、楽しい昔話というか」


    「黙れデモン」


    「デモンはうるさいです」


    　あれぇ？　僕、どうして空気読めない人みたいになってるの？


    「……お、お姉ちゃん、甘いもの好きですね」


    「まぁな」


    「……唐とう辛がら子しが嫌いなのも相変わらずですか」


    「うん」


    　ビスコは唐辛子が嫌い？　え、ほんと？


    　いぃぃやっほう！　ビスコの弱点つかんじゃった！　唐辛子をいつも身につけてれば、ビスコにいじめられないどころか、いじめ返すこともできるんだ！


    「……唐辛子を見ると、ところ構わず電撃を飛ばしてたですからね」


    「今でもそうだよ」


    　はい、僕の計画終わったー。


    「カルラだってまだあれが苦手なんじゃ──」


    「あ、あ、あ、あれの話はしないでほしいです！」


    　カルラは両手で自分を抱かかえるように、震ふるえだした。


    　あれ……ってなんだろ？　そんなに恐ろしいものなんだろうか。


    「ともかく！　お姉ちゃん、カルラと一緒に魔界へ帰るです」


    「断る」


    「どうしてです!?」


    「もう姉妹仲良く、ってわけでもないだろ。自立しな」


    「できないです！」


    「できるよ」


    「七百年も前から言われてるですけど、カルラにはできないです！」


    「できるって」


    「でも──」


    「ちょ、ちょっと待って」


    　僕は白熱するふたりの間に入った。


    「あ、あのさ、ちゃんと確認しておきたいんだけど……」


    　カルラとビスコを順に見て、僕は言った。


    「ふたりとも、今何歳なの？」


    　はい、吹っ飛ばされましたー。ビスコには電撃を操あやつる魔力があるからね。それでちょっとね、ばしーんとね、吹っ飛ばされてね、ごろごろと後転しながら壁に当たって止まってね。


    「……ひどい」


    　僕のつぶやきなどまるで聞きもせず、ふたりは口論を再開していた。


    「お姉ちゃんは勝手です！　いなくなるときも急だし、人間界に来ちゃうし」


    「勝手なの、あたし得意だから」


    「カルラ、お姉ちゃんがいつ帰ってきてもいいようにいっぱい発明したですよ。掃除も、洗濯も、料理も、ぜーんぶ発明品がやるです。唐とう辛がら子しを抜いた料理だって作れるんですから」


    「ほら、じゅうぶん自立できてるだろ」


    　ソファから立ち上がってカルラが叫ぶ。


    「違うです！　お姉ちゃんが足りないです!!」


    「あー、もう、あたしの好きにさせろよ！」


    　ビスコも立ち上がった。


    「あたしは、好きで人間界にいるんだ！　それをカルラにどうこう言われたくないね！」


    「────」


    　カルラは、冷水でも浴びせられたように固まった。


    「それにあたしはもう契けい約やくしたんだ……わかるだろ、『血の契約』だ」


    　カルラの唇くちびるが動いては、止まり、動いては、止まる。


    　っていうか……「血の契約」ってなんだ？


    「だ、だ、誰と契約したですか……」


    　ビスコがあごをしゃくる。そこには、ようやく起き上がった僕がいて。


    「デモンと」


    　カルラは両手を握りしめ、肩を震ふるわせた。


    「……お姉ちゃんの」


    　ワラ人形をつかむと、


    「バカです!!」


    　思いっきり投げつけた──僕に。って僕に!?


    「もう知らないです!!」


    　ワラ人形が頭に当たってよろけた僕は、カルラが部屋を出て行く背中を見た。


    「あ、ね、ねぇ、カルラ！」


    　カルラは玄関へと向かっていた。


    　追いかけるべく立ち上がった僕は、ビスコに手をつかまれる。


    「──うわっ」


    　後ろから腕を首に回され、がっしりと拘こう束そくされて動けない。


    「いいから」


    「い、いいから、って……」


    　やがて玄関のドアが閉じられ、足音が家の外を遠ざかっていく。


    　首だけ振り向くと、すぐそこにビスコの顔があった。ち、近い！　顔が近い！


    「……行ったか」


    　ビスコはつぶやいた。けれど僕としては割りとそれどころじゃない。


    　一応、ほんっとうに一応だけれど、ビスコだって女の子なのだ。見た目は。どうやら七百年以上は生きているらしいし、中身はかなりどぎつい暴力女だけど。


    「……デモン、なんか今よからぬこと考えてない？」


    「滅めつ相そうも！」


    「じゃ、なんで逃げようとしてんだよ」


    　ビスコの身体が背中にぴったりとくっついてる。なんていうか……女の子って、柔やわらかくって、温かいっていうか……。


    「こら、アンタ、妙なこと考えてないだろうな」


    　ぐい、と首を絞しめ上げられる。ううう、苦しい！　でも、なんかすっごく柔らかいものが背中に当たってる!!


    「ぞ、ぞんな、ごど、考えてない……です……」


    「あぁ？　アンタ、態度に出るんだよ。っていうか……ん……デモン？」


    「……あ、あい」


    「……なんで牙きば出てる？」


    「…………」


    「口閉じたって遅いんだよ！」


    　僕は突き飛ばされて床を転がった。


    「さ、サイテーだな！　デモンまさか」


    「ち、違う、違うって！」


    　僕は超強力に否定する。ビスコにどきどきしたなんてことバレたら、なんか、もう、一緒に暮らしにくくなるじゃないか！


    「そこまで強く言うことが逆に怪しい」


    「怪しくないって！　牙じゃないよ！」


    「……口開けてみろ」


    「…………」


    「だから閉じるなっつってんだろ！」


    「ぁヶてますょ」


    「なに腹話術っぽく口閉じてしゃべってんだよ！　あー、はい、はい、そうですか。デモン、ようやくあたし気づいたわ」


    「え──」


    　こ、これは、本格的にバレてしまったのか──!?


    「デモンはカルラみたいなのが好きなんだな」


    　僕は覚悟を決め──。


    「………………違うよ!?」


    「あかりといい、カルラといい、年下っぽいほうが好みなんだろ」


    「そこは全力で否定しますよ!?　ていうか、あかりちゃんは関係ないよね!?」


    「とにかくカルラのことはほっとけ」


    　びしり、と僕に指を突きつけるとビスコはソファに戻った。


    　そしてチョコクリスピーをもしゃもしゃ食べ始めた。


    「ね、ねぇ、ビスコ……どうして人間界に来たの？」


    「…………」


    「理由もなく妹を置いて人間界に来たりしないよね。なにか、あったの……？」


    　ビスコは僕をちらりと見ると、手についたチョコレートをぺろりとなめた。


    「なんもないよ？」


    　ウソつけ。


    「あの子は、あたしがいないとダメだって言ってたけど、そんなことないんだ。──カルラの発明、見たんだろ？」


    「見たどころかさんざんひどい目に遭あったけど」


    「あれだけの発明ができるなら、もうあたしがいなくても十分ひとりで生きていける。デモン、アンタよりもよっぽどカルラのほうが自立できてる」


    　ビスコはまたチョコクリスピーを食べ始めた。


    「……ねぇ、カルラはさ、こっちの世界に知り合いなんていないよね」


    「さあ」


    「今、なにしてるんだろ」


    「……デモン、なにが言いたい」


    「あのねビスコ、僕、思うんだ。カルラはほんとうにビスコを必要としてるんだよ」


    　今日のことを僕は思い返していた。カルラは、二言目には「お姉ちゃん」と言っていた。カルラは、本気でビスコに会いたがっていた。


    　でも……ビスコが会いたがってないことも、きっとカルラは知っていた。だから、せっかく会えたのに、あんなふうに小さくなっていた……。


    「自立しているかどうかとか、そういうことは問題じゃない。カルラにビスコが必要なように、ビスコにだってらほりはるゥッ!?」


    　衝撃が、身体をッ、走り抜ける!!


    　ビスコの右手が、バチリと音を立てていた。僕に電撃を放ったのだ。


    「デモンのくせに知ったような口利きくな!!」


    「ビス、コ……」


    　僕はその場にまた倒れる。


    「デモンのくせに……知ったようなこと言うなよ……」


    　ビスコはまだまだたっぷりチョコの入っている袋を手にすると、リビングを出て行った。


    　僕はその場に転がって、仰向けになった。


    　横にはさっき放り投げられたワラ人形。


    「……どうしたらいいかな」


    　人形が──森もり崎さきジョセフがこくんとうなずいたように見えた。
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    　家を出たカルラがどこに行ったのかは、しばらくあとになってから教えてもらった。


    　外はすっかり日が落ち、暗くなっていた。


    　カルラはひとり、歩いていた。悪魔だけれど魔力の低いカルラは、暗いところも明るく見えるとか、そういう能力はない。


    「……カルラが、こんなにがんばったのに……」


    　明るい国道沿いを歩いていくと、川にぶつかった。


    「……お姉ちゃんは認めてくれないです……」


    　土手の上に立つと、すぐそばに鉄橋が見えた。


    「……血がつながってないとか、種族が違うとか……そういうのって重要なことですか……」


    　鉄橋を電車が通っていく。


    　光の筋が、鉄橋を滑るように走っていく。


    　川面に映るその光はゆらゆらと揺れていた。


    「……カルラは」


    　吸い寄せられるように、カルラは鉄橋のほうへと歩いていく。


    「……どうしたらいいですか」


    　そのときカルラの背後に立つ影があった。
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    　僕はカルラを捜さがすことにした。あとでビスコになにを言われるかわからなかったけど。


    　森崎ジョセフを抱かかえて家を出る。


    　春先とはいっても、夜は肌寒い。吹き抜けた風に肩を震ふるわせた。


    「どこ行ったのかな、カルラ……」


    　悪魔だし、一応七百歳以上らしいけれども、見た目も、中身も幼い女の子だ。変な事件に巻き込まれてなければいいけど……。


    　僕はカルラと歩いた道をたどった。


    　公園には誰もいなかった。


    「……ん」


    　次に足を止めたのは商店街の入り口。県道との交差点になっていて、アーケードがある。


    　街灯の下には路上駐輪が山ほど。


    　そこには、いつもとは違う光景が広がっていた。


    　人だかり。


    　……イヤな予感！


    　カルラが問題を起こしたんじゃないのか──僕は走った。


    　三重くらいの人垣があって、その中央から口論が聞こえてくる。


    　あああ、やっぱり騒ぎ起こしてた！　もう！


    「すみません、通してください！」


    　僕は人垣を押しのける。すぐ目の前にあったのは紺色の制服──警官だ。


    　警察沙ざ汰た!?　発明品が暴発して誰かを傷つけた？　いや、カルラ自身が襲われたとか!?


    　最悪の予想が頭を駈けめぐる。


    「か、カルラ、いったいなにが──！」


    　警官を押しのけた。


    「どうして、わたくしの言っていることを理解してくださらないの！」


    　そこに、いた。


    「こんなに人が集まってはうまくいくものもいきませんわ！」


    　けど違った。他人だった。聞いたことのある口調だけれど、気のせいだろう。


    「あ、デモン」


    　さて、他を捜さがさないと。僕はこんな金髪ツインテールの退魔士エクソシストなんて知らない。


    「待ちなさい」


    　肩をつかまれた。


    「デモン、どうして逃げますの？」


    　前に回り込まれた。


    「……ひ、人違いじゃないですかね」


    「人違い？　女子更衣室に潜ひそんでいた──」


    「エリスさん、久しぶりだなぁ！」


    　知ってる人でした、うん。


    「デモンからもこの方々に言ってくださらないかしら、目立ってはいけませんことよ」


    「君、この子の知り合い？」


    　警官が少女──エリスを指差しながら僕にたずねる。


    「え、えーっと……」


    「公道にこういうものを置かれては困るんだ」


    　そこにあったのはカゴ。栗くり拾いへ行くにしてはでかいなオイ、というくらいのビッグサイズ。僕の記憶が確かならば、数日前、狼男ウルフマンがそこに入っていたはずのカゴ。


    「……あのカゴって、切り裂かれなかったっけ」


    「修繕しましたわ！　今度は軽くて強い、アルミ製ですのよ！」


    　ムダ遣づかいだ。資源のムダ遣いだ。


    「紐ひも付きのレーヴァティン（棒）を立ててカゴを載のせ、悪魔が来たら紐を引っ張る──絵に描いたようなすばらしい悪魔トラップ」


    「絵に描いた餅もち……」


    　カゴは進化したのに、エリスのアイディアは進化しないらしい。


    　警官がため息をつく。


    「悪魔がどうのはともかく、においもひどくてね」


    「におい？」


    　鼻をひくつかせて──気がついた。嗅かいだことのある、胸くそ悪いにおい。
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    「トラップにはエサが必要ですことよ！」


    「……まさか」


    「ありとあらゆる悪魔がめろめろという大好物を設置しましたわ」


    「メタコロギリスゥゥゥッ!?」


    　僕はカゴに駈け寄った。網目の向こうに、ああ、いた！　メタコロギリスの変わり果てた姿（たぶん）が。でも、直視したくないから網目があってちょうどいいくらいだ！


    「メタコロ、ギリス……？」


    　メタコロギリスは──もう、動かなかった……。


    「デモン……」


    　僕の様子がおかしいことを察したのか、エリスがそっと僕の肩に手を置いてくれる。


    「そんなに召めし上がりたいのね」


    「だから食うかァ！　こんなもん!!」


    「──あー、君たち。ちょっと迷惑だからこれ、撤去するよ」


    　警官ふたりに、僕らは挟まれた。


    「それにちょっと交番まで来てくれる？　中学生だよね。おうちの人に連絡つくかな」


    「あ、そのー……おうちの人、今、イタリアにいます。昨日国際電話がありました」


    「……そういう冗じよう談だんは通じないよ」


    「一応事実なんですけど……」


    　残念ながら。


    　女好きの父がヨーロッパまで遠征しており、母がそれを追いかけているのだ。母に捕まっては逃げ、捕まっては逃げ、を繰り返している。


    「ほう、お仕事かなにかで？　どんな仕事なの。お父さんの仕事？　イタリアで？」


    「えっと、父さんが逃げるから、ミラノの大聖堂で聖水を分けてもらって悪魔縛りを──」


    「はぁ、悪魔ねぇ」


    「ハッ」


    　しまった！　僕まで人前で悪魔がどうのと言ってしまった！　目立たないように、目をつけられないように、穏やかな毎日を歩んできたのに……このままでは、このままでは、


    「このままでは僕まで……エリスみたいにちょっと痛い人になっちゃう……！」


    「今さりげなく、ひどいことをおっしゃいませんでしたこと？」


    「君たち、とにかく交番までおいで」


    　交番でいろいろ調べられたら、僕が半分悪魔だってバレたりしないだろうか？　だ、大丈夫かな。いや、でも、危険なことには変わりない。


    　どうしよう、逃げるにもこれだけ人垣に囲まれていたら──。


    『……旦だん那な』


    　声が、聞こえた。


    　忘れもしない、声。


    『合図を出します。そうしたら、目をつむってくだせえ』


    「……メタコロ……ギリス……？」


    『へへっ、往おう生じよう際ぎわの悪い野郎で、生き延びちまいました』


    「いったい君はなにをしようと……」


    『いいから、あっしの言ったとおりにしてくだせえ』


    　メタコロギリスが、またなにかしようとしている──僕が困っていることを知って。


    「どうして僕に、そんなによくしてくれるんだ……」


    『あっしの身の上話が、魔力によるものだとカルラ嬢から聞いたでしょう？』


    「聞いた、けど……信じられない、あれがウソだなんて」


    『……へへ、ウソだったら……どれだけよかったことか』


    「！　やっぱり！　ほんとうのことだったんだ……」


    『旦だん那なが……あっしのために泣いてくれた……涙もまた、ウソじゃねぇでしょう？』


    「メタコロギリス……！」


    　僕の肩に、ぽん、と置かれる手。


    「……なにをぶつぶつ言ってますの？　軽く気持ち悪いですわ」


    「ひどいね!?　黙っててくれる!?」


    『さあ、デモンの旦那……』


    「わかったよ、メタコロギリス……」


    　心が通じ合う、僕とメタコロギリス。


    『へへ、悔くいはありませんや。今こん生じようの別れをするにはいい闇やみだ……』


    　最後の最後まで、彼は男だった。


    『さぁ、デモンの旦那！』


    　僕はエリスの目を左手で覆おおう。


    「きゃっ!?」


    　そして両目をぎゅっとつぶった。


    『用意────』
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    　メタコロギリスは、カゴの中にいたにもかかわらず。


    　僕が目を閉じていたにもかかわらず。


    　すさまじい──光を感じた。


    　誰も彼もが声を上げることすら忘れた、一瞬の光。それは、メタコロギリスが最さい期ごの力を振り絞り放った、生命の光……。


    「……うっ、うっ」


    　僕らは、みんなが目がくらんでいる隙すきに人混みを抜け出していた。商店街を離れ、今は住宅街を歩いている。


    「メタコロギリス……メタコロギリス……」


    「さっきから泣きすぎですわ」


    「そんなこと言ったってしょうがないじゃないか……！　メタコロギリス、ありがとう。君のことは忘れない……」


    　半分呆あきれながら、それでも慰なぐさめるようにエリスは言った。


    「……メタコロギリスは夜空に瞬またたく星のひとつになったのでしょう」


    　なかなかロマンチックなことを言う退魔士エクソシストだと思った。でも、なんかいいね、それ。そう思うとメタコロギリスの犠ぎ牲せいも報むくわれたような気がする。


    「というか、カゴをひっくり返してあの虫はどこぞへ飛んでいきましたけれど」


    「……そうなの!?」


    　生きてるのかよ！　ていうか元気いっぱいだよ!!


    　だまされた、だまされたのか僕ッ……！


    「ところでデモン」


    「くうぅ……あ、はい？」


    「ちょっと手を握る力が強すぎるのではなくて？」


    「あっ」


    　逃げるときにとっさにつないだ手。あわててほどいた。


    「ご、ごめん！　なんか変な意味とかないんだけど！」


    「……別に、手を離せと言ったわけではないのですけれど……」


    「え？」


    「まぁ、いいですわっ。で、どうしてデモンがあんなところにいましたの？　それにあなたがお持ちの、そのワラ人形」


    「あ、ああ、これ……」


    「型番は『森もり崎さきジョセフ』ですわね」


    「型番!?」


    　名前じゃないの!?　ていうか型番ってなに!?


    「悪魔の残り香がありますわ。どうしてそんなものをお持ちなの？　まさか──デモン」


    　エリスの、射い抜ぬくような視線が僕を貫つらぬく。


    　鋭い。悪魔の残り香とか、僕には全然わからないけど、退魔士エクソシストにしかわからないなにかがきっとあるに違いない！


    　バレた……か？　持ち主が新あら手ての悪魔だとか、そういったことまで……？


    　エリスは確信を持った口調で言った。


    「浮気ですのね」


    「いや、これには理由──」


    　は？


    「婚約者を差し置いて、悪魔としっぽり浮気ですか」


    　婚約──うん、たしかに、父のせいでそんな話になっている。エリスが退魔士エクソシストとかそういうのは全っ然関係なくて、ただ単に、金髪美少女を義理の娘にしたいというアホな父が先走って、エリスの家──名門退魔士エクソシスト一家ブリュンヒルド家に、手紙を送ったらしい。とはいえ。


    「いやいやいや！　ワラ人形イコール浮気となるのがいまいちわからない──ってどうして『しっぽり』とかいう言葉知ってるの!?」


    「辞書に書いてありましたわ」


    「辞書全部覚えてるの!?」


    「ええ」


    　すごい！　すごいけど──なんかムダだ！　どうして辞書は丸暗記できるのに、罠わなの勉強とか、一般社会の倫りん理りとか、そういうのはできないんだろうね！


    「辞書の暗記くらい、デモンにもできるでしょう？」


    「で、できないよ。無理無理」


    「…………」


    「無理だって、ほんと」


    「……はぁ、ま、しかたがないかもしれませんわね。半分悪魔ですし」


    　なんか軽くバカにされた気がする。半分悪魔なのは関係ないのに。


    「それで、その森もり崎さきジョセフはなんなんですの。浮気でないとしたらなんのために持ち歩いてますの」


    「ワラ人形と浮気は関係ないんじゃ……」


    「なにをおっしゃるの？　森崎ジョセフは使用者とつながってますわよ。今もほら、うっすらと森崎ジョセフの赤い糸が伸びてますもの」


    「『森崎ジョセフの赤い糸』ってなんか、すっごく、イヤ」


    　僕はエリスの指先を見つめる。けれど、森崎ジョセフの赤い糸なんてちっとも見えなかった。ていうか、エリスの指ってやたらときれいでびっくりした。


    「見えませんこと？」


    「すべすべで、白くて、細くて、爪の色が健康的」


    「…………」


    「……ハッ」


    　今なにか僕口走った!?


    　エリスは唇くちびるをとがらせ、心なしか顔を赤くしていた。


    「……わ、わたくしの指のことは、今はいいんですの」


    「は、はい、すみません。……あ、あれ、ってことは、この持ち主の居場所、わかるの？」


    「もちろんですわ」


    　ということは、カルラの居所がわかる──。


    「じゃあ！」


    「お待ちになって」


    　エリスは僕の前に人差し指を立てた。きれいな指を。


    「事情をちゃんと説明してくださるわね？」


    「…………」


    「でないとわたくし、協力しま──」


    「わ、わかった！　わかったから！」


    　しかたがない……。僕はエリスに、今日起きたことを一から話すことにした。
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    　意外なことにエリスは協力的だった。


    「協力しますわ！　……悪魔を野放しにしておけませんし……どさくさに紛まぎれて魔界に送り返して……いえ、あのビスコを先に……」


    　小声でなにかを言ったように聞こえたけれども、気のせいだと思う。


    　森もり崎さきジョセフの糸をたどって、僕らは住宅街を抜けて、人ひと気けの少ないほうへ。


    　大きな川へとたどり着いた。黒々とした水面。風が強く、僕の髪をふわりと持ち上げた。


    「あそこですわ──あれ、倒れている？」


    　エリスの声にハッとなる。電車の通る鉄橋の下、コンクリートの打たれたところ。


    　小さな身体が横たえられていた。


    「……カルラ!?」


    　イヤな予感が背筋を這はう。


    「ちょっと、デモン、デモン！　お待ちになって!!」


    　エリスの声も聞かずに、転げるように土手を降りる。走って近寄ると──それはやはりカルラだ。うつぶせに倒れていた。


    「カルラ……しっかり、どうしたの！」


    　ひざまずいて、カルラの小さい身体を仰向けにする。


    「……う」


    　息はある──よかった！　でも、ほおに手を当てると、びっくりするくらい冷たい。


    「デモン」


    「エリス、どうしよう、カルラが冷たくて──エリス？」


    「それ、悪魔ですわね？」


    　僕はエリスの手にあるものを見てぎょっとした。


    　金属製の小さなカプセル。


    　見たことがある、それは──それは、魔界への扉を一瞬だけ開く、退魔士エクソシストの道具。


    「悪魔を……魔界に送り返すための……道具ですね」


    　かすれたカルラの声。うっすらと目を開けている。


    「……エリス、ダメだ、ダメだよ！」


    　僕はカルラをかばうように、身体で覆おおった。


    　カルラはたしかに、人間界でいっぱい迷惑をかけた（主に僕に）。でも、でもカルラがそうしてしまったことにはわけがある。


    　どれほど長い間、人間界に来たいとカルラは思っていただろう。


    　それはただひとつ、ビスコと会うためだ。それなのに、まだビスコとなんの話し合いもできていない。今、カルラを魔界へ送り返すわけにはいかない──。


    「デモン！」


    　エリスが一歩近づいて来て、僕の肩をつかんだ。


    「イヤだ！」


    「デモン、お聞きになって！」


    「君がなんと言おうと、このままカルラを──はひぃっ!?」


    　頭頂部に激痛が走った。


    　肘ひじ鉄てつだ。エリスの肘鉄が降ってきた！


    「なにを勘違いしてますの!?　バカですの!?　死にますの!?」


    　え……？　涙目で見上げる僕、怒りの表情のエリス。


    「いますわ！　この周囲に──凶暴な心を宿した悪魔が！」


    　その瞬間、エリスの背後に、漆しつ黒こくの塊かたまりが現れた。


    



    



    「──危ない！」


    　なにも考えずに、僕はエリスの腕を引っ張っていた。黒い塊から、さらに小さい塊が飛び出したと思うと、


    「うぐうぅっ!?」


    　僕の腹にめり込んでいた。


    　頭の中が真っ白になるような、衝撃。直後、胃いの中のものをすべて吐き出したくなるような痛み。


    「デモン!?」


    「だ、だ、大丈夫……」


    「あ……あ、あれくらい、かわせましたのに！」


    「う、ウソつけっ」


    「この悪魔──死霊霧ガストですわね」


    　エリスは右腕を振った。びゅぅっ、と音がする。なにかと思えば──、


    「ブリュンヒルド家に伝わる宝剣、レーヴァティンの露つゆと消えるがいいですわ」


    　レーヴァ……棒だ！　どこに隠し持ってたの、その棒（紐ひも付き）！


    「たぁっ！」


    　エリスが素早く踏み込み、突きを放つ。


    　するとガストは一瞬で霧きり状となり、突きはすり抜けてしまう。


    　ガストは死んだ悪魔が死し霊りようとなったもの──と言われている。上半身は崩れた人型をしていて、下半身は霧状だ。


    「チッ」


    「エリス、左！」


    　体勢を立て直す前に、ガストは形を整え、黒い塊かたまりを射出──、


    「甘いですわ！」


    　踏ん張りも利きかない前のめりの状態から、エリスは棒を振り抜く。


    　ぱぁんっ、と乾いた音がし、塊は粉となって宙に消えた。


    「そんな球じゃ、甲子園は狙ねらえませんことよっ」


    「狙わなくていいからね!?」


    　さらに次々へと射出される塊を、エリスはすさまじい反射神経で叩たたき落としていく。


    　だけれどガスト本体が、すり減っていくような気配もない。


    「これでは──きりがありませんわ！」


    「……霧だけに」


    　ぼそりとカルラがつぶやいたような気がする！


    「デモン、これを使うです」


    　僕はカルラから、小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを渡された。手のひらに載のるほどのそれは、やたらと軽い。


    「これは……」


    「カルラ特製の凝ぎよう固こ剤ざいです。ガストの動きを止めるです」


    「…………」


    　僕はカルラを見つめた。


    「なんですかその目は……カルラだって、自分を襲った相手をこのままにしておくわけには」


    「また変な発明？」


    「違うですから！　というかカルラの発明の前に『変な』とかいう言葉をつけないでほしいですから！　それに『また』ってなんですか！」


    「そっ、そんな……発明じゃないなんて！」


    「いったいカルラをなんだと思ってるですか!?」


    「ふたりともなにをなさってるの!?」


    　得体の知れない粉を巡めぐっていさかいを起こす僕らに、エリスがいらだった声を上げる。


    「……カルラ、実は死霊術師ネクロマンサーです」


    　ネクロマンサー──それは、死人の魂たましいや肉体を操あやつる悪魔。


    　ガストが死んだ悪魔の魂だとするなら、たしかに、カルラがガストの動きを止める、得体の知れない粉を持っていてもおかしくはない。


    「ビスコの妹なのに……サキュバスじゃないの？」


    「…………」


    　カルラは答えなかった。


    「……わかった。ぶちまけるよ、この、得体の知れない粉を！」


    　エリスがこちらを振り返る。


    「なんですの、その得体の知れない粉は？」


    「カルラが作った、ガストの動きを止められる得体の知れない粉だよ！」


    「……得体の知れない粉とか連呼しないでほしいですけど」


    　僕がエリスのそばに寄ると、ガストは僕にも気がついたようだった。


    「行きますわ──デモン。準備はよろしくて？」


    「もちろん」


    　僕とエリスが並んで立つ。


    「いいか、ガスト！　平和に暮らす僕からしたら、君は迷惑な存在なんだよ……だからこの場でぅわっ!?」


    　とつぜん、襟えり首くびをつかまれ、僕は思いっきり前方へ放り投げられた。ちょ、エリス!?


    　言い途中だった。言い途中だったのに！


    



    



    　ここぞとばかりにガストから射出される黒い塊かたまりが、僕の身体に三か所、めり込んだ。


    「ふぐぉっ!?」


    　やられる悪役のように叫ぶ僕。


    　電流のように痛みが身体を駈けめぐる。


    　得体の知れない粉の入った袋を手放してしまい──袋は、ガストの中心へと飛んでいく。


    「打ちごろの球──ですわね？」


    　ぶっ倒れていく僕の真横にエリスの姿。


    　踏み込み、くるんと引き絞られた身体から放たれる、強烈なスイング。


    　レーヴァティンの一撃。


    　袋は粉ふん砕さいされ。


    　粉が飛び散る。


    　一瞬、黒い霧きりが白く輝いたと思うと──。


    　真冬の吐と息いきのように、白い塊となってその場に硬直した。


    「ごふぅっ」


    　僕が地面に突つっ伏ぷして倒れたときには、すべてが終わっていた。
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    　ガストは、退魔士エクソシストの道具によって魔界へ送り返された。


    　黒い空間が現れ悪魔一体ぶんを吸い込み、魔界へ送り返すと──閉じて消えた。


    　そのころには、僕の身体の痛みも徐々に引いていた。まぁ、地面を転がったせいで服はかなり汚れたりしたんだけどね……。


    「…………」


    　カルラは、ガストが魔界へ送られるのをじっと見つめていた。それは、かわいそうとか、当然だ、という感じではなくて……おびえるような顔。


    　その背中に、エリスが声をかける。


    「……デモンから話を聞きましてよ。人間に危害を加えないこと、妙なことを企たくらまないこと、この条件を満たせば、とりあえずわたくしはあなたを魔界へ送り返したりはしませんわ」


    　エリスが言った。


    　ふう、と僕も安心してカルラにうなずきかけた。カルラは、ぷいっと顔を背そむけてしまった。むう、かわいげのない。


    「さ、帰りましょう、デモン。こんなところをうろうろしていては、警察官に補導されないとも限りませんわ」


    「……商店街の入り口にメタコロギリスを転がしたエリスに言われたくないんだけど」


    「なにかおっしゃいまして？」


    「いや、っていうかさっき僕を前に放り投げたことって──」


    　そうだ、抗議しなくちゃ──と思っていたのに、言葉が止まった。


    「帰りませんこと？　すこし冷えますわ」


    　エリスは僕の脇にそっと腕を差し込むと、腕を組んで──僕を引っ張って歩き出したのだ。


    「い、い、い、いや、あの、こ、これって……」


    「寒いのですから、腕を組むくらいなんてこともないでしょう？」


    「なんてことあるよね!?　ドイツだとふつうなの!?」


    「腕を組むのは恋人たちのならいかもしれませんわ」


    　僕の身体が熱くなる。そ、そんな、恋人たちって、いや、あの、ほら……ま、まぁ、たしかに身体は温かくなったけど、ほら……。


    「……デモンはバカです」


    　そこへ、僕らの横をすり抜けていったのはカルラだ。憮ぶ然ぜんとした表情で。


    　先に土手の途中まで上り、くるりと振り返る。


    「ビスコお姉ちゃんという悪魔がいるのに、こんな退魔士エクソシストなんかと……！　半分悪魔のくせに！　頭にウジが湧いてるです！」


    「べ、別に僕だって好きで半分悪魔なわけじゃないんだけど……これは運命というか」


    「そうですわ」


    　横からエリスが口を挟む。


    　ありがとうエリス。ちゃんとカルラに言ってあげて。


    「デモンと、わたくしは婚約しているも同然なのですわ」


    「エリスさん、話がこんがらがるのでその話は止やめてください、ほんと」


    「こっ、こ、婚約……」


    　カルラの唇くちびるが震ふるえる。


    「とんだ阿あ呆ほうです！」


    　飛ぶように土手を降りると、僕が手にしていたワラ人形を奪い返す。


    「ふしだらな手でカルラの森もり崎さきジョセフに触らないでほしいです！」


    「誤解だよ!?　僕は、ふしだらなんかじゃ」


    「ふしだらです！」


    　怒りのあまりぶちぶちとワラをちぎり始めるカルラ。


    　森崎ジョセフがうつろな顔を夜空に向けていた──。


    「カルラ！」


    　ふと、強い思いが僕の口を突いて出た。


    　カルラがびくりと手の動きを止めた──僕も、自分で声の大きさにびっくりした。


    「あ……あのさ、僕はいいんだけど、その、彼も……森崎ジョセフもなんだか君を心配しているみたいに見えたんだ。メタコロギリスだって悪いことしてないのに君に捕まっちゃった。君は……森崎ジョセフもまた作ればいい、虫だって捕まえればいいって思うかもしれない」


    　こんなお説教みたいなこと言いたくない。


    　でも、もしも森崎ジョセフに心があったら、きっとカルラのことを心配していたはずだ。


    「あのね、カルラ。世の中には取り返しのつかないことぶしぃっ!?」


    　なにかが僕の顔にぶち当たった！


    　これはワラ──森崎か！　森崎ジョセフをぶん投げたのだ！


    　今、そういうこと止やめてね、って話をしてたのにね!?


    　転びかけたのを、エリスに支えてもらった僕。


    「バカですっ!!」


    　目をぱちぱちすると、カルラが握りしめた拳こぶしを震わせ──その目にはうっすらと涙が。


    「バカデモン!!　お姉ちゃんと『血の契けい約やく』までしたくせにぃ!!　……カルラだって、カルラだって、それができれば……」


    　血の契けい約やく。たしかにビスコがそんなことを言っていた。だけれど、それってなに？　それに、カルラができれば、なんなの？


    　聞き返す間まもなく、カルラは走り出す。土手を憤ふん然ぜんと上っていき、


    「ひゃんっ!?」


    　一番上ですっころぶ。


    「カルラ!?」


    「く、来るなです!!　もうお姉ちゃんのところへは戻らない──カルラは、カルラは──自立しなくちゃいけないんです！　お姉ちゃんがいないところでも生きて行かなくちゃいけないんです！　来るなと言ったら──」


    　カルラの前に、誰かが立っていた。


    「……あ、あれぇ？　カルラちゃん？」


    　書店の紙袋を抱かかえたあかりちゃんが、土手の上に立っていた。
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    　家に帰り着いたときには、さすがに僕もへろへろだった。


    　えー、結論から申しまして。


    　カルラは、あかりちゃんの家に泊まることになりました。


    　ビスコとケンカしたことなんかを言って、カルラがあかりちゃんを説得したのだ。母親にも許可をもらってるから、とウソまでついて。僕はと言えば、カルラがあかりちゃんに秘密をバラすと暗あんに脅きよう迫はくぴよぴよをしてくるものだから、そのウソに乗らざるを得なくて……あかりちゃんにウソをついた。罪悪感！


    「ともかく！」


    　僕は、お湯を入れて五分が経過したカップ麺めんのフタを外してつぶやく。


    　うん、今日はビスコが夕飯を作ってくれなかったから、こうして、ね、ひとりで……。


    「あかりちゃんに明日、探りを入れよう！　悪魔バレしてないか、とかいろいろ！」


    　ずるずるとナントカ広カン東トン麺という麺をすする。うう。ひとり、家でインスタント麺をすする男子中学生……あ、意外と美お味いしい、これ。


    「…………」


    　一応もうひとり（？）、食卓にいた。森もり崎さきジョセフが向かいのイスに座り、うつろな目でカップ麺を見つめている。


    「あとエリスの誤解も解かなくちゃ……」


    　エリスは「血の契約」の意味を知っているみたいだった。


    「デモン、あの淫魔サキユバスと契約したとはどういうことですの……？」


    　誤った回答をしたら問もん答どう無む用ようで成せい敗ばいする──とでも言いたげな目で聞いてきたんだ。


    　僕にはよくわからないむにゃむにゃ、と言葉を濁して逃げてきたけど。


    「──よし」


    　とん、とカップを置いて僕は立ち上がった。


    　でも一番最初にしなくちゃいけないのは──まずはビスコと話をしよう。
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    　ビスコの部屋は、僕の隣だ。居い候そうろう的な感じのビスコだけれど、ちゃんと部屋がある。


    　ノックする。返事なし。ノックする。返事なし。


    「ビスコ──入るよ」


    　二回もノックしたんだし、普段ビスコだってノックもせずに僕の部屋に入ってくるんだし、入っていいよね？　と、ひとりでは不安なので持ってきてしまった森もり崎さきジョセフに心の中で聞くと、うつろに笑っていた。怖こわ！


    　入ると、中は暗かった。だけれど廊下の明かりで中が見えた。


    　ビスコの部屋は、まぁ、女の子の部屋っぽくはなってるんだけど、すっきりしている。ブルーのベッド、デスクには数冊の英語の本、洋服を入れているタンスはどこから持ってきたのか、やたらと重じゆう厚こうなアンティークである。


    　壁も床も特に変わったところはないのだけれど、天井だけは青一色に塗っていた。青、というか、紺こん、というか。星空みたく、きらきら光る装飾もされている。


    「あのさ、カルラのことなんだけど──うわ、なんだこれ」


    　すっきりしているはずの部屋が、散らかっていた。


    　お菓子──が入っていたはずの包装ビニールで。


    「……全部食べたの？」


    　あのビニール袋ふたつぶん、全部食べたの？　うへぇ、僕だったら胸焼け確定。


    　こちらに背を向け、ベッドに転がっているビスコが見えた。


    　扉からの光が、ビスコの白い足を、くるぶしまで照らしている。


    「あ、あのさ、カルラはあかりちゃん家ちに今日は泊まることになったよ」


    　無言。


    「僕が言うのも変だけど、ビスコはカルラとちゃんと……っていうか、お互いが納得いくように話したほうがいいんじゃないかな。なにがあったか知らないけど」


    　無言。


    「ビスコ、普段と違うっていうか……あれ、ほんとに寝てる？　僕、だいぶバカみたい？」


    「……さ」


    「え？」


    「カルラにはさ」


    　ビスコの声が聞こえた。


    「生まれつき、魔力がほとんどなかったみたいなんだ。姉とか妹とか、家族の関係って悪魔には希き薄はくなうえに、あたしとあの子は血もつながってないけど……あたしはどうしても『姉』にならなくちゃいけなかった。さもないと、あの子は死んでしまうから」


    「死ぬ？」


    　いきなりの展開に、僕はびっくりした。


    「魔界の中でも、障しよう気き……空気みたいなもんだけど、それがきついところに住んでたから。あたしがあの子に魔力を分けてあげなきゃいけなかった」


    　魔界の空気にそんなものがあるなんて、知らなかった。


    「それだけじゃない。カルラは、手先は器用なのに運動神経はないだろ。あちこちよくケガをしては泣きべそをかいてた。掃除も洗濯も料理も、あたしに頼りっきりだったよ」


    「だから、あんなにビスコのことを慕したってるんだ……」


    　納得した。


    　でも、納得できないことが増えた。


    「ねえ、ビスコ……どうしてビスコは、そんなカルラを捨てて、人間界に来たの」


    　たずねると、しばらく沈黙。


    　ビスコは足をすっと引き、闇やみの中、起き上がる。


    「ある日、障気がなくなったんだ」


    　ベッドの上に座り、うつむき加減に続ける。


    「朝起きると見慣れない箱があってね……カルラは胸を張って言ったんだ。『障気を消す機械を発明した』──って」


    「発明……そのときが初めて？」


    「才能に目覚めたんだ。ある日、突然。障気を消す装置なんて、どんな悪魔にだって作れなかったのに、カルラは作ってしまった。あの子は──次々に発明した。瞬またたく間まに魔界でも有名になって、発明品を欲しがる悪魔も増えて……まぁ、そのせいで、それまで発明家を気取っていた連中は能なし呼ばわりされたりして、恨うらみを買ったりもしたけどな。カルラの発明を売れば、欲しいものはなんでも買えたくらいにすごかったんだ」


    「……メタコロギリスも買えた？」


    「カルラはアレがあたしの好物だって勘違いしてるけど、あんなくさいもの、食うかよ」


    　ですよねー。


    「そのとき……気がついたんだ。ああ、あたしはもうカルラに必要ない存在だな、って。それで、好きなことをしよう、人間界にも行ってみよう、って思った……そんなとこ」


    「……ねえ、ビスコさ」


    　僕は今の話を聞いて、気がついていた。


    「ウソだろ、それ」


    　ぴくり、とビスコの肩が動いた。


    　ビスコはそんなに薄情じゃない、と思う。そんな理由だけで、妹を置いて家を出て行ったりしないはずだ。


    「ウソじゃねーよ。ほんとうにあったことだ」


    「わかった。じゃあ、それ以外にもなにかあるんでしょ？」


    「…………」


    　ビスコは、黙っていた。否定もしなかった。


    「僕は……その事情は知らないけどさ、きっとふたりで話し合えばうまくいくんらほォッ!?」


    　飛んできた！　枕まくらが！


    「──い、今僕がいいこと言おうとしてたでしょ!?」


    　のけぞり、鼻をさすりながら答える僕。


    「デモンのくせに生意気言うんじゃねーって」


    「で、でもさ、ふたりとも──」


    　言いかけて、止まった。


    　ビスコがベッドを降りてこちらへやってくる。チョコレートが入っていた数々のビニールを踏みしめて。


    「ねえ、デモン」


    　明かりの下に現れたビスコは僕を見ると、口くちの端はをゆがめて笑った──チョコレートが、唇くちびるの端にくっついていた。


    「あたしがカルラに言った『血の契けい約やく』って知ってた？」


    「え？　い、いや、知らないけど」


    「悪魔の契約の中でも最上級。血の一滴まで相手のために尽くす……結婚よりも重いんだよ」


    「へえ、結婚より……結婚よりも重い!?」


    　そ、そんなの、冗じよう談だんでも言っていいことなのか!?


    「デモン……してみる？」


    「え、え、え、え？」


    　ビスコの人差し指が、僕のあごの下に当てられる。


    「『血の契約』」


    　そのまま、すうっと右に動いて、手のひらが僕のほおに当てられる。


    　冷たいビスコの手──。


    「あたしの全部を、デモンのものにしてもいいって言われたら……どうする？」


    　ぺろり、とビスコが舌をのぞかせ、唇くちびるをぬぐうように動かした。残っていたチョコレートを全部なめつくすみたいに。


    　ああ……きっとビスコの唇は、チョコレート味なんだろうな──頭の後ろがぼうっと熱くなってきて、口の中が、むずむずと──牙きばが、生えてきそうになる。


    「デモン……」


    　どこまでも、それこそチョコレートなんかよりずっと甘く響く声。


    　誘うようなビスコの瞳ひとみ。


    　ビスコの白い首筋。それはとても白くて──とても、美お味いしそうで。


    　咬かむことなんて、簡単だ。口を開いて閉じるだけでいい。そうすればきっと美味しい血をいっぱい吸うことができて──。


    　僕の血が沸騰するかのように熱くなる。


    「咬んでよ……」


    　ビスコの左手が、僕の手をつかんだ。


    　そのあと数秒──なにが起きたのか僕はわかっていなかった。


    「──うっ」


    　僕らは部屋の床に倒れていた。僕がビスコを押し倒したみたいだった。


    　ふわっと浮いたチョコレートの包装紙が、ぽつぽつと落ちてきた。
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    　ビスコは目を閉じている。


    　どうしてこんなことになった。ビスコは話を逸そらそうとしただけ？　それとももっと別の理由で？　──ああ、考えても、考えてもわからない。


    　僕は両手を床について、そのまま口を大きく開く。


    　咬かむ──。


    



    　電子音が響いた。


    



    　携帯電話の着信音。『ゴッドファーザー』のテーマ。ビスコのベッドに置かれた携帯電話が、にぎやかな光を暗い室内にばらまいている。


    「────」


    　頭のてっぺんから、徐々に血液が冷たくなっていく。


    　その着信音が誰からのものかは僕にもわかる。あかりちゃんだ。


    「……ちぇ」


    　僕の下で、ビスコが舌打ちした。


    「……あとちょっとだったのにな」


    「────」


    　よくわからない。


    　なにが。


    　なにがあとちょっと？


    「ちょっと──ちょっとビスコさん!?　今、僕誘ゆう惑わくされたの!?　無理矢理、吸血鬼化させようとしたの!?」


    「うへ、あたしの上でしゃべるなよ。つばが飛ぶ」


    「あ、ごめん──ってそれ今言うこと!?」


    　ビスコは僕の下からするりと抜け出すと、携帯電話を手にした。


    「……アンタは、吸血鬼と人間のハーフでいることを受け入れたのか？」


    　まだ、ゴッドファーザーのテーマが流れている。


    「それは──一応、まぁ、なんとかがんばっていくしかないと思ってる、けど……」


    「もし、人間になれる方法があったとしたら、どうする」


    　人間になれる方法？　純粋な人間に？　カルラもそんなことを言っていたような気が。


    　僕が聞き返す前に、ビスコは通話ボタンを押していた。


    　静かな部屋だから、あかりちゃんの声がかすかに聞こえた。


    「あ、ごめんなさいね、あかりちゃん……うちの妹がお世話になっちゃって」


    　精一杯のよそいきの声でそう言うと、ビスコは僕を手で追い払う真ま似ねをした。


    　廊下に追い出される僕。閉まる扉。


    「…………」


    　話し声が、すこしだけ聞こえてきた。


    「……ビスコ」


    　そんなふうなよそいきの声で、ビスコはあかりちゃんになにを言うんだろう。


    　ねえ、ビスコ。


    「ビスコはウソがうまいね……ほんとうに。そうやってカルラにもほんとうのことを話さず、人間界に来たんじゃない？」


    　でも……きっと、きっとね。


    　カルラは、どんな事情があったとしても、ビスコの本音を聞きたいんじゃないかな。そしてカルラは、ふたりなら、どんな障害もきっと乗り越えられると信じて──。


    「そう……思わない？」


    　廊下に転がっていた森もり崎さきジョセフは、さっきよりは若じやつ干かん親しみのある顔を僕に向けていた。


    　右手を──カルラにぶちぶちちぎられていた右手を、まるで差しのべるかのように空くうに向けた格好で。
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    「わたくし、デモンに民兵で攻撃をしかけますことよ！」


    　放課後、部室にて。


    「え、ええっ!?　もう!?」


    「ブリュンヒルドさん、動いたね～」


    「この勝負、祖国ドイツの名にかけて負けるわけにはいかないのですわっ」


    　僕とあかりちゃん、エリスの３人は机を四つくっつけ、カードゲームをやっていた。


    「ドミニオン」という名のこのゲーム。それぞれが領主となり、領土を広げていくゲーム。ドイツの年間ゲーム大賞を受賞したというものだったけれど、僕やあかりちゃんは初プレイ。まぁ、エリスが、こういったカードゲーム、ボードゲームが大好きなわけで。


    「……お、お、おかしいですわ！　どうして金貨が二枚しかありませんの！」


    　ただし、エリスはめっぽう弱い。


    「う、う～ん、残念だけど、ブリュンヒルドさんがビリだねぇ」


    　ゲームのクリア条件を満たしたとき、領土所有数のトップはあかりちゃんで、その半分くらいが僕、エリスはさらに離されてビリだった。


    「もう一戦！　もう一勝負ですわ！　武士の情けを所しよ望もうしますわ！」


    「わ、わかったよ……ってよくそんな言葉知ってるよね!?」


    　カードを配り直して再スタート。


    　四つの席のうち、ひとつは空席だった。そこにいるはずのビスコは学校を休んでいる。空席には、森もり崎さきジョセフがつまらなさそうに座っていた。


    　今朝あかりちゃんは、泊まっていたカルラのようすを聞いた僕に答えた。


    「それはねっ、カルラちゃんと秘密にしておく約束したんだ。ごめんねっ」


    　ふたりでなにを話したのか、結構気になったけれど──ともあれ、カルラはあかりちゃんに僕の秘密をバラしてはいないようで安心した。そしてエリスも、昨日のことはあんまり気にしていないみたいでよかった。ほんとうによかったよ！


    　そんなこんなでゲームが再スタートした。


    「あ、ねぇ、映画のことなんだけど……ビスコちゃんがいないけどっ、ふたりがいるから話しておこうかなと思って」


    「あら、七なな竈かまどさん、調査は終わりましたこと？　……ここは『市場』のカードを購入して、いえ、そうすると金貨が……」


    　エリスは手持ちのカードを見つめながらぶつぶつつぶやいている。真剣そのものだ。


    「うんっ、ブリュンヒルドさんのアイディアを元にストーリーを再構成してみたんだけど」


    「……エリスのアイディア、ってなんのこと？」


    「あれれ、デモンくん、聞いてないのかぁ……ふたりがとっても仲良しだから、ふたりで話し合ったアイディアなのかと思ってたよ」


    「待って!?　仲良しって──誤解だよ！」


    「あら、仲がいいのは誤解でもなにでもありませんわ」


    「そうだよー。否定することなんてないよ？」


    　あるよ!?　僕が本当に好きなのはあなたですよ!?


    「あ、でもさ……あんまりいろんな女の子にちょっかい出さないほうがいいかもだよ？」


    「え？」


    「昨日だって、カルラちゃんと教室でお医者さんごっこ……」


    「わあああああああ!!」


    　ストーップ！　あかりちゃん、それ以上はストップ!!


    「デモンくんに要求されて、カルラちゃんはデモンくんに『ろーしょん』？　を塗って、馬乗りになったって……」


    「ウソだからね!?　ていうかカルラはそんなこと言ったの!?　秘密じゃないの!!」


    「それは言ってもいいってカルラちゃんが。みんなの前なら、って条件つきで」


    　カルラめぇええ！


    「そうだ。それと、教室には濡ぬれたティッシュも転がってたでしょ、ってカルラちゃ──」


    「ノォーゥ！　ダメ！　あかりちゃん、それ誤解を招くから!!」


    　ティッシュはティッシュでも、僕の口につっこまれてただけだからね!?


    　すると、ぽん、と手を叩たたくあかりちゃん。


    「私、生徒会のことで職員室に行かなくちゃいけないんだったっ。ごめんねっ！」


    「あかりちゃん!?」


    　僕が止める間まもなく、あかりちゃんは席を立つと部室を出て行った──。


    　爆弾だけを残して。


    「──へえ」


    　メリメリ、という音が聞こえてきた。


    「そのお医者さんごっこというのは……なんですの？」


    　エリスさん。


    「領土」のカードがあり得ない方向にねじ曲がってます。


    「違う、ほんっと、誤解だから──」


    「誤解かどうか、真実かどうか、あなたの身体から直接確認する手段はいくつかございましてよ？　痛いのと、つらいのと、苦しいのと、どれがよろしくて？」


    「全部イヤです!?」


    「こんなことなら、映画の配役を変更するべきでしたわね……」


    「そ、そうだよ、映画！　映画の話ってどうなってるの？　いやー聞きたいなぁあはは」


    「この中学校を舞台に、不死身のはずの吸血鬼が殺されるという話ですわ」


    　イヤァ!!


    　だからあかりちゃんの資料に「吸血鬼の嫌いなものリスト」とかあったのか！


    「本来は、吸血鬼役のあの淫魔サキユバスをおとしめる作戦でしたが、これは本家本元のデモンに出演いただいたほうが迫真の演技を見られそうですわね？」


    「殺す気!?」


    　エリスはもう一度、にっこり笑った。


    「半分人間ですし、半殺しですわ」


    「リアリティのある言い方だね！」


    「まぁ……七なな竈かまどさんに事情を聞いた限りでは、これからショートムービーを制作するには時間が足りないですわ。六月の生徒総会に間に合わせないといけないのでしょう？」


    　そうだ。部活の存続には、生徒総会時点で五人の部員が必要なのだ。


    　そのためにあかりちゃんは、ショートムービーを撮って、公開して、みんなの注目を集めようという考えだった。でもエリスの言うとおり、もう時間が足りないかも。


    「地道に映画好きを探すほうがよろしいでのは？　まぁ……土ど壇たん場ばで悪魔や半悪魔が裏切る可能性もありますけれどね？　神聖なる学びやで悪魔とお医者さんごっこだなんて」


    「だからっ！　ほんとに僕はなにもしてないからね!?　ウソじゃないよ！」


    「あら、デモンが人間ならば潔けつ白ぱくを信じたところですが……。ふむ──デモンの人間の部分に聞くために、一時的に悪魔の部分を追い払ってみるというのはいかが？」


    「そんなことができるの？　どうやって……」


    　エリスは机の上に、ことりと黒い塊かたまりを置いた。


    　つややかな光こう沢たく、金属製で筒、さらに握る部分と引き金が──。


    「銀の弾だん丸がんを込めた退魔士エクソシスト専用のリボルバーですわ。これでデモンの額ひたいを撃ち抜けば」


    「死ぬからね!?」


    「ふふ……冗じよう談だんですわ。でも」


    　エリスはリボルバーを手にすると、部室のロッカーに向けた。


    「そのロッカーを撃てば、なにかが出てくるかもしれませんわね」


    



    　　　　　　　２


    



    　ロッカーの中に誰かが……いる？


    　ぎぃ、と、そのロッカーは内側から開いた。


    「いつから……気づいていたですか」


    　中から出てきたのは、パーカーにスカートという少女。


    「──カルラ!?」


    「最初からですわ」


    「知ってて黙ってるとは、さすが退魔士エクソシスト、やり口が汚いです」


    「あら、敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず、という言葉をご存じありませんこと？」


    　それはなんか意味が違うからね。ていうかほんとによくそんな言葉知ってるね──。


    　というツッコミを入れる前に、


    「カルラ……」


    　彼女は、昨日出会ったときよりもずっと敵意のこもった表情で。


    　でも──僕はカルラに言わなければいけなかった。


    「そのロッカー、掃除用具入れなんだけど」


    「さて、そこの退魔士エクソシストにちょっと言っておきたいことがあるです」


    「無視したね。華か麗れいにスルーしたね。でもカルラの頭にぞうきんが載のっかって──ぶふっ!?」


    　ぞうきんが飛んできた！　僕の顔に！　ひどい、注意してあげたのに！


    「わたくしに話がありますの？　こちらからはただ一言──魔界にお戻り遊ばせ、とだけ申し上げておきますわ」


    　ぴく、とカルラの眉まゆが動く。


    「退魔士エクソシストの言うことを聞く悪魔なんているわけないです。お前こそドイツにでも帰るです。ゆくゆくはウインナーとビールでもしこたま摂せつ取しゆしてぶくぶく太るがいいです」


    　ぴく、とエリスの額ひたいに青筋が走る。


    「わたくしはこのままスレンダー体型を維持しますわ」


    「スレンダーと言えば聞こえがいいですけど、ただ胸がぺったんこなだけです」


    「あなたこそ、胸だけじゃなく、背もぺったんこではなくて!?」


    「せ、背のことを言うなです！　カルラみたいな体型が好みだという男子はいっぱいいるですから！」


    　なんだか、僕の手の届かない女同士の戦いが始まってしまった。


    　悪魔と退魔士エクソシストの戦いではないと思う、絶対。


    「へえ、それなのに自分からデモンを誘ゆう惑わくなさったのね。それにしてもお医者さんごっこなんて……オゥ、発想が貧困、幼稚」


    「違うです！　デモンがカルラに欲情しないのは、デモンが●△◇だからです！」


    「…………」


    　沈黙が訪れた。


    　デモンが……●△◇、って。


    「僕!?　違うからね!?」


    　エリスが驚きよう愕がくに満ちた目で僕を見つめる。


    「で、デモン、あなた……●△◇で※■だったなんて……」


    「※■は今誰も口にしてなかったよね!?　話題にも出てなかったよね!?」


    「出会ったときからデモンは※■じゃないかと思ってたです」


    「カルラまで!?」


    　ていうかどうして争いの矛ほこ先さきがこっちを向いてるの!?


    「いずれにせよ！　デモンはわたくしの──こ、婚約者ですわ。これはデモンのお父様も公認のことですの」


    　エリスが立ち上がって力説する。


    　父さんが公認、というのが一番うさんくさいんですけどね！


    「それを言うなら、デモンはカルラのお姉ちゃんと『血の契けい約やく』を結んだんですから！」


    「あの淫魔サキユバスと……あなたの、お姉様と」


    　そうです、とカルラは胸を張る。


    　だけれどその姿はどこか、頼りない。


    「あなたとの仲を修復できない、お姉様ですわね」


    「!!」


    　カルラが凍りつく。


    「え、エリス……それは言い過ぎだよ」


    「できるです！　そんなのすぐに仲直りできるですから！」


    　カルラが負けじと言い返す。


    「カルラだって……バカじゃないです。お姉ちゃんがどうして家を出て行ったか、ってことくらい理解してるです。だからすぐに仲直りできるです」


    「ビスコが家を出て行った理由……」


    　カルラが独り立ちしてしまったということだろうか？　あるいはほんとうの理由を？


    「……デモン、十二回連続で物事が起きるというのは偶然ですか」


    　カルラが僕にたずねる。


    「え……？　内容にもよると思うけど……ってなんの話？」


    「お姉ちゃんとカルラがケンカした、ほんとうの理由です」


    　カルラはやはり知っているのだ──ビスコが隠していて、僕に言わなかった事情を。


    「それは……十二回連続で……」


    　ごくり、と僕はつばを呑のんだ。


    「ブルーベリータルトが残り一個しか売ってなかったです！」


    「な──」


    　時間が。


    　止まる、というのは実際にあるんだ、と思った……。


    「だって！　お姉ちゃんとふたりで買いに行ったときに限って！　しかもジャンケンでカルラが十二連勝してお姉ちゃんは一度たりとも食べられなかったです！」


    「…………」


    「………………」


    「なんですかこの沈黙は!?　魔界でも超有名店『カヴァゲルハロス』のブルーベリータルトですよ！　パイ生き地じに載のせられたブルーベリーソースはなめらかで、一点の嫌いやみもない甘み、果実の深い香り！　あれほどのタルトは、魔界広しといえども他にはないですから！」


    　違う。それ絶対違うから。勘違いも甚はなはだしいから。


    「カルラは、どうしても食べたかったです……それで一〇〇パーセント勝てる、対お姉ちゃん用ジャンケンシミュレーターを発明してしまったです」


    「なにげにひどいことしてるね!?」


    　するとエリスが長々とため息をついた。


    「はぁ。どうせそんなところだろうと思っていましたわ。食い意地の張っているあのビスコさんですから、きっと仲直りはできませんわね」


    「なっ……」


    　カルラが言葉に詰まる。


    「わたくし思いますの。きょうだいとはケンカをし、仲なか違たがいをするもの……でも、すぐに元に戻るものですわ。わたくしと、ドイツにいるお兄様だってそうですもの」


    「エリス……に、お兄ちゃんなんていたのか」


    「そこはどうでもいいんですの。もしも──悪魔が人間とは違い、一度壊れた家族の絆きずなを修復できないものであるなら……デモン、あなたは人間と悪魔、どちらを愛せますこと？」


    　エリスがなにを言おうとしているのか……ちょっとわかった。


    　僕は、吸血鬼と人間のハーフであることを受け入れようと思っている。


    　でもそれは、退魔士エクソシストのエリスから言わせると間違いで──悪魔なんかよりも人間としての生活を大切にしろと言いたいんだ。


    「デモン……なにか言うです。お姉ちゃんと、『血の契けい約やく』をしたんですよね……？」


    　カルラは、ビスコとの関係が元に戻らないと思っているのだろうか。ブルーベリータルトくらいで？　違う──違う。他に事情があるはずだ。


    「ウソだよ。『血の契約』をした、なんてさ」


    　そのとき──部室の入り口に背をもたせ、腕を組んでいる制服姿の少女、ビスコが言った。
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    「『ウソから出たマコト』じゃあないけどさ、昨日デモンに『血の契けい約やく』を迫ったんだけどね──フラれちゃったよ。ははっ」


    　両手をひらひらさせてビスコは笑う。


    「……だからさ……カルラは魔界に帰んなよ。そこにいる三流退魔士エクソシストに言えば、嬉き々きとして魔界に送ってくれる」


    「誰が三流退魔士エクソシストですの」


    　敵意をむき出しにするエリスを無視して、ゆっくり、ビスコはこちらへ歩いてきた。


    　カルラは真っ青な顔でビスコを見つめていた。


    「……カルラ、あんたはもう十分成長したろ。ひとりでだって生きていける。ひとりでなら、ブルーベリータルトだって食べ放題だろ」


    　距離を縮ちぢめるビスコ。カルラは後じさり、背中をイスにぶつけてがたんと音を鳴らす。


    「……ビスコ、その言い方は」


    「デモンは黙ってな!!」


    　ぴしゃりと、すべてを断絶する強い言葉。


    　今まで聞いたビスコのどんな言葉よりも──強い、言葉。


    　それはあたかも、自分の言葉で自分を納得させるようで。


    「黙ってろと言われても……僕は言うよ。ビスコ、いったいどんな事情があるんだよ？」


    　ビスコが僕をにらみつける──けれど、それから観念し、あきらめたように言った。


    「……どのみち、あたしたちはそう長く一緒にはいられないんだ」


    　予想もしなかった言葉だった。


    「カルラはネクロマンサーだ。成人したネクロマンサーは、ネクロマンサー同士で『血の契約』を結ぶ掟おきてがある。ネクロマンサーとしての、カルラの成人はもうすぐだ」


    「そ、そんな……種族、って」


    　それで、なの？　自分になつきすぎているカルラを、ビスコはできるだけ早く突き放してやらないといけなかった？


    「わたくしも聞いたことがありますわ。ネクロマンサーは鉄の掟で結束していると。魔界のどこにいても、仲間同士がつながっている……。とはいえ例外もあるようですわ。ネクロマンサー以外の者と『血の契約』を行おこなうと、ネクロマンサーではなくなるとか」


    「じゃ、じゃあビスコと」


    「『血の契約』は女と男の間でしかできないんだよ」


    「それじゃあ、もしかしたら僕なら──」


    「種族の結びつきを断ち切るためには強力な魔力が必要だ。だから、デモンみたいな半悪魔もダメ。ネクロマンサーを辞めるってことは、ネクロマンサーを敵に回すってことなんだ。やつらは魔界でも執しゆう念ねん深いことで有名でね。連中を敵に回したい物好きはそうそういないさ」


    　ビスコは、遠回しにこう言っているのだ。


    　もう打つ手はない──と。


    「……や、です」


    　震ふるえるカルラの声。


    　カルラは、たぶんその事実を知っていた。あるいはビスコが姿を消してから、知った。


    　それでもカルラは人間界に来たかったのだ。ビスコに会うために──。


    「魔界へ帰るんだ、カルラ」


    「……イヤ、です」


    　迫る、暗い顔のビスコ。


    「……イヤ、です。イヤですっ！」


    「こっちには、知り合いだっていない。魔界には、アンタの発明した仲間がいっぱいいるじゃないか」


    「カルラの作ったお人形たちは、みんな、みんな冷たいんですっ！　抱きしめてもあったかくないです！　お姉ちゃんが、お姉ちゃんが抱っこしてくれたのとは……全然違うです！」


    「それでも帰るんだ」


    「イヤです！」


    「カルラ！」


    　ビスコは、カルラのすぐ目の前に立った。


    　その手がカルラの肩をつかんだ。


    「イヤですぅぅぅっ!!」


    　カルラがポーチからなにかを取り出す。


    　なんだ──と思う間まもなく、部室内がまばゆい光に包まれた。


    　光が収まると同時に、声が響き渡る──。


    



    『イェーイ！　みんなご機き嫌げんな夜を過ごしているかい？　おぉっとこいつは失敬、今は真っ昼間！　昼間っからビール片手にＧＭゲームマスターやってるオイラは完全にダメ男だが、せめてご機嫌なゲームを提供しなくっちゃあウソだよね？』


    



    　僕らは突然のことに、呆ぼう然ぜんと見つめていることしかできなかった。


    　空中に現れたのは緑色に発光する四角い──正八面体というのだろうか、そんなもの。ガラス製……じゃないと思うけど、つやつやしていて、くるくる回っていた。


    「カルラ──アンタまさか」


    　ビスコが妹の肩に置いた手を下ろす。


    　カルラはただ、空中に浮かんでいる物体をにらんでいた。


    



    『さあ、二チームに分かれてゲームと行こうぜ！　勝者への賞品はなんにする？』


    



    　賞品……ゲーム……なんのことだ？


    　すると、すかさずカルラはこう言った。


    「カルラが勝てば黒羽弟門を純粋な悪魔にするです」


    　止める間まもなかった。


    「退魔士エクソシストが勝てば、黒羽弟門を純粋な人間にしていいです」


    　エリスもただ、ぽかんと口を開けているだけだった。


    



    『ほほう……なかなか難しい注文かと思ったけど、なぁるほどねえ、彼は悪魔と人間のハーフってことかい？　デーモンとヒューマンだから、デーマン？　あるいはヒューモン？　ま、どっちでもいっかぁ！　オーケイ！　条件は設定された──あとは両者スタート地点についてくれよな！　人生はゲームみたいって言うけど、ゲームは人生みたいじゃないよねぇ？　それじゃあー、ゲームを楽しんで！』


    



    　そして四角い物体は消え、光も消えた。


    　机の上に載のせられていた「ドミニオン」はいつの間にかなくなり、代わりにひとそろいのカードと、スゴロクのようなボードが載っていた。


    　僕の運命を決めるような──なにか、ものすごいことが起きたような気がするけれど、僕も、ビスコも、エリスも、反応できないでいた。


    「黒くろ羽ば弟で門もんが人間になれば知りません、でも悪魔になったら」


    　沈黙を破ったのは、カルラだった。


    「カルラと『血の契けい約やく』を交わすです。純粋な悪魔なら魔力も十分。ネクロマンサー以外と契約すればネクロマンサーではなくなる……それもまたネクロマンサーの掟ですから」


    　口元をゆがめてカルラは笑った。


    　背筋がぞっ、とするような、ものすごい笑みだった。
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    「……カルラ、これはどういうこと」


    　ビスコの問いにカルラは淡たん々たんと答えた。


    「カルラが発明したゲームです。勝ったら望みを叶かなえられるですが、多くは望めないです。ゲームと同じように、プラスとマイナスのバランスがとれている望みだけです」


    「……デモンはハーフだから、純粋な悪魔か人間になる、ってこと？」


    「そうです」


    　そこまで聞いて、僕の脳みそもようやく動き始めた。


    「あ、あの……このゲームが終わったら、僕は人間か、悪魔か、どっちかになっちゃうの？」


    「物わかりの悪いヤツですね。さっきからそう言ってるです」


    「で、でも、『血の契けい約やく』って……勝手にそんなこと決められても！」


    「カルラが契約してやるって言ってるんですから、ありがたく思っておけばいいです。もうゲームは始まったです」


    「そんな！」


    　僕が食い下がるのを、ビスコが手で制する。


    「……ゲームを止やめる方法は」


    　カルラはビスコに視線を合わせないで、机だけをじっと見ながら答えた。


    「プレイヤーが全員同意すれば、ゲームをストップすることができるです。半永久的に再開しなければ、ゲームは実質的に中止です」


    「わかった。ゲームを止やめろ」


    「無理です。カルラはもうプレイヤーですから、カルラが中止に同意しなければゲームは止やめられないです」


    「そんな……むちゃくちゃだ」


    　あえぐように僕が言うと、


    「あら、わたくしがゲームに勝てばいいのでしょう？」


    　エリスが自信たっぷりに言って、イスに座った。


    「そうすればデモンが人間になり、彼女はネクロマンサーとして生きていく。それでいいのではなくて？」


    「エリス！」


    「わたくしと、あなたの対決になるのですわね？」


    「……違うです。ゲームは二対二。悪魔サイドはカルラとお姉ちゃんです」


    「人間サイドは、エリスと僕……？」


    「バカも休み休み言えです。デモンが人間に荷か担たんしたら、バランスがおかしくなるです。お前の席はあそこです」


    　カルラが指さしたのは、部室の中央壁側──見慣れぬ、アンティークふうの木製イスが置かれてあった。緑色のクッション地が張られ、肘ひじ掛けもついている。


    「この部屋全体がゲーム空間です。四人目は、この部屋に最初に入ってきた人間になるです」


    「この部屋に、最初に、入ってきた……人間……」


    　オウム返しに言うことしかできなかった。


    　でも、その場にいる誰もが、その意味を理解していた。


    　この部屋に最初に入ってくる人物、それは──。


    「ごめん、お待たせっ！　生徒会の仕事、今日はもう終わったから大丈夫だよー」


    　部室のドアが開く。


    　あかりちゃんが笑顔で入ってきた。


    「あれ？　カルラちゃんも、ビスコちゃんも、いつの間に来てたの？　あ……机にあるそれ、新しいゲームなのかなぁ」


    「だ、ダメだよ、絶対ダメ！」


    「んん？　どしたの、デモンくん？」


    　だって、こんな悪魔のゲームなんて──不自然極まりないものやったら、あかりちゃんに悪魔のことがバレちゃうかもしれないじゃないか！


    　なんとか止めなくちゃ──と僕が焦あせったとき、カルラがせせら笑うように言った。


    「カルラ、あかりにいろんなことお話ししたいです」


    　唇くちびるをとがらせ、ぴよぴよと動かして。


    　あかりちゃんを止めるなら、今ここで吸血鬼の話をバラすぞという脅きよう迫はくなのだ。


    「みんなが口をつぐんでいれば、ゲームは静かに終わるですよ？　静かに……です」


    「──お前っ」


    「デモン、落ち着いて」


    　いきり立つ僕の肩を、ビスコがつかんだ。


    「あれぇ？　私、ゲーム結構得意なんだよっ」


    　無む邪じや気きに笑うあかりちゃんに、ビスコがよそいきの笑顔で微笑ほほえみかける。


    「今からゲームを始めるところだったんです。よかったらあかりさんも参加してくださいね」


    「うんっ！　……あ、ビスコちゃん、具合悪かったんじゃ」


    「もうすっかりよくなって、せっかくだから部活に来たいなって思って」


    「ほんとう？　うれしいなっ」


    　あかりちゃんが、エリスの横の席へ向かう。


    「ビスコ──」


    　小声で言う僕を押しとどめるように、ビスコがささやく。


    「デモン、これはゲームだよ」


    「ゲームはゲームでも……！」


    「わかってる。でも、もう始まった以上は止やめられない。人間か悪魔か、白黒つけるんだ。お前も覚悟してろ」


    「そんなことできるわけが」


    　と言いかけて、気がついた。


    　お前も覚悟してろ。


    　お前も、ということは、ビスコはすでに覚悟をしたってこと？　でも──なんの覚悟を？


    　あかりちゃんが明るい声で言う。


    「さあ、ゲームスタートだねっ」
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    　もしも人間になったら、僕はあかりちゃんと、気き後おくれも心配もなく向き合える。


    　もしも悪魔になったら、僕はカルラと「血の契けい約やく」をし、カルラは無理矢理ネクロマンサーを辞めるという。「血の契約」を──結婚よりも重い契約をするのだという。


    　カルラの事情も……ま、まぁ、わからないことも……ないんだけど……って、でも、やっぱり困るよ!?　僕はどうなっちゃうの!?


    



    『ルールは人間のゲームで言うところの「スゴロク」だぜ。二人一組でゲームを行おこなうッ！　ひとりがサイコロを振って、もうひとりがカードを引く。カードにはサイコロの目を増やしたり減らしたりする効果もあるが、引いても引かなくても構わないぜ！　引くときには最大二枚まで引けるッ！　さぁて、紳しん士し淑しゆく女じよの皆様お立ち会い──黒くろ羽ば弟で門もんの運命や、いかに？』


    



    　音声が一通り流れると、あかりちゃんが無む邪じや気きに喜んだ。


    「すっごい！　こんな案内までついてるんだねっ。……んん、デモンくんの運命って？」


    「そこはあかりが気にしなくてもいいです。ほら、始めるです」


    「う、うん」


    　あかりちゃんはきょろきょろと周囲を見回す。


    「デモンくん、さっきまでいた……よね？」


    「いるですよ。向こうは見えてるはずです」


    　……へ？


    　僕は、気がつくとあのアンティークふうのイスに座っていた──座らされた、というか。このイスに座っていないと妙に落ち着かない気持ちだった。ゲームのせい、らしい。それに、あかりちゃんやエリス──プレイヤーから僕が見えないのは、どうして？


    「どっちから先に始めるか、サイコロを振って決めるです」


    　サイコロは青色の六面ダイスだった。ブルークリスタルとでも言うのか、とてもきれいで、サイコロの目の部分には五ご芒ぼう星せいが刻まれていた。


    　スタートは、総合病院から始まり、幼少、小学校、中学校──東とう鈴りん中学校のステージへと続く。学校みたいな建物のミニチュアまである。っていうか……僕の人生っぽい？


    　全部で三百マスくらいあるのだろうか。


    　それぞれのステージの脇には、五芒星に二重丸をかぶせたエリアがあって、裏になったカードが積まれている。波打つような、ホログラフィでもかかっているような、不思議なカード。


    　そしてプレイヤーの手元には小さなプレートがある。裏返しになっていて、僕の目からはなにが書いてあるのか見えない。それぞれ五枚ずつ、人間側は白、悪魔側は黒のプレート。


    　東とう鈴りん中学校ステージが最後で、ゲームクリア──「あがり」のところには、神様と魔王のマスコット人形がある。


    　気になるのは、病院や幼少ステージ、小学校ステージはともかく、東鈴中学校ステージだけやたらと長くて、狼男ウルフマンみたいなマスコットも校舎の上に載のってたりするんだよね。


    「あら、わたくしたちが先攻ですわね」


    　最初のサイコロでは、エリスが二、あかりちゃんが六、ビスコが四、カルラが三だった。合計八対七で、人間が先にスタートする。


    　うう……僕の運命はもうサイコロ任せになっちゃったけど、とにかくあかりちゃんになにか危険がなければいいな。それだけが心配だよ。


    　でもその心配は、結論から言えば、杞き憂ゆうだった。


    　危険なのは、僕だったのだ。


    



    



    「先攻はわたくしたちのチームですわ！　さあ、覚悟しなさい」


    　ゲーム大好きのエリスはやたらとテンションが上がっている。


    　チッ、とカルラが舌打ちしてエリスにサイコロを渡した。スタート地点にはいつの間にか四つのコマがあった。


    　金髪ツインテールと、黒髪ロングの女の子……ってエリスとあかりちゃんのミニチュアじゃないか！　そのふたつが小さい車のようなものに乗っている。


    　ああ、これじゃまるで人●ゲームだ！　魔界にもあるのか！


    　ていうか──ていうか！　あかりちゃんのミニチュアがかわゆすぎる……欲しい……！


    「……なんか気持ち悪い気配を感じる」


    　ビスコが吐き捨てるように言ってこちらをちらりと見た。ひどい！


    　もちろん悪魔チームのミニチュアは、ビスコとカルラだった。仏ぶつ頂ちよう面づらのビスコに、パーカーのフードをかぶっているカルラ。うーむ、ムダに凝こってる。


    　エリスがサイコロを握って半立ちになった。


    「──主しゆよ、万ばん物ぶつに宿やどる精霊よ、わたくしに力をお貸しください──てやぁっ！」


    　なんかカッコイイぞ、エリス──!!


    



    　サイコロは、「一」を示して止まった。


    



    「プッ」


    　カルラが噴ふき出すと、エリスが真っ赤になって食ってかかった。


    「こ、こんなはずはありませんわ！　あなた、サイコロになにか細工さいくをしたのではなくて!?」


    「言いがかりですか？　退魔士エクソシストの頼る主しゆや万ばん物ぶつの精霊の力はこんなものなんですねぇ」


    「なんですってっ！」


    「ま、まぁまぁ、ブリュンヒルドさん。ゲームには運もあるからね～」


    　あかりちゃんが横からなだめる。


    「さぁ、あかりがカードを引くです」


    「カードってここに積んであるもの？」


    「そうです。引かなくてもいいです。最大で二枚まで引いてもいいです」


    　あかりちゃんがエリスと視線を交わす。


    「じゃあ、一枚だけ引いてみようかなっ」


    　病院ステージの山からあかりちゃんがカードを引く。見た目は全部同じカード。黒地に、波のような模様がある。


    「えーっと……『デモンが病院で誕生したその日、天井からナメクジが降ってきて大声で泣き叫ぶ。……一マス戻る』だって。ありゃぁ、一マス戻っちゃったねぇ」


    「手元のプレートはカードに作用するアクションチップです。それを使ってもいいです」


    「プレート？」


    　あかりちゃんとエリスがアクションチップを手にして眺めている。なにか絵柄のようなものが描かれているようにも見えたけれど──。


    「『カードに作用する』ってどういうこと？」


    「カードの内容が変わるです」


    　あかりちゃんとエリスは顔を見合わせる。


    「……今回は使わなくていいやっ。なんかナメクジさんとは関係なさそうな絵だし」


    　あかりちゃんが手を伸ばし、コマをひとつ進めてから、律りち儀ぎにひとつ戻した。


    「それにしても……ふふっ、デモンくん、赤ちゃんのころにこんなことあったのかなっ。だったらかわいそうだけど、なんだか、かわいいねぇ」


    　僕の過去にそんなこと……あったんだろうか？　いや、さすがに覚えてない。


    　でも、なんだろう。


    　この……べとりとした液体が上から降ってくるのは……。


    　僕はおそるおそる天井を見上げる。


    「…………い」


    　タァァァァァァァァァ!!


    　イタヨ！


    　すっごいでかいナメクジさんがいるヨ！


    　天井這はってるヨ!?


    　サイズ的には抱き枕まくらサイズだヨ！　絶対抱きたくなんてないけどネ!?


    　ナメクジさんは触しよつ覚かくを動かしていたけれど、ぴくり、と止まった。


    　なんていうか、


    「あ、見つけたおー」


    　みたいな感じで止まったっていうか？


    「ここで見つけたって言ったら……僕ですか!?」


    　降ってきたァァァァア！


    　逃げろ、逃げろ僕！　ああああ!!　身体がイスに吸いついたように動かないよ!?


    　どしゃん、という衝撃とともに僕の膝ひざ上にナメクジがダイブ！


    「うぎゃああああああああああ!!」


    　どろどろぬるぬるの感触がァァァァァ──────。


    「あああああ……あれ？」


    　でも、次の瞬間には消えていた。


    「は……あ、あれ……」


    　そして僕がこれだけ叫んだにもかかわらず、誰も気づいた様子がない。


    「次はこっちのターンです」


    「……あたしがサイコロ振る」


    　ビスコがサイコロを手にしたところだった。


    



    　　　　　　　２


    



    　理解した。身をもって理解しました。


    　このゲーム、やっぱり僕の人生を題材にしたものなんだ。それを体験しながら最後には僕が人間か悪魔になる──。途中、カードで出たことは、みんな僕の身に降りかかるんだ。


    「今のナメクジみたいなことが、ゲーム中はずっと起きるってこと……？」


    　いやすぎるぅぅうううう!!


    　あ、い、いや。ま、待って、落ち着いて僕。


    「そうだ……ゲームはプラスとマイナスのバランスがとれてないといけないんだ。ってことは、今みたいに悪いことだけじゃなくて……」


    　ビスコがサイコロを振ると、三が出た。そしてカルラがカードを引く。


    「いいこともあるはず！　そう言えば僕が赤ちゃんのころ、すっごく、よくしてくれた看護師さんがいた、って……」


    「読むです。『デモンは病院で、とてもよく面倒を見てくれる看護師に出会い──』」


    　来たァァア！


    　僕だって不幸なことばかり起きていた人生じゃないからね！　いいことだっていっぱいあったんだよ！　やーい!!


    「『大変お世話になったにもかかわらず、夜泣きがすさまじく、看護師を困らせる。そのことに業ごうを煮やした看護師は悪あつ鬼きのごとく怒り、デモンに呪のろいをかける』」


    「えええええええ!?」


    　そんなことがあったの、僕の人生!?


    「『……次のターンではサイコロを振っても一しか進めない』。チッ、デモンはろくな人生を送っていないです」


    「う、ウソだよね!?　僕は看護師さんにお世話になって──ってお世話になったってことは僕がいっぱい悪いことしたってことですか!?」


    　こつん……。


    「ハッ」


    　こつん……と僕の背後から──壁しかないはずの背後から音が聞こえてくる。


    　ごくりとつばを呑み込んだ。


    　背後を振り返る。


    　壁があったはずの場所には、底知れぬ闇やみ──。


    「──待って、カルラ。アクションチップを使おう」


    　ビスコの声とともに、僕の目の前で闇が消えた。


    　あ、あ、あ、危ない！　あんなところから出てくる看護師さんは絶対危険だよ！　白衣の天使じゃ絶対ないよ！


    「どれを……使うですか」


    　機き嫌げんでもうかがうようにカルラが聞く。まだビスコとの距離を感じているのだろう。それに、なぜか素直にゲームをしているビスコを恐れているのかもしれない。


    「このアクションチップにする」


    　ビスコが選んだのは──。


    



    『デモンは病院で、とてもよく面倒を見てくれる看護師に出会い、大変お世話になったにもかかわらず、夜泣きが多く、看護師を困らせる。そのことに業を煮やした看護師は悪鬼のごとく怒り、デモンに呪いをかけるのだが、呪い返しに遭あってその思いは果たされない。……次のターンへの影響はない』


    



    「…………」


    「………………」


    　僕の目の前にあるのは、一体のワラ人形。森もり崎さきジョセフ……っぽいやつ。本物ジョセフはカルラの横に座ってる。


    　ビスコが使ったのはワラ人形のアクションチップだった。それをカードに載のせるとカードの文もん言ごんが変わっていくという仕組みで、あかりちゃんは「凝こってるねぇ～！」と大喜びだ。


    　でも、あの、ワラ人形と見つめ合っててもどうしようもないというか……。


    「次は私がサイコロ振るのかなっ？」


    　あかりちゃんの声とともに、ワラ人形は消えた。ほっ。


    　とりあえず今回はビスコのファインプレーだ。あとはカードさえ引かれなければ……。


    「わたくしがカードを引きますわ！」


    　止やめてェ！


    「……『デモンは大型トラックにはね飛ばされた。……一回休み』。んもう、なんですの！」


    　あったねそんなこと──!!


    　そのとき、遠くから地響きが伝わってきた。


    　これは、これは、ひょっとして本物が……！


    「じゃーん、アクションチップ使いますっ」


    　地響きが消える。ナイスあかりちゃん！


    「そういうのを防ぐならやっぱりこれだよねぇ」


    　あかりちゃんがアクションチップをカードに載せる──。


    　同時に、ぽとり。


    　僕の膝ひざの上になにかが落ちてきた。チェーンのついた、これは。


    「十字架ですっ！」


    　神頼みですか──!!　非常に個人的な事情で僕はこの十字架が大嫌いだからね!?


    「あれ……『信心深くないデモンの祈りは、神に届かなかった』だって……」


    　そして──ゴゴゴゴゴと地鳴りが近づいてきて──。


    



    



    「……ひ、ひど、ひどいよさすが、に、これ……」


    　先ほど、すさまじい衝撃で吹っ飛ばされた僕。


    　みんなはと言えば、僕になにが起きたかもまるで気づかないようにゲームをしている。


    「シュールだ……！」


    　次の瞬間、また同じイスに座っている僕。


    　これはむちゃくちゃだ！　だってまだ痛いのは治らないんだよ！


    　たしかに昔トラックにはね飛ばされたけど、あのときは完治までに一週間もかかったのに！


    　一週間で完治したことがお医者さんに言わせると「奇き跡せき……」らしいけど！


    「次は一回休み……ならばカードを追加で引いて、進む可能性に賭けるべきですわ！」


    　止やめて、エリス！　「カードを引かない」という選択肢も思い出して！


    「うん、引いてもいいよ～」


    　あかりちゃんまで!?


    　そしてエリスが引いたカードは──。


    



    　　　　　　　３


    



    「あれ……どうしたんだろ、これ、ここにみんないたはずなのに？」


    　あかりちゃんがつぶやく。


    「あ……デモンくん？　いたんだ！　よかった～、先に帰っちゃったのかと思ったよ」


    　席を立ち、こちらにやってくるあかりちゃん──それが、つまりカードの結果。


    『デモンは七なな竈かまどあかりと出会う。……六マス進む』


    　そう、あかりちゃんと出会った。


    　僕の人生で一番大事なイベントかもしれない。


    　でもそのイベントが、このゲームではどんなふうに僕の身に降りかかるのかと思えば、あかりちゃんとこの部室でふたりっきりになる──ということだった。


    　まぁ、僕からはエリスやビスコ、それにカルラの姿も見えてるんだけどね。三人は、あかりちゃんの振る舞いに全然気づいてないみたい。


    「あっ、デモンくん……。このゲーム、昨日カルラちゃんが一いつ生しよう懸けん命めい作ってたんだよ」


    「そ、そうなんだ」


    「デモンくんが主人公だなんて、カルラちゃんにすっごく好かれてるんだねぇ」


    「いや、ははは……」


    　絶対嫌われてるよ。間違いないよ。でないとこんな──僕が人間か悪魔かどちらかになってしまうようなゲーム、作るわけもないじゃないか！


    　とはいえ、そのことをあかりちゃんに教えるわけにもいかないんだけどね！


    「……あのさ、デモンくん」


    「なに？」


    　言いにくそうに、あかりちゃんは目を伏せた。


    「……えーっと、そのイスどうしたの？」


    「え？　なんか僕はここに座ってなくちゃいけないみたいで」


    「デモンくん、おでこに傷みたいなのが見えるけど……どうしたの？」


    「えっと、ちょっとぶつかって」


    　大型トラックにね！


    「あの、さ、デモンくん……こんなこと言いたくないんだけど」


    　僕はそのとき気がついた。あかりちゃんの様子がちょっと違うことに。


    「デモンくん、私になにか隠してない？」


    



    



    「七なな竈かまどさん、どうしてそんなところにいらっしゃるの？」


    　エリスの声で我われに返ったあかりちゃんは、


    「あれ？　……なんで私ここにいるんだろ？」


    　周囲を見回すとプレイヤーの席へと戻っていった。


    「…………」


    　僕はと言えば、口をぽっかりと開けたまま、ダラッダラ汗を流していた。


    「あ……」


    　危ねェ────!!


    　バレそうになってるじゃないか！　僕が隠し事してるの!!


    　そりゃそうだよね！　ビスコひとりですら怪しいのに、その妹まで出てくるし、狼男ウルフマンは学校に出現したし、なんかもう僕とかケガの治りが異常に早いし!!


    「次はカルラの番ですね」


    　カルラがサイコロを手にしていた。


    　今でさえ疑われてるのに……もし純正の悪魔になったとしたら、あかりちゃんとどう接したらいいんだ。「僕、悪魔なんだー」って告白したら呆あきれられるかな……。悪魔でもがんばれば、なんとかなるのかな……。


    「……ビスコは──僕が、人間になること、悪魔になること、どっちを望んでるんだろう」


    　そのとき不意に、予感が訪れた。


    　このゲームが終わったらビスコがどこかにいなくなっちゃうんじゃないか──という。


    「ひょっとして……ビスコがした覚悟、って」


    　僕が人間になろうと悪魔になろうと……黒羽家からいなくなること、なんじゃないか？　僕と「血の契けい約やく」をすればカルラの問題は解決する。そうしたら僕を人間界に置いてカルラとともに魔界に帰る。僕が人間のままだとしても、カルラについていてやるために魔界に帰る。そういうことなのか──。


    



    



    「こっちはリードしてるですから、カードは引かないです！」


    　ゲームは着々と進んでいった。もっとも、僕だけは無傷じゃ済まなかったけど。


    



    『デモンは、近所の犬に追い回される。……一マス戻る』


    　　　　　　↓


    　あかりちゃん「犬に追い回されたらきっと疲れちゃうから、元気にしてあげなきゃねぇ」


    　　　　　　↓


    　アクションチップ「ニンニク」。


    　　　　　　↓


    　ニンニクで埋め尽くされて窒ちつ息そくしそうな僕。三マス戻る。


    



    　大体、こんな感じ……。


    　ステージが「東とう鈴りん中学校」に来たときには、悪魔チームが人間チームを離して先行していた。なんていうか、あかりちゃんはやたらとサイコロの引きが強いんだけど、エリスが足を引っ張っているというか、不幸の女神が憑ついているというか……。


    　負けを取り戻そうとカードを二枚引くものだから、そこでも不幸が重なり（僕の身に降りかかる不幸も重なり）差はますます広がった。


    「さあ、わたくしがカードを引きますわ！」


    「あ、あの、ブリュンヒルドさん……カードには悪いことが書いてあることも多いから、気をつけたほうがいい、かも？」


    　さっきから悪いカードばかりを引くエリスに、あかりちゃんがそれとなく忠ちゆう告こくする。


    「むう、それでは七なな竈かまどさんに免じて……」


    　僕はほっと胸をなで下ろした。


    「引くのは一枚だけにしておきますわ」


    　だから止やめて!?


    「てやぁっ！」


    　ぺらりとめくった一枚を見て、エリスの顔が──一瞬で赤くなった。


    「……これは、必ず読み上げないといけないものですの……？」


    　突然の物言いに、カルラが不思議そうに答えた。


    「別に読まなくてもいいです。コマが進むか退ひくかの結果は、口にしないといけないです」


    「そう、ですの。結果は三マス進む、ですわ……」


    　な、なんだ。三マス進む、ってことは、いいことなんじゃないの？　でも、エリスが言いたくない、って一体なにが……。


    　エリスがカードを伏せたとき、なにかが起きたらしい。


    「……デモン、そこにいましたか」


    　エリスは僕に気がついた。さっきのあかりちゃんみたいに、エリスに関わることだったみたい。


    「う、うん、さっきから……っていうかカードの中身は──わっ!?」


    　エリスが肩を怒いからせてつかつかとこちらへ歩いてくる。


    「な、な、なにっ、ごめんなさい、ごめんなさい！」


    　退魔士エクソシストの悪口でも書いてあったのかもしれない！　でも僕、別に退魔士エクソシストに悪い感情なんて持ってないんだけど──。


    「……見た、から、三マス進む」


    「…………え？」


    「……デモン、あなたという人は！」


    「ぶほっ！」


    　いつの間にか、ひっぱたかれていた。なに!?　なんなの!?


    「わ、わっ、わっ、わたくしのっ」


    　ほおに手を当てて見上げた僕。エリスが真っ赤になって、声を震ふるわせている。


    「わたくしのっ、パ、パ、パン、ツ──を見たから、三マス進むそうですわ！」


    「えええええええええええ!?」


    　あ、いや、でも、たしかにあったねそんなこと──!!


    「信じられない変態ですわ！　わたくし、あなたのことを見み損そこないましたことよ！」


    「あの、でも、カードの内容は僕が作ったわけじゃ──って」


    「あなたは悪魔にしては、その、ちょっとはまともかもしれない、と。それは婚約がどうのということではなくて、狼男ウルフマンのときには助けてくださいましたし、そういうところは」


    「あの……エリス？」


    「そういうところは、なんと申しましょうか、あなたも……その、男らしいというか、こう」


    「エリスさん？」


    「お、女の心をくすぐるというか、そんな部分もあったのに」


    「エリス！」


    　僕が大きい声を出すと、びくりとしてエリスが口をつぐむ。


    「エリス……あのさ」


    　見つめ合う、僕たち。


    「……あの」


    　僕は指さした。


    「……君、なんかスカート持ち上げてパンツをこっちに見せようとしてるんだけど……」


    「はぁ!?」


    　エリス自身が、両手でスカートの裾すそをつかみ、そろそろとめくり上げているのだった。今やもう太もものずいぶん上のほうまで見えていて、あと少しで、見え……、


    「────ぃっ」


    　エリスが小さい声で叫ぶ。


    「──や、ですわ……これ、どうなってますの……力が、力がっ、入りませんわ……」


    　さっきとは違う意味で、さっきよりもずっと顔を真っ赤にするエリス。目の端に涙を浮かべて、肩を震ふるわせているのは必死に抵抗しているのだろうけれど、魔力のせいなのか、スカートはじりじりと持ち上がっていく。


    「む、無理して僕に見せなくても……」


    「見せたいわけがないでしょう!?」


    「ご、ごめん、違った、目を閉じてるから！　見せる真ま似ねをしたら解放されるだろうし」


    「わ、わかりましたわ！　きっとですのよ！」


    「……あれ」


    「…………」


    「…………あれ？」


    「………………どうしてさっきよりもまじまじとこっちを見ていますの!?」


    「ごめんなさい!?　僕も目を閉じようとしているのに、閉じないんだ!!」


    「ウソですわ！　そうやって、わ、わたくしの、パン、ツ、を……見たいのでしょう」


    「違うよ、ほんとに、違う──」


    「う、ううぅ、うぅ……」
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    　エリスが真っ赤な顔を背そむけて、目をぎゅっと閉じ、歯を食いしばっている。


    　もうスカートはめいっぱいだ。この段階でパンツが見えていないというほうが驚きだ。ああ、エリスは脚が長いから……ってそうじゃなくて！


    「くそ、どうしてこんなゲームを──」


    　こちらを見ているカルラに気がついた。内容を知っているのか──あるいはただ想像しただけなのか、にやけながらこっちを見ている。


    「────」


    　身体中の血が、一瞬、逆流したみたいだった。


    「──カルラ」


    　心の奥底で、僕の知らない僕が叫ぶ。


    「僕が傷ついて笑われても構わない。でも僕の仲間が傷つけられるのは、許さないぞ……！」


    



    　どくんっ。


    　脳の中心が白くとろけそうな感覚。


    　身体を生暖かい気流が包み込み──。


    



    「──あら？　ど、どうなってますの……身体が、軽くなりましたわ……」


    「も、もう目を開けてもいい？」


    「あ──平気、ですわ……」


    　目を開くと、ばつが悪そうに唇くちびるをとがらせているエリスがいた。


    「……今、あなたの中の、悪魔の力を解放しましたのね」


    「……ごめん。ほんのちょびっとだけなんだけど、それでゲームにかけられてる魔力を緩ゆるませたというか……」


    「イヤならば、その魔力でゲームを中断してはいかが？」


    　そうか、その手があるのか！　と思ったけど、


    「──あれ……なんだか、うまくいかないみたい」


    「どうしてですの」


    「僕の力、って……なんか、自分のためには使えないみたいで。この間みたいに狼男ウルフマンにみんなが襲われたり、今みたいにエリスがピンチになったりしないと発動できない──」


    「ピ、ピンチなんかじゃありませんわ！　──結果的に、み、見てしまったのでしょう？」


    　僕は強烈に首を横に振った。


    「見てないよ！」


    「ほんとうでしょうか？」


    「ほんとうに！」


    「そうですか……」


    　ほっとしたようにエリスは怒いからせた肩をおろす。


    「わたくしが、あんな色の下着を着けていたから、デモンはがっかりされたかと……」


    「そんなことないよ！　ピンクならふつうにかわいい──あ」


    　うわーい、エリスがすっごくさわやかな笑顔でこっちを見てるよー。言葉の罠わなをしかけた人とは思えないくらいに満面の笑顔だよー。


    「不可抗力だよ！　少しだけ間に合わなかっ──ヒッ!?」


    　エリスが右手を振りかぶり、僕はあわてて頭を抱かかえる。


    「……？」


    　けれど、いつまで経っても右手は降りてこない。


    　おそるおそる目を開けると、エリスは腕を組んでそっぽを向いていた。


    「……デモンは、わたくしのために必死になってくれましたわ……だから、許してあげます」


    「え？　え、っと……ありが、とう？」


    　そしてその時点でカードの効果が切れた。


    「──あ、ゲームに戻らないと、ですわっ」


    　瞬間、プレイヤーの席に戻るエリス。


    「……殴なぐられたほうが、よかったのかな」


    　殴られて、今見た記憶を飛ばしてもらったほうがよかったりして……はは。


    　だって、あんなの間近で見ちゃったら思い出して寝不足になりそうだよ！
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    　ゲームは終盤を迎えていた。さっきまでの悪魔チームのリードはそのままで、残りのマスは十マス。対する人間チームは、残り二十くらいだろうか。


    　まぁ……それまでにもいろいろなカードが引かれたんだけど（主にエリスによって）。もちろん狼男ウルフマンも出てきたし、ビスコや、カルラまで登場するようになった。


    　カルラが登場したということは、「現在」にまで時間が進んだ、ということだ。


    「てやぁっ！」


    　エリスが気合いとともにサイコロを振る──ああ、やっぱり「一」だ！


    「…………」


    　信じられないという目でエリスがサイコロをにらむ。


    　すさまじいまでの、不幸の女神っぷり。


    　下へ手たをしたら次のサイコロとカードで、カルラたちがゴールしてしまう。そうなれば僕は悪魔になる──。


    「僕は……悪魔になるのか」


    　イヤだ、という気持ちはそんなにない。でも、なりたいともけっして思わない。


    　逆に人間に……人間になれれば、毎日がずっと楽になるはず。だってここは人間界なんだ。魔界じゃない。だから、どうせどちらかが勝つなら人間側に……。


    「────」


    　ビスコの視線を感じた。なにか言いたげな目。


    　僕が悪魔になろうと、人間になろうと、ほんとうに君は黒くろ羽ば家けからいなくなっちゃうんだろうか……。


    「……使い魔のくせに」


    　僕はつぶやいていた。


    「うちの使い魔のくせに、勝手に家を出ちゃうのかよ……」


    　僕の声は届いていないだろう。でも、ビスコの口が小さく動いた。


    「ごめんな」


    　と言っているみたいに見えて──僕の心に、ちくりと、トゲが刺さった。


    「よしっ！」


    　そこへ、あかりちゃんが声を上げた。


    「じゃあ、一発逆転を狙ねらって二枚カードを引くねっ」


    「それしか手はありませんわ！　わたくしだって無む益えきな殺せつ生しようをしたくありませんもの……」


    　エリスが賛同す……え、無益な殺生？


    　僕はエリスの制服、内ポケットが妙にふくらんでいることに気がついた。


    　ああ、あれはリボルバーの……って僕、悪魔になったら撃たれるの!?


    「これとこれを引くねっ」


    　あかりちゃんが二枚を手にしていた。


    　その二枚に、僕の運命とか──なんかたくさんのものが詰まっている気がする!!


    　あかりちゃんが読み上げようとして、止まった。


    「ん～？」


    　エリスと、カルラと、ビスコと、もちろん僕もその様子を注目している。


    「なんだか変な内容だねっ。読んでみるよ？」


    　そしてあかりちゃんは言った。


    「『扉を抜け、巨大な悪魔が人間界に降り立つ。そしてデモンの町を襲うだろう。……サイコロをもう一度振り、奇数が出れば人間は五マス進み、偶数が出れば悪魔は五マス進む』」
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    　教室は、突然暗くなった。


    　バキンッ、と、金属プレートがへし折れるような音が遠くから響いた。


    　カードを見つめるあかりちゃん以外の僕ら四名は、ただ一点を見ていた。


    　窓の外、グラウンドの上。


    　邪じや悪あくな黒い雲が渦うずを巻いている。


    　黒い稲いな妻ずまが渦の中で発生している。


    　渦の中央から、黒い──巨大な影がずるりと降りてくる。


    　しっぽ、かぎ爪、うねるような胴体、翼、たてがみ、牙きば──。


    　そいつは、俗に言う「ドラゴン」というやつだ。


    「あれぇ？」


    　あかりちゃんが異変に気がつき、振り返る直前、


    「ィィィァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」


    　影のドラゴンは一声いななくと、周囲を闇やみに包み込み、大きく羽ばたいた。


    　しばらくして、闇が、溶け出すように消えていく。


    　そこにはもとのとおりの空が広がっていた。


    「なんだろうねぇ～、稲光？　夕立かな？」


    　影を見なかったあかりちゃんが立ち上がり、窓まど際ぎわに立つ。


    　グラウンドではほぼすべての生徒たちが、空を指さしていた。


    「──カルラ！　あれ、消せるのか。消せるんだろ」


    　鋭い声でビスコが言うと、呆ぼう然ぜんとしていたカルラはびくんと反応した。


    「……だ、ダメです。消えないです。ゲームで召しよう喚かんされたものは──過去のものは幻影ですが、これは『現在』のものです。デモンがそれを経験しないことには消えないです」


    「経験？」


    「デモンはずっと、カードの内容を経験しているです。それは過去のことです。今現れたのは過去の少し先を行く現在と未来の中間──」


    「──すなわち、町が襲われないことには消えない、ということですのね？」


    　その言葉のあとを引き取ってエリスが言いながら、立ち上がる。


    「一時休戦ですわ」


    「──なっ、そんなわけにはいかないです！　あとちょっとでカルラたちの勝ちですのに！」


    「カルラ、あいつを放っておくわけにはいかない」


    　ビスコにまで言われ、カルラは眉み間けんにしわを寄せ、うつむいた。


    「……あいつを倒したら、再開するですか」


    「ああ」


    「絶対に絶対です」


    「ああ」


    「……じゃあ、ゲームをいったん中止するです」


    　カルラが言うと同時に、僕の身体が宙に浮いた──じゃなかった。僕の座っていたイスが消え、その場に尻しり餅もちをついた。


    「……あいつを倒したら、ですか。倒せるのかどうか怪しいところですわね」


    　エリスはそんな言葉を残して出て行った。


    「カルラ、あたしたちも行くよ」


    「…………」


    　ビスコに手をつかまれ、いやいやながら引っ張られていくカルラ。


    「ビスコ、僕も！」


    「デモンはここにいて」


    　ビスコは窓まど際ぎわに視線を向けた。そこにいるのは、あかりちゃんだ。


    　あかりちゃんを守れ、ということなんだろうか。


    「僕も、あとで追いかけるよ」


    　ビスコは難しい顔をしていたけれど、ふっ、と少し笑ってから部室を出て行った。


    「ん～今の、なんだったんだろうねぇ？　──あれ、みんなどこに行っちゃったの？」


    「あ、な、なんか、急用で……ゲームは中止だって」


    「そうなのかぁ。まぁ、なんだかデモンくんのことばっかり出てくるゲームだったね」


    「う、うん。それじゃ、僕らも今日は帰らない？」


    「そうしよっか」


    　あかりちゃんは自分のバッグを取りに行った。


    「……ん」


    　僕はふと、机の上に置かれたカードに気がついた。


    　それはあかりちゃんが引いた、二枚のカードのうち、二枚目だった。


    



    『デモンは、扉を開く者と口づけを交わす。……五マス進む』


    



    「……デモンくん？」


    「ハッ」


    　あ、危ない。これ、そのままゲームを続けてたら……実際に起きていたってこと!?


    　この、「扉を開く者」って……魔界と人間界をつなぐ扉を開く者のこと、かな？


    「ん？」


    　きょとんとした顔でこっちを見ている、あかりちゃん。


    　あかりちゃんと僕が口づけ──き、キスするってこと!?


    　まさか、まさか、いやーははは、まさかねぇ。大体、僕なんて一度もそういうのしたことないのに……。


    「じ、じゃあ、あかりちゃん、帰ろうか」


    「うん──あのね、デモンくん」


    「なに？」


    「『扉を開く者』って誰だろうねぇ」


    「ブヒッ」


    　予想外！　予想外の質問!!


    　そうだよね、あかりちゃんもカードの中身を見てるよね!!


    「誰だろうねぇ、あはは、想像もつかないやー」


    　すごい棒読みだよ僕！


    「……デモンくん、今、カード見た？」


    「あ、う、うん、見たような、見てないような……」


    「そっか……」


    　なんだか、悲しそうな顔をするあかりちゃん。


    「あの──あかりちゃん、どうかした？」


    「……ブリュンヒルドさんやビスコちゃんは知ってて、私だけ知らない秘密みたいなのがあるのかな、って……」


    「ぴ……」


    　ピンポォォン！　大正解!!


    　そこまで、そこまでバレてたのか！


    「ふたりのうちどっちかが、その、『扉を開く者』……だったりね？」


    「い、いや！　違うよ、違う！」


    　あなたです！


    「あ、ごめんっ、変なこと言っちゃったっ。別に私がそんなこと聞ける権利なんてないのにね……。ただ、なんていうか、ずっとデモンくんとは一緒だったから──私、デモンくんのこと全部知った気になってたのかも……？　こういうのってちょっとうざったいよね」


    「そ、そ、そ、そんなことっ！」


    　あるわけないよ！　むしろあかりちゃんに構ってもらえるなんて最高だよ！


    「今日はもう帰ろっ」


    　くるっと身を翻ひるがえして教室を出て行こうとするあかりちゃん。


    「あ……あかりちゃん！」


    　このまま、変な誤解を持たれたままなのはイヤだ！


    　あわてて手を伸ばす僕。


    「あっ」


    　そんなことで頭がいっぱいだったからだ。


    　僕は結構強い力であかりちゃんの肘ひじをつかんでしまい。


    「──あれっ？」


    　足を滑らせたあかりちゃんがそのまま床に向かう。


    　なにも考えずに、僕の身体が動いていた──守らなきゃ、という思いだけで。


    　あかりちゃんを抱かかえるようにして、僕の身体が下。床に激突する。


    　だけど、背中に走る衝撃──よりも、すさまじい衝撃が目の前に迫っていた。


    　倒れた上に、あかりちゃんが落ちてきて。


    　あかりちゃんの顔──目が、すぐ、す、すぐ、そこにあって。


    「あ────」


    　それは、僕が、僕の唇くちびるが、生まれて初めて経験する、柔やわらかな感触。


    　感触が、いつも僕が食らう電流とはまったく違う、甘やかな電気となって身体を駈けめぐっていった。
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    「────」


    　時間が止まったみたいだった。


    　ほんの、一秒にも満たない時間のはずなのに。


    　今、起きていることが。


    　今、起きているハプニングが。


    　全然信じられなくて──。


    　それはきっと、唇くちびると、唇が触れ合って発動する魔法みたいなもので。


    「──ひぁっ」


    　あかりちゃんが先に我われに返り、身を起こす。


    　僕はその場から立ち上がるどころか、身動きひとつとれないまま、半身を起こしたあかりちゃんを見つめていたわけで。


    「…………」


    　あかりちゃんは、びっくりするくらい顔を真っ赤にしていた。


    　そして自分の唇に、指先を当てている。


    「……ご、ご、ご」


    　僕ののどの奥に、言葉が引っかかって出てこない。


    「ごめんあさぁぃ！　あの、僕そんなつもりじゃ──」


    「────」


    　あかりちゃんは、ぱっと立ち上がると僕に背を向けた。


    「ほ、ほんとうに、わざとじゃないんですぅ」


    　立ち上がろうとした僕は、膝ひざに力が入らなくてその場にまた転びそうになった。身体中が熱くて、もう、どうにかなっちゃいそうだ。


    　だって、あかりちゃんと僕が偶然であれ、き、き、キスを……。


    「あ、そ、そう、これは、事故だから、あの、ほんとうに怒らないで……ごめん、なさいぃ」


    「……事故」


    　こちらに背を向けたあかりちゃんが、ぽつりと言った。


    「事故だったら……他のみんなには言えないね？」


    「う、うん」


    　もちろん言えるわけもない。もしこれがビスコあたりに知れたら、僕は本気で殺されるか、ぎりぎり死ぬか生きてるかくらいに痛めつけられそうだし。


    「それじゃあ」


    　振り返ったあかりちゃんは──笑っていた。


    「デモンくんと私にも、ふたりだけの秘密ができたねっ」


    　はにかんで。


    　人差し指を唇くちびるの前に立てると、


    「誰にも言っちゃやだよ……？」


    　あかりちゃんは僕の横をすり抜けて、小走りに廊下へ出て行った。


    「……あ」


    　僕は──なんていうか。


    　なんていうか。


    　撃ち抜かれた。


    　胸のど真ん中をぶち抜かれてしまった──。


    「あああああああああぁぁぁぁぁぁぁ」


    　膝ひざから崩れてその場に溶けてしまいそうだった。あかりちゃんのためなら三十回くらいは死んでもいいと思った。


    



    　　　　　　　２


    



    　帰りの間、ほとんどなにも話せなかった──当たり前だよ！　事故とはいえ、あんなことがあったあとに小こ粋いきなジョークをかませるほうがどうかしてるよ！


    　家のそば、郵便ポストの前であかりちゃんと別れた。ここまで送れば、危険はないだろう。


    「また明日ねっ」


    　夕日を浴びて、小さく手を振るあかりちゃんは、いつものあかりちゃんに見えるのだけれど──僕としてはいつもと同じように接することができない！


    　なんとか手を振って返す。


    「はぁ……こういうのって、女の子のほうが平気なのかな……」


    　ため息ひとつ。うれしい──すさまじくうれしいハプニングなのに。なぜか、ため息。


    「……そうだ、こうしちゃいられない」


    　三人はあのドラゴンを追っているんだ。学校にいる間は切っている携帯電話の電源を入れた。


    　入れた途端、着信。


    　着信音は、本人の強い要望により「ワルキューレの騎行」──エリスだ。


    「もしも──」


    「今どこにいますの!?」


    　せっぱ詰まっている声。なにか、あったのか？


    「家のそばだよ」


    「よかった、今そちらへ向かってますのよ！　あ、いた──」


    　曲がり角の向こうにエリス──と、カルラが並んで歩いていた。


    　ビスコもいた。だけれど、エリスが肩を貸してようやく歩いているといったふうだ。


    「どうしたの!?」


    　僕が駈け寄る。ビスコはすごく苦しそうに顔をゆがめ、額ひたいには汗がふつふつと浮いていた。


    「どうもこうもありませんわ」


    　エリスが苦にが々にがしげに言う。その雰ふん囲い気きを察して、僕がビスコに肩を貸す──重い。重いということは、ビスコがちゃんと歩けていないってことだ。


    「とにかく家に運ぼう」


    



    



    　ビスコを、自分の部屋のベッドに寝かす。そのベッドから少し離れたところで、今にも泣きそうな顔でカルラが言った。


    「全部……全部カルラが悪いですっ！　カルラが、カルラがあんなゲーム作らなければ──お姉ちゃんがこんな目に遭あうなんて、カルラは悪い子です！　カルラが、カルラがいなければ、カルラがお姉ちゃんの妹じゃなければ」


    　僕は彼女の肩をつかむ。


    「カルラ……落ち着いて話して。どうしたの」


    「……お姉ちゃんは、カルラをかばったです」


    　そこへエリスが言葉をかぶせる。


    「わたくしたちは二手にわかれてドラゴンを追つい跡せきしていましたの。ドラゴンは高い空を飛んでいましたから、気づいた人間はほとんどいないでしょう。──ちなみに、中学校には退魔士エクソシストの仲間を通じて人を向かわせましたわ。映画の撮影で間違えて花火を出したとか、科学の実験とか、そんなところで説明をさせると思いますわ」


    　僕はうなずいた。さすがにあんな悪魔がいると広まったら大混乱だし。


    「ドラゴンはどこへ？」


    「大きくて、広くて、噴水のある公園でしたわ」


    　市民公園だ。この一週間はたしか、庭園の手入れとかですべて閉め切っているはずだ。


    「……カルラ、ドラゴンを追い詰めました。お姉ちゃんの前だから張り切ったですが……」


    　カルラはドラゴンの前で思いっきりけつまずいたらしい。そしてドラゴンが襲いかかってきて──ビスコが身体を張って、カルラをかばった。


    「……それで苦しんでるのか」


    　外傷は特に見えない。服の下に傷があるのだろうか？　カルラが見ようとしたけれど、ビスコがかたくなに拒こばんだらしい。どうやらカルラはそれすらも、ビスコが自分を拒絶しているのだと考えている。


    「……デモン」


    　かすれた声が聞こえた。


    「ビスコ？」


    「あ。ああ……ここ、家か？　──くそ、しくじった」


    「どこが痛い？　大丈夫？　どうして欲しい？」


    「……デモン、ひとりでどうこうしようとか思うなよ。気に食わないけど……あの化け物、退魔士エクソシストたちに任せておけ」


    　苦しそうに薄く目を開けると、ビスコは言った。


    「カルラはいるの？」


    「…………」


    　カルラがおびえたようにビスコを見つめている。


    「いるよ、ここに」


    　僕はカルラの背を押した。カルラはおずおずとビスコのすぐそばに近寄った。


    「カルラ……あたしからひとつ頼みがある」


    　ビスコは、カルラに気がつくとそう言った。


    「なん、ですか」


    「聞いてくれるか？」


    「聞く、です。カルラ……消えろ、って言われれば消える、です……」


    　消え入りそうな声だった。


    「……あのな、カルラ……あのゲーム、もうちょっとで終わるだろ」


    「はい、です」


    　いきなりゲームの話になり、僕とエリスは視線を交わした。


    「……ドラゴンの件が片づいたら、最後までやろう。んで……デモンを人間にしてやれ」


    「え!?」


    　僕は思わず声を上げていた。


    「あたしは……この世界にいちゃいけないんだろうね。今さらながら思った……。デモンを人間にしてやる。それで、カルラ、あたしと一緒に魔界に帰ろう。ネクロマンサーの件は、あんたがネクロマンサーになりたくないのなら、どうにかしてやる」


    「…………」


    「はは、こう見えても、あたしは情報通だから……その方法を探すことくらいわけないさ」


    「…………」


    　カルラは、答えなかった。


    「……あたし、少し眠ったほうがいいかもしれない」


    　ビスコがつぶやいた。


    　ビスコをひとり残して、僕らは部屋の外へ出た。


    　荒い、苦しそうなビスコの息が聞こえていた。


    



    



    「……エリス」


    　一階に降りてから、僕は言った。


    「退魔士エクソシストは、あのドラゴン退治に動くのかな」


    「ええ、もちろんですわ。今ごろ、仲間に緊急招集がかかっているはずですわ」


    　僕はうなずいた。


    「じゃあ退魔士エクソシストたちが来るまでに、あのドラゴンとかいうの、せめて一発は殴なぐってくる」


    「……はぁ!?」


    「ビスコがやられて、このまま放っておくわけになんていかないし。──ねえ、カルラ」


    　驚いたようにカルラが僕を見上げた。けれど、こくり、と小さくうなずいた。


    「カルラも、お姉ちゃんの仇かたきを……討うつです！」


    「まぁ、まだビスコは死んでないけど。じゃあ、場所案内してくれる？」


    「わかったです」


    「ちょ、ちょ、ちょっとお待ちになって。本気ですの？」


    　エリスの問いに、僕もカルラもうなずいた。


    「あれほどの巨大悪魔をたったふたりでなんて──無茶を通り越して無む謀ぼうですわ」


    「ごめん、わかってるつもりだよ」


    「わかっていませんわ！　わかっているなら、そんな真ま似ねできるはずが」


    　僕は両手を開いて、エリスを止めた。


    「エリス。僕がこれから人間になるのか、悪魔になるのか、そんなことの前に……ビスコはね、ただの使い魔じゃない。家族なんだ。たとえドラゴンのことが片づいたあと、魔界に家出するなんて言われたとしてもさ」


    　苦しんでいるビスコの顔が、目に浮かんだ。


    「大切な悪魔ひとなんだ。家族がやられて黙っているわけにはいかないよ」


    「カルラのほうがお姉ちゃんを大事に思ってるです！」


    「はは、そうだね。だから──行ってくる」


    「……デモン、あなたは」


    　エリスは言いかけて、一度口をつぐむ。


    　それから気を取り直したように言い直す。


    「わたくしは退魔士エクソシストですわ。それをわかっていらっしゃるの？」


    「……うん」


    　わかっている。エリスが僕らを止めようとするだろうことも。


    　でも──それでも、僕は行きたいと思った。


    「……わかりましたわ」


    「え、わかってくれたの？」


    「ええ。でも、悪魔退治を素人しろうとに任せるわけにはいきません。……ですから、わたくしもついていきますわ。あの淫魔サキユバスなどこれっぽっちも好きではありませんし、ドラゴンにやられていい気味だとは存じますが、一応半分人間であるデモンがケガをされるのは困りますから」


    　僕とカルラは顔を見合わせる。


    「ついてきたいならついてきてもいいです」


    「ほんとう、かわいげのないおっしゃり方ですわ」


    「はは、まぁまぁ」


    　僕はふたりの間に入る。


    「エリス」


    「なんですの」


    　腕を組み、つんとすました彼女の横顔に、僕は言った。


    「ありがとう。心強いよ」


    「────」


    　ぱちり、と目を開けたエリス。


    「ま、ま、ま、まぁわたくしのように第一級の退魔士エクソシストが味方なら、あ、あなた方もさぞかし心強いという気持ちはよくわかりますけれど、わ、わたくしはお礼を言われたいがために、そんな、協力をするということでもありませんし」


    「──早く行くです。カルラ、もう靴くつ履はいたです」


    「うん、ちょっと待ってね。エリスが今独り言言ってるから」


    「独り言!?」


    　こうして僕ら三人は、黒くろ羽ば家けを出た。
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    　外はすっかり暗くなっていた。


    　市民公園内は、工事中とはいいながらもいくらか外灯が点ともっていた。僕らは入り口、閉じられた門もん扉ぴを乗り越えて中に入る。


    「デモン、これを渡しておくです」


    　カルラはポーチをごそごそとやりだした。


    「ちょっと前にカルラが発明した、対大悪魔用特殊装甲兵器があるです」


    「──対大悪魔用」


    「特殊装甲兵器ッ!?」


    　僕だけじゃなく、エリスも反応した。


    　カルラがポーチから引き抜いたそれは──。


    　長さは一メートル半ほど、鋼はがね色をしており、手元にはグリップがついている──うん……どうやったらこんな長さのものがカルラのポーチに入るんだろうね……。


    「その名も」


    　細身。あちこちに凹おう凸とつがあり、先っぽは若じやつ干かん曲がっている。


    「『テツパイープ』です！」


    「鉄パイプだよね!?　ただの!!」


    「この『テツパイープ』で後頭部を強打すれば、どんな悪魔もイチコロです！」


    「後頭部を強打したら大体イチコロだと思うけど!!」


    　ぽん、と肩に手を置かれた。振り返ると笑顔のエリス。


    「クールな武器ですわ」


    　ウソだ！　心の中じゃ「所しよ詮せん悪魔の知恵なんてこんなものですわ」とか、せせら笑っているに違いない！


    「──────ォォァアオオオオオオオ……………………」


    　そのとき、離れた場所で遠吠えが聞こえた。


    　犬……じゃないだろう、ドラゴンだ。


    「いる、です」


    　カルラが言う。


    「うん、みんな気をつけて行こう」


    　僕はテツパイー……鉄パイプを握りしめた。


    「いざドラゴン退治──ですわっ！」


    　エリスが、いつの間にか取り出したレーヴァ……棒を、びゅんっ、と振った。
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    　黒い影は、遠くから見ると、ああ、なんだこんな程度か……と思えるくらいの大きさ。


    　だけれど近寄っていくにしたがって、僕は自分の見込み違いを思い知らされた。


    　そいつは、中央広場、花壇や噴水のあるレンガ造りの地面に立っていた。


    　見上げれば学校の建物よりも高く、翼を広げると瞬またたく星が次々に隠れる。


    　てっぺんに、くすぶるような赤は──おそらく、瞳ひとみ。


    　実体は、影のせいかよく見えない。だけれどシルエットは完全に竜だった。


    「で、で、で、でかっ……」


    　正直、ここまで大きいとは思ってなかった。僕が握る鉄パイプの先が細かに震ふるえる。


    　無理だ、無理。退治は無理。最初言ったとおり、一発殴なぐるくらいが関せきの山やま──ごめん、ビスコ！　仇かたき討うちはできないかも！


    　でも大きすぎるだけに、僕らにはまだ気がついていない。


    　これだけは、チャンスだ。


    「ね、ねぇ、ふたりとも、ここは不意討ちにしないか。見てのとおりあいつはまだ僕たちに気がついていない。後ろから忍び寄って」


    「やい、このドラゴンです！」


    「退魔士エクソシストエリス、ここに参さん上じようですわっ！」


    　僕を十メートルくらい置き去りにして、ふたりがドラゴンに名乗りを上げる。


    「忍び寄っ……」


    　ええええええええぇぇぇ。


    　ドラゴンの赤い目がこちらをじろりとにらむ。


    「………………ゥゥウゥウウウウウウ」


    　のどの奥でごろごろと鳴くような。


    「あ、あの、ふたりとも、ほら、刺激し過ぎると厄やつ介かいだから、ほら、ここは逃げる──じゃない、戦略的、戦略的にね!?」


    「このドラゴンがっ、です！　細こま切ぎれにして博物館に展示して来館者の目を楽しませたあとにスタッフが美お味いしくいただいてやるです！」


    「意味わからないよ!?」


    「月のない夜に悪魔の遠吠え──助けを呼ぶ人の声、あり……わたくしの剣技に酔いしれるがいいですわっ！」


    「カッコつけてるのかもしれないけどさっぱり意味不明だからね!?」


    「ゥアアアアアアアァァァァァァッツ!!」


    　咆ほう吼こうが響き渡る。空気に亀き裂れつでも入ったように、僕の肌が、びしびしと振動を感じる。


    　翼を大きく広げる。


    　ドラゴンが、こちらへ走ってくる──。


    



    



    「左右に展開ですわっ！」


    　エリスの言葉よりも前に、すでにカルラが左へ走っていた。


    「え？　え？」


    　エリスが右に逃げるので、どっちに逃げていいのかわからない僕。


    「あ──わあああっ!?」


    　目の前には黒い巨影。


    　転げるように逃げる僕。振り下ろされたかぎ爪が、つい今まで僕のいた場所を切り裂く。


    　翼が震ふるえ、つむじ風が巻き起こる。


    「ああああっ!?」


    　僕の身体がふわりと浮いた。


    　花壇の横をごろごろと転げていく。


    「デモン!?」


    　転んだけれど痛みは薄い。服が汚れたくらい。


    　鉄パイプを杖つえのようにして立ち上がる。


    「く──エリス、前！」


    　ドラゴンが前まえ屈かがみのまま、こちらに首を向ける。


    　大きく開かれた口──ドラゴンと言えばやっぱり。


    「炎の息吹ドラゴンブレスですわっ！」


    　エリスと僕は左右にそれぞれ逃げる。


    　ドラゴンの口から炎が噴出。地面を一直線に這はっていく──真昼のように明るくなる。


    「エリス！」
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    「問題ありませんわっ！」


    　火が消えると、辺りはまたも暗くなる。


    　僕はドラゴンからあわてて距離をとる。近づけばかぎ爪、翼の起こす風。ちょっと離れるくらいだと炎の息吹ドラゴンブレス──これじゃあ、


    「近寄ることすら難しいです」


    　僕の横にカルラが立っていた。


    「だからカルラは言ったです。背後から忍び寄り、対大悪魔用特殊装甲兵器『テツパイープ』で一撃を加えれば倒せたのに……と」


    「言ってないよね!?　むしろ気づくようにし向けてたよね!?」


    「やっぱり逃げるしかないですか……」


    　カルラの声が、しょんぼりしていた。


    「お姉ちゃんの仇かたきを討うつなんて偉そうなこと言っても……カルラにできることなんて、ほとんどないですからね……」


    「…………」


    　僕は──カルラの頭に、ぽん、と手を載のせた。


    「せめて一発殴なぐる。そのために来たんだ」


    「────」


    　カルラは僕を見上げ、それからパーカーのフードをぎゅっと目ま深ぶかにかぶると、


    「……はいです」


    　と言った。


    　うん、それでいい。僕だってできることなんてほとんどないけど、それでもビスコのためになにかしたい気持ちは変わらない。


    「……デモン」


    「ん？」


    「お姉ちゃんが言ったとおり、あのゲーム……結末は……人間か悪魔、お前に選ばせてやるです。ゲームは運ですが、それくらいなんとかしてみせるです」


    「……でも、それじゃ」


    「お前が悪魔になれば、カルラと……その、『血の契けい約やく』をしてネクロマンサーを辞められると思ってました。そうすればお姉ちゃんと一緒にいられる、って。けど、デモンが人間になりたいのならそれでもいいです。お姉ちゃんは人間界に残りたいはずですから、カルラはこっそり魔界に帰るです。ネクロマンサーはネクロマンサーらしく集団で暮らし、サキュバスはサキュバスらしく好きな男と一緒に暮らす……それがいいです」


    「で、でも他にもなにか方法が──ん、サキュバスってビスコ？　好きな男って？」


    　カルラが首を横に振った。


    「……鈍にぶい男は嫌いです。とにかく、ビスコお姉ちゃんは人間界にいるのがいいです。お姉ちゃんは……カルラがお姉ちゃんにべったりだから、離ればなれになる日が来てカルラがわんわん泣くのがイヤだったんだと思うですし」


    「────」


    　違う。


    　それは違うよ。


    　ビスコが人間界に来た理由は──別れるのがつらいから。たしかにそう。でもそれは、ビスコ自身がつらいからだ。それだけ、ビスコはカルラのことを思ってるのに──。


    「カルラ、ねえ、もっといい解決方法がある、あるはずだよ」


    「でも、カルラの成人はもうすぐです！」


    「それでも！　考えることはできるじゃないか！」


    「────」


    　カルラが僕を見つめる。


    「きゃぁあああっ!!」


    　そのとき、叫び声が響いた。
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    「エリス!?」


    　それはエリスがドラゴンの背後に回ったあとのこと。


    　ドラゴンのしっぽがまるでムチのように、しなった。


    　エリスは巻き込まれたのだろう──あるいは、直撃したか──叫び声。


    　ドラゴンの陰だから、エリスの姿は見えない。


    「──────ィィィァァァアアアアアアアアアアアッッツ!!」


    　雄お叫たけびを上げるドラゴン。


    　エリスはどうなった!?


    「エリス!!」


    　あんな巨体の攻撃を食らったら、どうなるんだ！


    　エリスは僕と違って、ただの人間。


    　悪魔は人間よりも力が強い。


    　エリスの身体は──。


    　イヤな予感を裏づけるかのように、エリスからの返事はない。


    「……あの退魔士エクソシスト、もしかしたら」


    　カルラがぽつりとつぶやいた。


    　もしかしたら、エリスは。


    　エリスは──。


    「お前……」


    　僕の身体が熱くなる。熱くて、熱くて、燃え出しそうなくらいに──。


    　こいつ、もし、エリスにもしものことが、あったら。


    　僕は。


    　僕はこいつを。


    「絶対……絶対に……絶対に許さないぞォッ!!」


    



    　僕の身体の奥底で──なにかが、目覚めた。


    



    　肉体の細胞という細胞が、倍の速度で活動し始める。


    　血液が隅すみ々ずみまで行き渡り、感覚がとぎすまされる。


    　土のにおい、踏みしめられた花のにおい、木々の香り、僕の汗のにおい、カルラの服から漂う薬っぽいにおい。


    　耳がとらえるあらゆる音。木々のざわめき、切れかかった街灯の音、風の渦うず巻き。


    　僕の肉体を流れる悪魔の血が──目覚める。


    　わかる。


    　あらゆることが明確に感じ取れた。


    　視界は真昼のように明るくなった。空の星は無数になり、レンガのヒビに潜ひそむ小さな虫の姿も見え、そして目の前のドラゴンの──ドラゴンの……。


    　そのとき、僕はあることに気がついた。


    　──ドラゴン……ワラ人形……そうか、これは──。


    「デモン、あの退魔士エクソシストを助けに行くです!!」


    「わかってる」


    　ゆらり、と一歩踏み出した。


    　速度でかく乱する。そして隙すきを見てドラゴンに一撃を加える。


    　僕の速度なら絶対に負けないはずだ。


    「カルラ、僕に任せて──」


    「こっち向くです！」


    　あごをつかまれ、ぐい、とカルラのほうを向かされた。


    「え？」


    



    　ぷすっ。


    



    　なにか、が、額ひたいに、刺さった……よ？


    「『ポイポイ使い魔くん・改カイ』です！　これでデモンは人間よりもちょっと強い力を持つことができるです！」


    　額に手を当てる。丸い、なんていうか、あの、画が鋲びようの感触。


    「え……えええええええ!?」


    　画鋲からプシュウウウウウウウとなにかが噴ふき出した！　同時に、僕の身体に満ちていた力がしぼんでいく。


    「ち、『ちょっと強い力を持つ人間』に……パワーダウンしたってこと!?」


    　僕はその場にがっくりと膝ひざをつく。辺りは暗いし、鼻はむずむずするし、なんか、なんていうか、悪魔どころか、だいぶ強い人間になら苦もなく腕をひねられて負けそうな気分……。


    「なにをがっくりきてるです!?　あんな退魔士エクソシストでも一応仲間ですから、早く助けるです！」


    　すると背後から声。


    「──あんな退魔士エクソシスト、とはずいぶんな言い方ですわね？」


    「ひぇっ!?」


    　エリスが立っていた。服のあちこちが泥まみれで、折れた枝やらちぎれた葉っぱやらくっつけていたけれど。


    「ドラゴンの攻撃を食らったのかと……」


    「ぎりぎりでかわしましたわ」


    　たいしたことはない、とエリスは鼻を鳴らしたけれど、だいぶ疲労しているようだ。


    「……あ、あのさ、僕、気がついたんだけど」


    　カルラとエリスが、僕を見た。


    「あのドラゴン、操あやつられてるよ」


    



    



    　わずかな時間だけれども悪魔化して、僕が見たのは、ドラゴンのたてがみから伸びている一本の細い線。それは、森もり崎さきジョセフからカルラへと伸びているように、持ち主──飼い主を示す線ではないだろうか。


    　辺りが暗いから、黒い線には誰も気づかなかったのだ。


    「……ドラゴンを操る……」


    　ぽつりとつぶやいたカルラは、ハッと顔を上げた。


    「心当たりがあるの？」


    　カルラが下した唇くちびるを噛かむ。


    「……お前たちには……関係ないです！」


    「あっ」


    　カルラは走り出した。ドラゴンの脇をするりと抜けて、広場の反対側へ。


    「追わないと──わっ!?」


    　ドラゴンの翼が羽ばたく。突とつ風ぷうが僕らを襲い、思わず両手で顔面をかばう。


    「あの子供はどこに行きましたの！」


    「わからない！　けど、たぶん、ひとりでドラゴンの操そう縦じゆう者を倒しに行ったんだ！」


    「ひとりで倒せますの!?」


    「わからないよ！」


    　鉄パイプはまだ僕の手元。


    　カルラは魔力が生まれついて弱いと、ビスコは言っていた。これ以外に武器を持っているのだろうか？　持っていないのなら──。


    「ひとりで倒すことが、自分の責任だと思ったんじゃ……」


    「デモン、追うべきではありませんこと？」


    　風が止やんでいた。


    　ドラゴンが翼を大きく広げ、前傾し、口を大きく開く。


    「──────ゥゥゥゥァァァアアアアアアアアアア!!」


    　咆ほう吼こうが空気を震ふるわせる。


    　エリスがレーヴァティンを両手で握りしめ、すぅと体勢を低くする。


    「ここはわたくしに任せて──あなたは先をお行きになって」


    「でも」


    「あの淫魔サキユバスの──ビスコさんのぶん、一発お殴なぐり遊ばすのでしょう？　それをする相手はドラゴンではなく、操縦者」


    「…………」


    　ありがとう、とか、ごめん、とか、そういう言葉を言おうとした。だけれど毅き然ぜんとしたエリスの態度がそれを許さなかった。


    　僕はエリスから、真しん鍮ちゆう製の球をひとつ受け取った。それは悪魔を魔界へ強制的に送り返すもの──操縦者が悪魔ならば、退たい魔まを行おこなってくれ、ということだろう。


    「任せても……いいかな」


    「はい、ですわっ」


    　ドラゴンがこちらへ突進を始める。


    　僕とエリスは左右に跳んだ。
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    　背後でドラゴンのいななきが聞こえる。僕は暗い木々の間を走っていた。カルラが走ったのはこっちのほうだ。もっと先だ。


    　木立を抜けたところで僕は立ち止まる。


    　そこは地上三階くらいの高台。壁面は滝になっていて、こちらからは上れない。


    「カルラ！」


    　見上げた高台の上。カルラの小さい姿。そしてもうひとり、カルラの正面にひとり。


    　上に行かなくちゃ──階段、どこだよ階段!!


    　僕が走り出すと、上にも動きがあった──。


    



    



    「やはり、お前が操そう縦じゆう者ですか」


    　肩で息をするカルラの前に立つのは、ドラゴンの操縦者。


    　黒のマントを羽織はおり、手には四角い金属製のボックス──ドラゴンのコントローラー。


    「カルラにはすぐにわかってたです。悪魔発明家……フメンペペケ＝モッコス！」


    　フメ……フメンッケ？　モッコ？　……老悪魔はマントを翻ひるがえすと高笑いした。


    「ふぁっふぁっふぁ！　そうとも、わしがあのドラゴンをコントロールしておる！」


    　マントの下には、よれたアンダーシャツ、腹巻きに、下は股もも引ひき、足下は草ぞう履りという出いで立たち。顔はしわくちゃで、薄くなった頭皮にはシミがいくつか。


    　おじいちゃんだ。間違いなくおじいちゃんだ。


    「よもや人間界でおぬしに会うとはな……カルラ＝ハイデルヴィア＝レクメンテルト。ついにおぬしも魔界を追われたか」


    「……カルラが魔界を追われる理由なんてないです」


    「ふぁっ！」


    　老悪魔は痰たんを吐き捨てた。


    「カルラよ、忘れたとは言わせぬ。このフメンペペケ、おぬしには浅からぬ恨うらみがある！　よいか……おぬしの発明のせいで、我われ々われ悪魔発明家のほとんどが能なし呼ばわりされ、廃業に至った。忘れるものか！　たかだか小娘に地位も、名めい誉よも剥はく奪だつされた、あの屈くつ辱じよくを!!」


    「……ふっ、だからなんですか。たかだかジジーになにができると言うです？　あのドラゴンはずいぶん遠い──」


    　言いかけたカルラは、硬直した。


    「お、お、お、お前まさか……その足下にいるのは」


    「くくく、おぬしの弱点くらい知っておるわ！　いつかこんな日が来る──そう思い、いつも連れておって大正解じゃ!!」


    　老悪魔は足下のなにかを抱かかえると、カルラに近寄った。


    「や、止やめるです……近寄るなです！」


    　カルラの顔が蒼そう白はくになる。首を小さく振りながら、後じさる。


    「ふぁっふぁ。いいぞ、おぬしのその表情……それが見たかった。高慢ちきなガキめ！」


    「ダメ……ダメです……！」


    　カルラの背中が、こつんと手すりに当たる。そこは高台の隅すみだった。


    　老悪魔との距離は、もう五メートルもない。


    「さあ、さあ、さあ！」


    「やぁぁ……」


    　カルラはへなへなとその場に座り込む。


    　呆ぼう然ぜんと、ただ老悪魔が近づくのを見つめていることしかできない。


    「そうだ……ふぁはは、いいぞ、その顔だ！」


    　老悪魔が近寄る。


    「イヤ……イヤぁ……!!」


    　カルラの目から涙がぽろぽろとこぼれる。震ふるえるように首を横に振る──。


    　僕が階段を上りきったのは、ちょうどそのときだった。


    「おい、止やめろよ！」


    　だけれどそこは高台の反対側、ふたりとの距離はだいぶ遠い。


    　老悪魔は僕を振り返り、にやりと笑った。遅いぞ、と、あざけるように。


    　そして、老悪魔はカルラに飛びかかった。


    「イヤぁぁぁ────っ!!」


    　カルラの叫び声が響いた。


    



    「弱点を突いて、女の子をいたぶるなんて……アンタ、どこまでゲスなんだよ」


    



    　僕が見たのはその人影よりも前に、光。


    　青白い光がほとばしった。


    「ぐがががががっ!?」


    　老悪魔は青い電流に身体を撃たれると、数メートル吹っ飛んで、後ろ向きに倒れた。


    　倒れた瞬間に巻き起こった砂すな煙けむり。


    　その向こうに現れた、


    「ケガはなかったか？」


    　人影──ビスコは言うと、カルラの頭をぽんっと叩たたいた。


    「……ふぇ？」


    　なにが起きたのか一瞬わからなかったカルラ。きょとんとした顔でビスコを見上げる。


    　僕だってわからない。どうして？　あんなに苦しんでいたビスコがここへ？


    「カルラ、まだこいつが苦手なの直ってないのか？　だいぶ昔に手を噛かまれただけだろうに」


    　ビスコは片手でつまんでいたそれを掲かかげる。


    「ワンッ」


    　それはかわいらしい子犬──ポメラニアンだった。


    　ポメラニアンはビスコの手から降りると、ぶっ倒れている飼い主へと走り寄る。


    「お、お、お、お……お姉ぢゃん……」


    　カルラの両目いっぱいに涙があふれ、


    「お姉ちゃあああああん!!」


    　ビスコにすがってカルラが泣き出した。


    「怖かったよ、怖かったよぉ……」


    「あー、よしよし。泣くな泣くな」


    「お姉ちゃん、泣いてるカルラ、嫌いですのに、ごめんなさいぃ……」


    　ビスコが少し困ったようにカルラの背中をなでていた。


    「バカ、それは」


    　戸と惑まどったように言ってから、ビスコは、


    「アンタが泣くと、あたしまで泣きたくなるからだよ……」


    　と、ささやいた。
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    「……う、く……おのれ、ビスコ＝シュヴェルツヴィア＝レクメンテルトまで現れるか……」


    　そこへ、目を覚ましたフメ……老悪魔。


    「かくなる上は、ドラゴン自爆モードで……あっ!?」


    　がしゃんっ。


    　それはコントローラーが壊れた音──つまり僕が鉄パイプを振り下ろしたのだった。


    「姉妹の仲直りくらい、じゃましないであげてよ」


    　遠くで、空気が切り裂かれるような、そんな音が聞こえた。


    　かすかに光が空を照らす。それはたぶんドラゴンが消滅した音。


    「お、おぬし──」


    「あと、バイバイ」


    　僕はエリスから受け取っていた真しん鍮ちゆうの球を、老悪魔の足下に叩たたきつけた。


    　漆しつ黒こくの空間が広がる。僕は巻き込まれないよう背後に逃げる。


    「もしや退魔士エクソシストの……！　く、くそっ……せっかく……」


    　老悪魔の声は、まるで硬質な壁に囲まれたホールにでもいるかのように反響していた。


    「せっかく……扉を開く者の、手配書の手がかりを見つけたというに……」


    「……手配書？」


    　最後のつぶやきが聞こえた。


    「……扉を閉じる者は、もしやお前か……」


    　漆黒の空間は閉じられた。


    「……扉を開く者、って、あかりちゃんのこと？　それに、僕が……閉じる？」


    　なんのことだろ？


    「デモン！　終わったんですの？」


    　そこへ高台の下からエリスの声。


    「デモン、あの悪魔はどうなった」


    　こちらへやってくるビスコ──とその腰にしがみついたままのカルラ。


    　うん、まぁ。


    　わからないことがちょっと出てきちゃったけど。


    「うまくいったみたいだよ？」


    　エリスが微笑ほほえみ、ビスコは人差し指でほおをかいた。
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    　翌日の朝刊、地方欄らんに小さく──「謎の大型鳥類　町を騒がす？」といった記事が掲載された。飛んでいったドラゴンを見た人、そして携帯電話のカメラで撮影した人がいたようで、その写真がモノクロで掲載されていた。


    　まぁ、鳥だか、飛行機だか、そのサイズだと全然わからないんだけどね。


    　だけれど学校でのみんなの反応は違った。


    「新聞見た？　あれ、鳥なんかじゃないよねー」


    「うんうん、映画の撮影なのにねー」


    　退魔士エクソシストの仲間たちが手を回したらしく、善ぜん良りようなる我が東とう鈴りん中学校の生徒たちは、あのドラゴンは映画の撮影の一部だと勘違いしているみたい。


    　エリスに言わせると「前回の狼男ウルフマンといい、事件のもみ消しに手間がかかりすぎますわ」ということだ。退魔士エクソシストたちがこの町に目をつけると困るから、しばらくおとなしくしていたほうがよろしくてよ、と釘くぎを刺された。


    　それにしても気になるのは、あの老悪魔が消え際ぎわに言った一言だ──。


    



    



    「……手配書、手がかり、扉を開く者……と、たしかにそう言ったのですわね？」


    　放課後、映画部の部室にて。


    　エリス、ビスコ、僕の三人は机を四つくっつけて、トランプをしていた。


    「インディアンポーカー」と呼ばれるこのゲームは、トランプを一枚ずつ相手に見えるように額ひたいにくっつける。自分のカードは自分ではわからないけれど、他の人のカードは見られる。


    　で、「キング」が一番強くて、「エース」は一番弱い。「ジョーカー」は抜き。


    「うん、聞き間違いじゃないと思うよ」


    　僕は答える。エリスの額には、スペードの「二」。うわあ、弱い。弱いよエリス。


    　ビスコの額にはハートの「十」。逆にこっちは強いな……。


    「手配書……聞いたことがあるね。たしか、人間界にいる危険人物なり要注意人物をピックアップしたもので、一部の悪魔の間で出回ってる」


    　言いながらビスコはエリスの額をちらりと見て、それから僕の額をちらりと見る。


    　ビスコの眉まゆ根ねが寄った。


    　むう、どういう反応だろ。僕のカードは強いのか、弱いのか……。


    「さあ、子の皆さん──現在賭け点は十ポイントですわ。降りてもよろしくてよ」


    　ゲームの親であるエリスが、子の僕たちに「降りる」ことを勧める。ここで降りると十点がエリスに入る。誰も降りない場合、エリスはここで勝負するか、賭け点を上げる。


    　僕とビスコはちらりと視線を交わす。


    　エリスのカードは「二」だ。うーん、まさか僕が「エース」ってことはないよね。


    「降りないよ」


    「同じく、降りない」


    　僕らふたりが降りないというのはつまり、エリスの数字がそんなに高くない（あるいはハッタリ）ということなのだけれど、


    「ふっ、その勇気、どこまで続くか見み物ものですわ！　賭け点を二十にアップしますわ。……それで、その手配書にはどんな効果がありますの」


    　エリスはやけに自信満々だ。うーん、ビスコが「十」なのを見たら、そんなに自信を持てないはずなんだけど……ハッタリかな？


    「効果というか……ふつうは、人間界にいる強い退魔士エクソシストとか、気をつけたほうがいい人物とかが載のってるはず。でも『扉を開く者』となると……」


    「それって、あかりちゃんのことだよね？」


    　聞きながら、僕はビスコの視線に気がついた。


    　ビスコは僕の額ひたいを見つめている。


    「!?」


    　気づいた。気がついてしまった。


    　僕──ひょっとして「エース」なんじゃ!?


    　だからビスコは迷ってる。エリスが自信満々で賭け点を上げるってことは、僕とビスコの数字が低い──僕と同じようにビスコも自分の数字が低いと思ってるんじゃ！


    　そ、そうだ、それに僕も「降りない」ほうを選んだ。つまりビスコと勝負しても勝てると思っている──これは逆に言うと、僕が「ビスコに勝てる」と考えているようにも見える！


    「おそらく七なな竈かまどさんのことですわね。……なんですの、デモンの視線を感じますわ」


    　エリス、策さく士しだ！　こうやって僕らを混乱させようとしてる！


    「あかりを狙ねらう理由がわからないんだよね……」


    　言いながらビスコは、僕の額をじっと見つめつつ、左手に持っているカードがぷるぷるしている。ええええっ。僕ほんとに「エース」なの!?


    　そのとき、ふと思い出して僕は言った。


    「あ、そういえばさ、カルラが言ってたよ。魔界から人間界への扉が閉じられる、って」


    「ああ……それはあたしも聞いたな」


    　昨晩からカルラは、うちに泊まっていた。ビスコと遅くまで話していたらしいけど、僕は疲れて先に眠ってしまった。


    　うちにはあまってる部屋はないけれど、しばらくならビスコの部屋にふたりで寝起きしてもいいんじゃないかと思ってる。


    「わたくし、聞いたことがありますわ。『扉を閉じる者』の話」


    　閉じる者？　とビスコが聞いた。


    「魔界から開かれた扉をいち早く察知し、閉じてしまう者ですわ。退魔士エクソシストとは別行動をしているようですし、退魔士エクソシスト以上に悪魔から恨うらまれる仕事ですから、普段はその姿を隠している」


    「退魔士エクソシスト以上に恨まれてるの？」


    「人間界でひっそり暮らしている悪魔もいるでしょう。退魔士エクソシストは多くの場合、強制的に悪魔を魔界に送り返しますが、問題を起こさない悪魔は放っておく場合もありますのよ」


    「つまり、『扉を閉じる者』は無差別に悪魔を締め出してるってわけか。入ってくる前から」


    　ビスコが言うと、エリスはうなずいた。


    「……あの」


    　そこまで聞いて、僕は気がつく。


    「魔界に送られる直前の、悪魔が僕に言ったんだよね……『お前がもしや扉を閉じる者か』ってさ……」


    「…………」


    「………………」


    　うわあ、なんだろう、この沈黙。「あーこいつ、やっちゃったな」みたいな。


    「だ、大丈夫だよね？　僕、勘違いなんてされてないよね？」


    「…………」


    「………………」


    「しゃべってよ！　気休めでいいからなにか言ってよ！」


    「デモン、大丈夫だよ。アンタ影薄いし、見つからないよ」


    　気休めにしてはひどいね!?


    「最近は、美容整形の技術も発達しているそうですわ」


    　このままだとやっぱりアウトってことですか!?


    「ともかく……扉を閉じる者がいるのであれば、自由に扉を開けることのできる七なな竈かまどさんは、悪魔にとっては非常に便利な存在ですわね」


    「あかりちゃんが……狙ねらわれてる、ってこと!?　そんな！」


    「可能性の話だろ、落ち着けよ」


    　ビスコはそう言うけれど、心配は心配だ……。


    「デモン。七竈さんが狙われるのでしたら、わたくしたちは全力で守るしかありませんわ」


    「う、うん、そうだね。もちろん」


    「……ま、しょうがないね」


    　ビスコもうなずいた。


    「『扉を開く者』……つまり鍵かぎを守る……ということは、わたくしたちは『神聖鍵守護騎士』と書いて『ナイツ・オブ・ラウンド』と」


    「絶対イヤだね。なんで円卓の騎士なんだよ」


    「僕もそういう恥ずかしい呼び方はちょっと……」


    　エリスがぷくーっと、赤いほおをふくらませる。不服らしい。


    「ときにビスコさん、わたくし、あなたに聞きたいことがありましてよ」


    　仕返しのようにエリスが言った。


    「なんだよ」


    「昨日はどうして、あんなにも早く傷が治り、公園に駈けつけることができまして？」


    「あ……あれは、その」


    　ビスコが口ごもった。


    　理由は──傷など最初からなかったからだ。


    　ドラゴンはほぼ実体を持たない幻影で、あの攻撃を食らっても僕らに傷をつけることはできなかったのだ。よくよく考えれば、ドラゴンが歩いても地響きもなく、炎も熱くなかった。


    　というのも、カルラの作ったゲームで喚よび出された悪魔である以上、カルラの魔力よりも強いことはあり得ない。だからカルラが召喚したのは老悪魔。老悪魔もたいして魔力を持っていないので、扱えるドラゴンも所しよ詮せん幻げん影えいだった──というわけ。大きいことは大きいけど。


    　ではなぜビスコは倒れたのか。


    　それは、腹痛のせいだった。


    「あ、あ、あれはまぁ、あたしの超悪魔的な回復力で治したんだよ」


    「へぇ。あれほど苦しんでいたのに」


    「ま、まぁ、薬も飲んだけどな」


    「胃い薬ぐすりですか？」


    「そう、胃薬──」


    　そこでビスコは気がついたらしい──全部、エリスにバレているということに。


    　ビスコは、前日にお菓子屋さんのセールで買い込んだチョコレートを食べ過ぎたせいで、腹痛を起こしていたのだ。


    　感動的なシーンだったのに……と思いながら、僕は全部エリスに話したんだけど。


    「ドラゴンにやられて胃薬とは、さすが、悪魔の体内構造は人間の想像力を凌りよう駕がしますわ！」


    　にこにこと言うエリスは、トランプの「二」を掲かかげてかなり楽しげだった。


    「…………あたし、ゲーム、降りる」


    　カードを額ひたいから下ろし、ビスコは言った。


    　その身体からは、青白い炎のようなものが立ち昇り、


    「び、ビスコ、ダメだよ、エリスにそれをやっちゃ──」


    「……デェェェモォォォンンンンンン!!」


    「ってなんで僕!?」


    「あんたが全部バラしたんでしょうが！」


    「…………」


    　おかしいな。どうしてビスコはわかったんだろ。


    「ええ、全部デモンに教えてもらいましたわ。わたくしたち、仲良しですもの」


    「ちょっとエリ──びゃっ!?」


    　身体の隅すみ々ずみまで行き渡る、痺しびれ、ショック、サスペンス！


    　ビスコの電撃は十秒くらい僕の身体を駈けめぐり、


    「ふ……く……ほ……」


    　湯気を発しながら僕は床にうつぶせに倒れていた。


    「……デモン、勝負はどうしますの？」


    「降り……ます……」


    　こうしてエリスが勝者となった。


    　僕のカードは、クラブの「三」だった。


    



    



    「お待たせ！　みんな来てるかなっ」


    　あかりちゃんが部室に入ってきたころには、僕の身体から発する湯気は消えていた。


    　髪の毛が何本か、天を指しているけど。


    「あのね、みんなにお話ししておくことがあって……」


    　並べられた机に手をついて、あかりちゃんは言った。


    「映画の撮影だけど、当分延期しようと思うの」


    　僕らは顔を見合わせた。


    「それでは七なな竈かまどさん、六月の生徒総会までに部員をあとひとり探すのは、違う手段で──ということですわね？」


    「ん～っとね、それなんだけど……それも無理して探さないで、いいんじゃないかな」


    「えぇっ？」


    　びっくりする僕に、あかりちゃんが両手を振った。


    「あ、あのね、無理して映画が嫌いな人を部活に入れても……幽ゆう霊れい部員さんになっちゃったら悲しいな、って思ったんだ」


    「でもそうしたら、六月で映画部は……」


    　なくなってしまう。


    　それは……困る。ほんとうに困る。


    　僕とあかりちゃんが仲良くなれる絶好の機会が減ってしまう……!!


    「えへへ」


    　するとあかりちゃんは、なぜだかにやけた。


    　なんだろう。


    　そんなあかりちゃんも可愛かわいいからいいけど。


    「実は──我が映画部に、五人目の部員が誕生したのですっ！」


    　……え？


    「ええええええ!?　いつの間に勧誘活動を!?」


    「ささっ、どうぞ、お入りくださいっ！」


    　ドアが開いて、そこにちらりと顔を見せたのはひとりの──いや、一体のワラ人形。


    「…………」


    「………………」


    「…………あの、ちゃんと入ってきて？」


    　あかりちゃんに言われ、渋しぶ々しぶといった足取りで入ってきたのは我が東とう鈴りん中学校の制服に身を包んだ小柄な少女。でも、ブレザーの代わりにパーカーを羽織っていて、ネコミミのついたフードはしっかりとかぶっている。


    「……こっちには居場所がないから、しかたがないから、ほんとうにしかたがなく中学校に通いつつ映画部にも入ってやるです」


    　はい。


    　考えるまでもなく、カルラです。


    　転校……編入（？）の手続きしてるのは知ってたからね、僕。校長先生が一も二もなく快かい諾だくし、なぜかクラスまで同じ。ていうか、エリスに続いてカルラまでうちのクラスに入ってくるとか人数的におかしくなるし、ビスコの妹なのに同じクラスだとか、そのパーカーとか制服じゃないのにいいのか、とか、いろいろツッコミどころがあるんだけど──校長先生の額ひたいに画が鋲びようみたいなものが刺さってたから僕は大体理解した。


    　でも、わからないところもある。


    「か、カルラ、あのさ、こっちに通うのはいいんだけど……どこに住むの？」


    「あれれ？　私、デモンくんの家に住んでるって聞いたけど」


    「え──」


    　血の気が引いた。


    　ああ、そう言えばなんだか昨晩……疲れて眠っていた僕は夜中に起こされたような気がする。妙な物音で。二階にあるビスコの隣の部屋──父さんの書しよ斎さいから聞こえた気がしたけれど無視して眠ったんだっけ……。


    「お姉ちゃんに許可をもらって、一室もらったです」


    「──ビスコ!?」


    　ビスコは視線を避けるように、窓まど際ぎわに立っていた。


    「うーん。今日もいい天気だなー。あれ、あの雲、ブルーベリーに似てる」


    「……ブルーベリーの形をした雲とかほんとにどうでもいいですからね、ていうかブルーベリーに似てる雲って丸いってだけですからね、ビスコさんね、これね、どういうことですかね」


    　その背後から肩をがつりとつかむと、ビスコがほおをかきながら振り返る。


    「……や、おじさまの部屋は好きにしていいっておばさまが言ってたし」


    　くそ、母親公認か！　ていうか父親の扱いがひどい！


    「とにかく、これで映画部は存続決定だねっ！」


    　嬉き々きとして、ぱん、と手を叩たたくあかりちゃん。その喜ぶ姿を見ていると、


    「……うん」


    　としか言えなかった。ううう、トラブルの種ばかりが増えていくよ！　でもあかりちゃんが喜んでるからしょうがないよ!!


    「じゃあみんなっ、昨日のゲームの続きやろうかっ」


    　その言葉で、場の空気が凍りついた。


    　ビスコとエリスの視線が僕に突き刺さる。僕が人間になるのか、悪魔になるのか、その運命を握るゲーム。


    　そう、僕はどちらにするかを決めなくちゃいけないのだ。


    　人間となるか、悪魔となるか──。


    「あ、あのさ」


    　答えはもう、出ていた。


    「あのゲームは……もう止やめようかと」


    　僕は、吸血鬼と人間のハーフだ。


    　そのせいで、今までいろんなことに苦しんできた。


    　でもさ、人間になれば人間の、悪魔になれば悪魔の悩みがきっとある。それなら──今の状況を受け入れよう、って思った。


    　で、カルラの問題については昨日のうちにビスコと話して決めていた。改めてみんなで考えよう、って。まぁ、僕が悪魔になっても「血の契けい約やく」はしないでやるです、とカルラは言ったんだけど、結局ハーフという選択肢を僕は選んだ。


    　ていうかね、


    「ちなみに、カルラの成人っていつなの？」


    　と僕が聞いたところ、


    「あと二六五年後です」


    　だってさ……。


    　悪魔の「もうすぐ」とかいう言葉はあてにならないってことを僕は学んだよ。


    「えっ、ゲーム中断したままなのかぁ。どうして？」


    　不思議そうにしているあかりちゃん。


    「え、えーっと……」


    　まさか、ハーフのままでいることにした──とも言えないし。


    　僕は言葉を探した。うーん、考えろ、考えないと、あかりちゃんが納得してくれる理由を。


    　そして僕はひとつの言葉を思いつき──あかりちゃんにそっと耳打ちした。


    「────」


    　すると、あかりちゃんは顔を真っ赤にした。


    「……う、うん、それじゃ……しょうがないねっ」


    　そして僕に背を向ける。


    　よかった、納得してくれた。


    　あかりちゃんに伝えたのは、簡単な言葉だった。


    　──これ以上、秘密が増えたら困るから。


    　それはつまり、えーっと、僕とあかりちゃんの秘密というか……まぁ、なんだろうね、ビスコとエリスが今にも僕を殴なぐりかねないくらいの強い視線でにらんでくるのが怖いね。なんだろうね。僕は無事に家に帰れるのかね。


    「じゃあ、今日はみんなで映画観ようかっ」


    　あかりちゃんの言葉にすばやく、


    「『ヴァン＝ヘルシング』！」


    「『ブラッドレイン』！」


    　吸血鬼を滅ほろぼす映画と、ハーフヴァンパイアが活躍する映画を言う、退魔士エクソシストと悪魔。


    　にらみ合うふたりをにこにこ見ているあかりちゃん。


    　ともかく──これでほんとうのほんとうに切り抜けた、かな？


    「……デモン」


    　と思っていると、僕の目の前に小さな姿──カルラ。


    　カルラはワラ人形を抱かかえ、うつむき加減に僕を見上げていた。


    「な、なに」


    　またなにか変な発明でも出てくるのか──と身構えたとき、カルラは言った。


    「あ、あの……今回はいっぱい迷惑をかけちゃったです」


    　そして、ぺこりと頭を下げる。


    「ごめんなさい、です……」


    　え……え？　カルラが、謝ってるの？　ほんとに？　ウソじゃなく？


    　でも、しおらしい様子は、どうにもほんとうみたいだ。


    「あ、あと……」


    　カルラは目を逸そらし、心なしか赤くなった顔で、


    「ありがとぅ……」


    　言うと、すぐに僕に背を向けてしまった。


    　あらあら、どういう心境だろ。ビスコとなにか話したのかな──と思ったけど、ビスコはエリスと今にも殴なぐり合いでも始めそうなくらい火花を散らしている。映画ひとつでそんなにもめなくても！


    　僕は、気づくと笑顔になっていた。


    　ビスコとカルラが、仲良くしてくれるのなら──僕はそれでいいんだ。


    　カルラはちらりとこちらをうかがうように見ていた。そして僕がうなずきかけると、


    「……と、森もり崎さきジョセフも申しているですっ！」


    　森崎ジョセフを僕に押しつけ、大好きな姉のほうへ走っていった。


    　僕の腕の中、押しつけられた森崎ジョセフのワラはぴかぴかで、ちぎれていた腕もすっかり直っていた。

  


  
    　　　あとがき


    



    



    　金さえもらえばどんな悪魔をも躊ちゆう躇ちよせず殺すハンターがいるらしい、というウワサが広まっていた。そのハンターが一体どんなやつで、男か女かさえもわからいという。


    　ある日、デモンのいる中学校に新任の女性教師がやってくる。彼女は、生徒が自分の背後に立つことを極度に恐れており、
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